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攻

念
性
腸
管
雨
端
閉
塞
症
z

於
ケ
ル
血
清
及
ピ
腹
腔
内
海
尚
物
／
毒
カ

比
較

貧
験
第
六
念
性
腸
管
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
血
説明ノ
小
犬
一
一
封
ス
ル
悉
性

質

験

第

七

念
性
勝
管
閉
塞
症
一
一
於
ケ
ル
腹
脱
内
穆
出
物
／

小
犬
昌

謝
ス
ル
毒
性

第
三
節
所
見
機
招

第
三
章

念
性
腸
管
関
袋
一
応
山

＝
於
ケ
ル
血
液
及
ピ
腹
股
内
穆
出
物
内
ノ

「
ト
リ
プ
シ

ン
」

－一就
テ

第
一
節
「
ト
リ
プ

シ
ン
」、ァ
y
チ
ト
リ
プ
シ
ン

ヲ
徐
査
方
、法

第
二
節
賓
験
方
法

第
三
節

念
性
腸
管
単
純
閉
塞
症
Z

於
ケ
ル
賓
験
託
銀

第
四
節

念
性
店
阿
世
官
雨
端
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
貧
験
記
録

第
五
節

念

性
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管
閉
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症
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於
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ル
降
液
噴
鐙
／－

m清
及
ピ

腹
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内
穆
出
物
ノ
毒

性
＝
及
ポ
ス
影
響

同
国

緒

言

第
一
章

念
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
ル
閉
塞
腸
管
／
穏
化
－
一
統
テ

第
二
章
念
性
腸
管
閉
袋
一症

－
一
於
ケ
ル
血
清
及
ビ
腹
腔
内
穆
出
物
／
毒
性
エ
就
テ

第
一
節
貧
験
方
法

第
二
節
資
験
記
銘

笈
験
第
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念
性
腸
管
箪
縄
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業
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於
ケ
ル
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／
「
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ウ
ス

」
一一封
ス
ル
毒
性

質
験
第
二
念
性
腸
管
単
純
開
寒
症
＝
於
ケ
ル
腹
殿
内
湾
出
物
／
「
7

ウ
ス
」
一
一
針

ス
ル
毒
性

念
性
腸
管
間
早
純
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
血
清
及
ピ
版
牌
内
湾
出
物
／
毒
カ

比
較

念
性
腸
管
雨
端
閉
冬
症
ユ
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ケ
ル
腹
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内
港
出
物
／
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ウ
ス
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念
性
腸
管
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
細
菌
ノ
勝
壁
透
過
性
三
肌
テ

第
一
節
目
貨
験
方
法

第
二
節
貧
験
託
銀

第
三
筋
所
見
機
話

第
五
意
所
見
線
括
及
ピ
考
察

第

穴

章

結

槍

敵
女
妙
録

女

献

緒

膏

急
性
腸
管
閉
業
症
ニ
於
ケ
w
y

開
業
腸
管
内
容
ヲ
種
々
ノ
陶
製
櫨
遁
器
－
一
ア
滅
遁
ジ
、
業
鴻
液
ヲ
静
脈
内
腹
腔
内
或
A

皮
下
－
一
注
射
ス

Y
時－－

有
毒
ナ
w
y

コ
ト
A

同
c
r
z
r
f
〉｝｝｝
2
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C
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三
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－
一
ヨ
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謹
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ジ
所
ナ
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5
7

戸
戸

E

E
C
－
叩A

「
．
で
フ
ピ

オ

1
ゼ
」
7
家
兎
ニ
作
リ
ノ
、
一
方
ノ
家
兎
ニ
腸
閉
塞
ヲ
設
ケ
Y
ト
他
ノ
動
物
ノ
韓
温
ガ
上
昇
ス

Y
ト
イ
フ
理
由
デ
、
閉
塞
ヲ
設
ケ
ジ
動
物
ノ
血

液
－
一
毒
物
ア
ソ
ト
イ
ヘ
ド
不
完
全
ナ
Y
説
明
ナ
9
3
高
位
腸
管
閉
塞
症
ト
急
性
豚
臓
炎
ト
ノ
痕
朕
－
一
類
似
ノ
結
ア
リ
ト
ノ
理
由
デ
、
目
白
ゲ
向
的

及
ピ
］
WEt－
吃
白
等
A

牌
臓
ガ
毒
物
後
生
－
一
重
大
ナ

Y
作
用
ア
ナ
ス
ト
イ
ヒ
。
∞
5
0
Y
F
E
ME
－

出

cd乙－・

7
一色マヶ
2
・民

E
L
F－弓
2
．u
H

i

ユロ∞｝
。

等
A
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管
ヲ
結
設
ス

Y
ト
、
高
位
腸
管
閉
寒
症
ヲ
起
シ
タ
動
物
ガ
結
紫
セ
ザ

Y
場
合
－
一
比
γ
ア
長
ク
生
存
ス

Y
ト
イ
ア
コ
ト
ヲ
報
告

ス。
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z
z
A
小
腸
ノ
一
部
分
ア
噴
置
し
v
、
南
端
ヲ
閉
塞
ジ
、
腹
腔
内
穆
出
物
内
－
一
「
ト

9
プ
ジ
シ
」
ヲ
読
明
ジ
、
コ
ノ
湾
出
物
ヲ
一
マ
ヲ
ス
」

「モ

Y
モ
ツ
ト
」
－
一
注
射
ス
U
Y

ト
有
毒
ナ
リ
ノ
ト
ノ
理
由
デ
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「
イ
レ
ヲ
ス
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A

腹
腔
内
へ
腸
管
ヨ
リ
穆
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シ
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コ
ノ
毒
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リ
プ
シ
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ガ
蛋
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プ
費
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シ
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解
産
物
ナ
ソ
ト
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末
梢
－
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且
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ペ
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近
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A
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界
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近
U
J
4
7

結
設
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胃
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勝
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ピ
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物
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残
澄

ノ
入
－
フ
ザ
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南
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閃
寒
腸
管
ヲ
ツ
ク
リ
ノ
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、
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ノ
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内
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A
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加
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澱
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ト
？
プ
ジ
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」
－
一
－

T
fプ
消
化
サ
レ
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、
容
易
－
一
水
品
一
溶
解
ジ
、
耐
熱
性
ナ

9
ト
イ
プ
、
叉
コ
ノ
毒
物
A

閉
来
一腸
管
ノ
粘
膜
－
一
予
合
有
サ
Y

、
ト
イ
ヒ
、
向
コ
ノ
毒
物
A

小
腸
粘
膜
殊
－
一
十
二
指
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リ
ノ
ア
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レ
、
一
部
分
A

直
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ニ
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内
ヘ
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ラ
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－
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リ
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内
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A

決
ジ
ア
扱
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セ
ラ
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イ
フ
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及
ピ
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ノ
一
部
分
ノ
南
端
ヲ
開
業
ジ
、
コ
ノ
閉
塞
．
腸
管
ノ
内
容
内
ニ
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
ヲ
詩
明
シ
夕
刊
ノ
、
コ

レ
A

有
毒
ナ
U
F

モ
ノ
デ
腐
敗
菌
ノ
作
用
－
一
ヨ
？
プ
費
生
ス
ト
イ
フ
。
氏
A

「
イ
レ
タ
ス
L
ノ
場
合
－
二
腐
敗
菌
ノ
作
用
－
一
ヨ

y
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
業
他
蛋
白
質
ノ

有
害
産
物
ガ
費
生
ジ
ア
、
直
接
血
行
内
へ
吸
牧
サ

y
、
ト
イ
フ
。
コ
ノ
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
、
「
プ
ロ
ア
オ

1
ゼ
」
及
ピ
閉
寒
腸
管
内
容
ノ
コτ
J

A

薬

物
撃
的
－
二
金
ク
同
一
ノ
作
用
ア

y
、
然
ジ
化
畢
的
ユ
A

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
A

酒
精
－
一
溶
解
ジ
他
ノ
二
ツ
A

溶
解
セ
ズ
、
叉
「
コ
ロ
ヂ
ク
ム
」
膜

ヲ
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
A

遁
逼
U
J

「
プ
ロ
ア
ォ

I
ゼ
」
A

通
過
セ
ズ
、
閉
塞
腸
管
内
容
A

一
部
分
通
過
ス
ト
イ
ア
相
違
ア

y
。

ロ
E
望
。
島
内
及
ピ
葉
共
同
研
究
者
A

「
イ
レ
タ
ス
」
毒
物
ノ
成
生
－
一
A

細
菌
作
用
ノ
ミ
関
係
ジ
、
細
菌
サ
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
腸
液
ノ
分
泌
物
－
二
毒

性
ナ
ジ
ト
ア

J
J
4
7
f
z
a

及
ピ
葉
共
同
研
究
者
ノ
腸
粘
膜
ヨ
リ
毒
物
ノ
分
秘
テ
Y

、
ト
イ
へ

Y
酷
ヲ
大
ユ
攻
撃
ス
。

燕
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氏
A

南
端
閉
塞
ヲ
施
ジ
タ
十
二
指
腸
内
ニ
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
ヲ
讃
明
シ
、
杉
戸
清
重
氏
A

「
プ
ロ
ア
ォ

l
ゼ
」
類
似
ノ
毒
物
ヲ
以
－
プ

－
J
4
V
ウノ
ス
」
ノ
死
因
ノ
本
態
ト
ナ
ジ
、
巴
－
U

A

閉
塞
腸
管
内
容
内
ノ
毒
物
A

「
エ
レ
プ
シ
ン
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ノ
作
用
ヲ
受
ケ
ザ
Y
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c
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イ
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A
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明
ナ
7
、

－
一
就
ア
毛
倫
不
明
ノ
鮎
ア

y
。

余
ノ
本
研
究
ノ
目
的
A

（
二
、
念
性
腸
管
閉
寒
症
ニ
於
ア
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
－
一
毒
物
ガ
合
？
y
、
ヤ
否
ヤ
ヲ
検
ジ
ア
、
「
イ
レ
ヲ
ス
」
毒
物
吸
牧
ノ
異
相
ヲ
明

一般－一
A

開
業
腸
管
内
容
ヲ
以
ア
有
毒
物
質
ト
サ

レ
ア
居
Y
ガ
、
コ

ノ
吸
牧
経
路

－
プ
カ
ニ
ジ
、

（
二
）
、
血
液
及
ピ
腹
腔
内
湾
出
物
内
へ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ノ
移
行
ス

Y
ヤ
否
ヤ
ヲ
検
ジ
、
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（
三
）
．
細
蘭
ガ
腸
管
閉
塞
症
－
一
炉
、
－
ア
腸
瞭
一
ヲ
通
過
ス

Y

ヤ
否
ヤ
ヲ
検
シ
、
毒
物
ノ
吸
牧
ト
「
ト

y
プ
シ
ン
」
及
ピ
細
菌
ノ
吸
牧
ト
ノ
開
係
ヲ

明
－
フ
カ
エ
ス
M
Y
F

一
ア
リ
ノ
。

第
－
章
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
－
於
ケ
ル
閉
塞
腸
管
J
痩
化
Z
就
テ

（
一
）
、
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
閉
本
脇
管
ノ
解
剖
串
的
援
化
－
一
就－プ

腸
管
二
一
切
断
－
一
ヨ
山
戸
山
単
純
ナ
w
y

聞
本
ヲ
設
昨
ス
レ
バ
、
間
本
部
ヨ
リ
ノ
口
腔
側
－
一
ア

Y
腸
管
－
一
A

先
グ
反
射
的

F

一
腸
粘
膜
－
一
分
泌
作
用
高
マ

9
、
分
泌
物
A

下
方
へ
轍
迭
サ
レ
ザ
M
Y

－
一
ヨ
リ
腸
内
へ
欝
積
ス
。
従
ツ
テ
細
菌
ガ
コ
ノ
分
泌
物
内
ニ
ア
擁
ユ
接
育
シ
、
蛋
白
質
ノ
腐
敗
ト
合
水

茨
素
ノ
敵
階
ヲ
惹
起
し
V

、
コ
ノ
腐
敗
ジ
タ
腸
管
内
容
A

腸
粘
膜
ヲ
刺
戟
シ
－
プ
盆
・
々
分
泌
ア
多
カ
ラ
シ
ム
。
腸
管
内
容
ノ
容
積
ガ
増
加

ス
レ
バ
腸

管
叶
一
－
一
血
液
ノ
循
環
障
害
ヲ
来
シ
ア
、
小
ナ
w
F

静
脈
A

欝
血
シ
血
管
壁
で
露
疎
ト
ナ
リ
ノ
、
血
管
ヨ

y
多
量
ノ
液
膿
ガ
穆
出
h
v
e

ア
腸
壁
殊

－一
粘
膜

下
組
織
A

浮
腫
航
三
脚
脹
ジ
、
粘
膜
上
皮
細
胞
モ
亦
肺
阪
ス
3

静
脈
ノ
響
血
ガ
甚
シ
ク
ナ

Y
ト
赤
血
球
及
ピ
白
血
球
‘
A

血
管
外
－
一
遊
出
シ
、
小

静
脈
－
一
A

血
栓
ヲ
成
生
シ
、
勝
壁
ノ
全
層
－
一
同
形
細
胞
ガ
浸
潤
ス
内
犬
－
一
一
於
－
ア
車
純
閉
塞
ヲ
設
ケ
シ
場
合
－
一
A

殆
ン
ド
コ
レ
以
上
－
一
鑓
化
ノ
進

行
ス

Y

コ
ト
ナ
シ
、
コ
レ
ュ
反
シ
ア
腸
管
ノ
雨
端
ァ
開
業
ス
グ
場
合
－
二
腸
管
内
森
川

急
激

－
一
一
帯
長
ス
U
F

ニ
ヨ
η
ノ
腸
管
ノ
病
獲
A

更
－
一
進
ミ

ア
先
グ
粘
膜
一
一
的
・
均
ア
ツ

ク
リ
ノ
、
遂
－
一
A

腸
間
膜
ノ
附
着
部
ノ
反
劃
側
－
一
ア
w
y

腸
壁
ノ
壊
死
ト
ナ
ヲ
、
更
－
一
進
メ

バ
穿
孔
ジ
ア
穿
孔
性
腹
膜
炎

ト
ナ

y
c
機
血
ス
レ
バ
腸
管
ノ
胤
管
A

惨
出
シ
易
ク
ナ
wノ
腸
管
内
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
腹
腔
一
一
向
ツ
ア

毛
多
量
ノ
惨
出
物
ガ
穆
透
ス
。
サ
レ
ド
腹
膜
月

吸
牧
作
用
旺
盛
ナ

Y

－
一
ヨ
リ
軍
純
閉
塞
ノ
場
合
－
－
A

死
後
剖
見
ス
w
y

モ
惨
出
物
ヲ
見
Y

コ
ト
ナ

シ
、
コ
レ
ニ
反
ジ
ア
雨
端
閉
塞
ノ
場
合
－
一
A

穆

出
物
ガ
多
量
ニ
一
躍
透
ス
U
Y

ガ
故
こ
末
期
－
一
一
於
－
プ
A

腹
腔
内
ニ
湾
問
物
ヲ
見
Y
場
合
多
シ
。

合
己
、
蛋
白
質
分
解
産
物
ノ
毒
力
－
一
就
－
7

「
ィ
レ
ウ
ノ
ス
」
腸
管
内
容
内
二
ア
U
F

積
々
ノ
分
解
産
物
／
中
デ
最
モ
有
毒
ナ
Y

A

蛋
白
質
ノ
分
解
産
物
ナ
リ
ト
イ
A

U

F

。
抑
蛋
白
質
A

他
積
類

ノ
蛋
白
ナ
レ
バ
コ

V

ヲ
注
射
ス

Y
時－一
A

有
毒
－
一
作
用
ジ
ア
過
敏
痕
ヲ
起
セ
ド
モ
大
量
ヲ
要
ス
。
然
Y

－
一
業
分
解
産
物
タ

y
「
ベ
プ
ト
ン
」
ノ
如

キ
モ
f

A

幼
少
ナ
M
Y

動
物
ナ
レ
バ
健
重
一
一
昨
－
一
ツ
キ

0
・
一
乃
至

0
・
三
克
ヲ
静
脈
内
へ
注
入
ス
U
F

時－一
A

血
膜
下
降
ト
血
液
凝
固
戚
少
ト
ア



惹
起
シ
動
物
ヲ
ジ
ア
死
二
至
－
フ
シ
ム
。
「
プ
ロ
ア
オ

1
ゼ
」

A
J
3
M
E
L白
及
ピ
其
共
同
研
究
者
ニ
ヨ
レ
バ
犬
ノ
韓
重
一
研
一
ツ
キ

0
・0
－五

克
ヲ
注
入
ス

Y
ト
犬

A
死
巳
ス
。
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」

A

U乞
0
5－L
E
E
r
t〈
ユ
ヨ
レ
バ
猫
－
一
於
－
7
A
髄
重

一
野
－
一
ヅ
キ

0
・0
0
一
瓦
以
上
注

入
ス
レ
バ
血
紫
ガ
末
梢
血
管
外
－
一
出
デ
－
プ
「
シ
ヨ
ツ
ク
L
症
朕
ヲ
呈
ス
、
「
ヒ
ス
ト
ー
ン
」
一
、
ヒ
ス
チ
ヂ
ン
」
モ
亦
有
毒
ナ
レ
ド
「
モ
ノ
ア
ミ
ノ
」
酸

A

殆
ン
ド
無
毒
ナ
リ
ノ
、
要
ス

Y

ニ
蛋
白
質
ノ
高
級
分
解
産
物
ガ
有
毒
ナ

7
0

（
三
）
、
「
イ
レ
ヲ
ス
」
腸
管
内
蛋
白
質
ノ
獲
化
－
一
就
ア

「
ィ
レ
ヲ
ス
」
腸
管
内
－
一
於
－
プ
蛋
白
質
ヲ
分
解
ス
Y

A

「
ペ
プ
シ
ン
」
「
ト

9
プ
シ
ン
」
「
エ
レ
プ
シ
ン
」
及
ピ
腐
敗
菌
ナ
リ
。
「
ペ
プ
シ
ン
」
A

胃

内
及
ピ
小
腸
上
部
ュ
於
ア
ノ
ミ
作
用
ジ
、
蛋
白
質
ヲ
分
解
シ
ア
「
ア
U
F

プ

子
l
d
t
」
及
ピ
「
ペ
プ
ト
ン
」
ト
ナ
ス
。
然
シ
「
イ
レ
タ
ス
」
ノ
末
期
－
一

於
ア
「
ア
U
F

カ
リ
」
性
ノ
腸
内
容
ガ
胃
内
へ
逆
流
ス
レ
バ
「
ペ
プ
シ
ン
」
A

「
ア

Y
カ

y
」
性
液
内
ニ
ア
A

「
ト

y
プ
シ
ン
」
－
一
ヨ
リ
ア
分
解
サ
山
戸
、

毛
ノ
ナ
M
F

ニ
ヨ
リ
作
用

ス
Y

コ
ト
能
A

ズ
。
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

蛋
白
質
ヲ
分
解
シ
ア
「
ア

Y
プ
モ

1
ゼ
」
、
及
ピ
「
ペ
プ
ト
ン
」
ト
ナ
ジ
、
攻
－
一
此

等
ア
克
－
一
分
解
シ
ア
「
ア
ミ
ノ
」
酸
ト
ナ
ス
。
「
ェ
レ
プ
シ
ン
」
A

「
ア

Y
プ
モ

1
ゼ
ー
一
及
ピ
「
ペ
プ
ト
ン
」
－
一
作
用
シ
ア
「
ア
ミ
ノ
」
酸
マ

デ
分
解
ス
。

「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
及
ピ
「
エ
レ
プ
シ
ン
L

－
一
ヨ
リ
分
解
サ
レ
ア
費
生
ス

Y
「
ア
ミ
ノ
L
酸
A

全
ク
同
一
ニ
シ
－
プ
「
グ

y
コ
コ
U
F

」
、
「
ア
ラ
ニ
ン
」
、
「
ロ

イ
チ
ン
」
、
「
ア
ス
．
で
ブ
ギ
ン
」
酸
、
「
グ

Y
タ
ミ
ン
」
酸
、
「
ア
w
y

ギ
ニ
ン
」
、
「
9
ヂ
ン
」
、
「
チ
ロ
ジ
ン
L
、
「
チ

ス
チ
ン
L
、
「
ト
リ
ノ
プ
ト
フ
ァ
ン
」
、

マ

ス

チ

ヂ

ン
1
辱
ナ

9
0

蛋
白
質
ノ
腐
敗
ヲ
起
ス
細
菌
A

主
ト
シ
ア
「
プ
ロ
ア
ク
ス
」
断
、
枯
草
菌
、
大
腸
菌
ニ
ア
嫌
気
性
雨
多
シ
、
其
分
解
産
物
A

蛋
白
質
及
ピ
菌
ノ

種
類
－
一
ヨ
リ
異
9
「
ア

Y
プ
モ
！
ゼ
」
、
「
ペ
プ
ト
ン
」
、
「
グ
リ
コ
コ
U

’」
、
「
ロ
イ
チ
ン
」
、
「
チ
ロ
ジ
ン
」
、
「
ア
－
ブ
ニ
ン
」
、
「
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
」
、

「
イ
ン
ド

l
y
」
、
「
ス
カ
ト

l
y
」
、
「
硫
化
水
素
」
、
「
ア
ン
－
モ
エ
ア
」
、
「
メ

Y
カ
プ
タ
ン
」
、
「
プ
エ
ノ

l
y
」l

ク
レ
プ

l
y
」
等
ナ

y
ト
ス
。

5
5
7
5
7
2
－F
三－－

mEH
ニ
ヨ
レ
バ
腸
内
細
菌
A

蛋
白
質
ヲ
分
解
シ
ア
毒
作
用
ノ
軽
微
ナ
Y
「
イ
ン
ド
1
y
l「
フ
エ
ノ

l
y
」
ア
費
生
ス

Y

ガ
、
時
－
二
蛋
白
質
ヨ
リ
「
ア
ミ
ノ
」
基
ヲ
分
離
ス
Y

前
－
一
「
カ
M
Y

ポ
キ
シ
1
Y
L基
ヲ
分
離
ジ
ア
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
、「
テ
ラ
ミ
ン
」
ノ
如
キ
有
毒
物

質
ヲ
費
生
ス
M
Y

コ
ト
ア

y
ト

イ

フ

。

ユ

ヨ

レ

バ

或

Y
種
類
ノ
腐
敗
菌
ノ
混
合
物
ヲ
作
用
サ
ス
M

戸
時
二
限
リ
ノ
「
ヒ
ス
チ
ヂ

ン
」
ヨ
リ
ノ

〉
C
｝
州
市
コ
］
ご
己

第
五
巻

F『

原

著
‘」

牛

回

三
三
七

（
第
北
川
時
蜘

一
七
五
）



第
五
巻

F『

原

著...... 

牛

国

三
三
八

（
第
式
競

一
七
六
〉

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
ガ
費
生
ス
w
y

コ
ト
ア

9
ト
イ
フ
。
以
上
ノ
如
ク
閉
塞
腸
管
内
二
於
－
プ
A

蛋
白
質
ノ
栂
々
ノ
分
解
産
物
ガ
費
生
ス

Y

モ
閉
塞
ノ

ア
Y
部
位
、
細
菌
ノ
樺
類
等
A

「
ィ
レ
タ
ス
」
ノ
種
類
及
ピ
各
個
人
－
一

ヨ
η
ノ
ア
一
様
ナ
ラ
ズ
、
従
ツ
ア
費
生
ス

Y
蛋
白
質
ノ
分
解
産
物
モ
亦
種

々
ナ

y
ト
考
7

Y

ガ
至
嘗
ナ
ラ
ン
。
サ
レ
バ
有
毒
物
質
ノ
合
量
－
一
モ
種
々
ナ
Y
場
合
ア
リ
ノ
ト
推
察
サ
Y
3
十
二
指
腸
及
ピ
杢
腸
上
部
A

生
理
的

ユ
A

細
菌
A

存
在
セ
ザ
w
F

カ
或
A

少
数
－
一
存
在
ス
Y
ノ
ミ
、
然
v
共
高
位
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
4
7

A

多
数
ノ
細
菌
ガ

コ
ノ
中
デ
愛
育
シ
ア
蛋
白
質

ノ
腐
敗
及
ピ
合
水
茨
素
ノ
醗
醜
ヲ
起
シ
、
内
容
A

黄
色
下
痢
便
様
ト
ナ
Y
、
臭
気
モ
亦
「
イ
ン
ド

l
y
」
、
「
ス
カ
ト

l
y
」
等
ニ
ヨ
リ
糞
便
様
ト

ナ
Y
。
故
ニ
細
菌
A

生
理
的
－
一
多
数
－
一
存
在
ス

Y
廻
腸
下
部
及
ピ
大
腸
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ズ
、
十
二
指
腸
宰
腸
上
部
品
一
於
ア
モ
亦
「
イ
レ
タ
ス
」
毒
費

生
二
関
係
ア
ソ
ト
イ
フ
ペ
キ
ナ
リ
。

（
四
ゴ
「
イ
レ
ヲ
ス
」
腸
管
内
容
内
毒
物
ノ
吸
収
－
一就－プ

「
ィ
レ
タ
ス
」
ノ
死
因
ガ
果
シ
ア
中
毒
ナ
レ
バ
血
液
内
－
一
毒
物
ノ
読
明
セ
ラ
Y

ペ
キ
筈
ナ
9
0
然
Y
4
一
「
イ
レ

ヲ
ス
」
ノ
場
合
ノ
血
液
内
非
蛋

白
窒
素
、
尿
素
窒
素
、
「
ア
ミ
ノ
」
酸
、
「
ク
ロ

l
y
」
、
糠
等
－
一
閥
シ
ア
A

J
F

ぷ一
F
v
z

さ－
F

三
与
の
。
白
内
2
・y
（
4
2
h
v

｝山
口・一
一三
L
c
c
一ニロ
h
M
L
E
M
F

－－L
J
ペ
E
F－－
αu

－hニエムニ・
F
三
2
F
と
こ
（
rJJ

エ
戸↑H

a
w

－出凶口乙－－
hF－－
5

2
乙
／
ぺ
三
一
三
c
－
H
h
z
r
E
H
r
堀
江
恭
一
氏
等
ノ
研
究
ア
リ
ノ
、
＋
ノ
レ
ド
未
ダ
血
液
内
毒
物
ト
シ

ア
決
定
サ
レ
シ
モ
ノ
ナ
シ
。

杉
戸
荷
重
氏
A

腸
管
閉
本
一症

－
一
－
プ
臨
終
叉
A

コ
レ
ニ
近
キ
動
物
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
ジ
血
清
ヲ
分
離
ジ
、
J
V

ヲ
加
熱
凝
固
セ
シ
メ
ア

冷
却
し
v
、
コ
レ
ュ
ブ
p
y
プ
ジ
ン
」
製
剤
ナ
w
y

「
プ
ロ
タ
ミ
ラ

1
ゼ
」
ヲ
加
へ
「
ト

Y
ォ
1
Y
」
ヲ
加
ヘ
ア
密
栓
シ
、

三
十
八
度
ノ
解
竃
内

二
入
レ

凝
塊
ノ
全
部
崩
壊
ス

Y
頃
－
一
コ
レ
ヲ
櫨
過
シ
、
滅
液
ヲ
再
三
硫
酸
「
ア
ン
モ
ニ
タ
ム
し
デ
慮
置
シ
、
九
五

μ酒
精
デ
沈
澱
サ
セ
ア
、
関
化
白
金
溶

液
ヲ
満
加
シ
、
氏
ノ
所
謂
毒
物
ノ
片
影
タ
Y
結
晶
ヲ
護
明
ジ
得
タ

y
ト
イ
ァ
。
杉
戸
氏
A

毒
物
ノ
本
態
ニ
就
テ
記
載
ジ
居
－
フ
ザ
Y

－一

ヨ
9
2
レ

ヲ
批
判
シ
得
ザ
Y
ガ
、
氏
ノ
賞
験
方
法
－
一
於
ア
（
ご
血
清
－
一
「
プ
ロ
タ
ミ
ラ

1
ゼ
」
ア
加
へ
、
つ
ご
「
プ
ロ
タ

ミ
ラ

1
ゼ
」

A

種
々
ナ
Y
雑
菌

ヲ
合
有
ス

Y

－
一
ヨ
リ
血
清
内
へ
「
プ
ロ
タ
ミ
ラ

1
ゼ
」
ヲ
加
ア
Y
ト
同
時
－
一
一
雑
菌
ヲ
加
へ
居
レ

y
。
血
清
ヲ

「
プ
ロ
タ
ミ
ラ

l
ゼ
」
及
ピ
雑
菌
デ

分
解
ス
レ
バ
「
ア
ミ
ノ
し酸
以
外
三

i

ア
Y
プ
毛

1
ゼ
1

「
ベ
プ
ト
ン
」
等
ガ
同
時
－
一
費
生
シ
居
Y

ぺ
シ
、
郎
チ
者
一
固
め
｝
》て
｝
由
一
等
ノ
「
プ
ロ
ア
ォ

l
ゼ
」



ノ
費
生
毛
亦
可
能
ナ
9
・
故
－
－
氏
ノ
所
調
毒
物
A

人
工
的
ニ
費
生
シ
タ
モ
ノ
デ
ナ
イ
カ
ト
疑
A

ザ
Y
ヲ
得
ズ
。

F
E
O叩
国

A

念
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
躍
レ
w
y

小
児
／
血
液
内
－
一
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
様
物
質
ヲ
接
見
シ
タ
リ
ノ
ト
イ
へ
ド
原
著
ヲ
入
手
シ
得
ザ
ル
ニ
ヨ

”
ノ
詳
細
ナ
Y

コ
ト
不
明
ナ
9
0

要
ス
W
F

－
一
毒
物
ア
血
液
内
ニ
一
於
ア
確
賞
二
誼
明
セ
－
フ
レ
ジ
場
合
ナ
シ
。

銃
二
報
告
シ
b
y
y

ガ
如
ク
閉
塞
腸
管
ノ
吸
牧
機
能
A

漸
次
減
退
ス
Y

モ
ノ
ナ
内
ノ
、
従
ツ
ア
毒
物
ノ
吸
牧
毛
亦
減
退
シ
中
毒
説
A

根
接
ヲ
失
フ

ト
考
へ
Y

人
モ
ア
9
、
回
目
・

2
ロ
ロ
ロ
仏
国
2
5
H
Zロ
ノ
如
キ
コ
レ

ニ
回
燭
ス
。

A

毒
物
A

血
管
ヨ
η
ノ
吸
牧
サ
レ
ズ
シ
ア
腹
腔
内
へ
惨
出
ジ
、
腹
膜
－
一
ヨ

y
殴
牧
サ
グ
’
、
ト
設
明
ス
。

｝
山
門
・
｝
】
A

ニ
ユ｝角
Z
H
2，

第
二
章
急
性
腸
管
閉
塞
症
Z
於
ケ
ル
血
清
及
ビ
腹
腔
内
彦
出
物
ノ
毒
性
エ
就
テ

第

－

節

賓

職

方

連

〈
一
）
、
貧
験
動
物

成
熟
強
健
ナ
ル
犬
二
腸
管
閉
塞
ヲ
設
ヶ
、
ヨ
レ
ヨ
リ
種
々
ナ
ル
時
期
＝
血
液
及
ピ
腹
腔

内
穆
出
物
7
探
取
シ
タ
リ
。
毒
性
／
有
無
／
検
査
＝
ハ
「
7

ウ
ス
」
及
ビ
小
犬
ヲ
用
ヒ

F

P
。

犬
ハ
腸
管
閉
塞
ヲ
設
ク
ル
モ
依
然
ト
シ
テ
元
気
ヨ
ク
短
時
間
内
－
ニ
病
症
遂
行
シ
テ
死
亡
λ

ル
モ
ノ
ト
、
総
伴
シ
衰
弱
シ
テ
中
々
死
亡
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ア
リ
、
放
ユ
末
期
ノ
採
血
－
一
ハ

意
外
ノ
H

労
苦
7
伴
7

。

（
二
）
、
手
術
J

準
備
及
ピ
其
方
法

前
日
正
午
昌
食
物
ヲ
奥
へ
其
後
四
杷
食
セ
シ
ム
、
手
術
ノ
蛍
白
川
早
朝
曜
酸
「
モ
ル
ヒ
ネ
」

ヲ
犬
樫
重
一
庖
一
一
ツ
キ
一
瞬
／
割
合
昌
一
%
水
溶
液
ト
ナ
シ
テ
皮
下
ユ
注
射
ス
。

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
タ
ル
晶
丹
十
二
指
腸
ヲ
十
二
指
腸
空
腸
界
一
一
接
近
シ
テ
切
断

シ
、
断
端
＝
巾
着
縫
合
ヲ
施
ス
。
空
腸
及
ピ
廻
腸
ノ
長
サ
ノ
和
ハ
十
二
指
腸
／
長
サ
F

六

乃
至
十
倍
ナ
リ
。
余
ハ
十
二
指
腸
空
腸
昇
ヨ
リ
十
二
指
腸
ノ
長
サ

ノ
三
倍
ダ
ケ
未
精
部
－
一

於
テ
切
断
ユ
ヨ
リ
テ
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
ヲ
レ
ヲ
空
腸
単
純
閉
塞
ト
ナ
ス
0

2

ノ
閉
塞
部
ヨ

P
末
梢
ヲ
廻
腸
ト
見
倣
シ
、
廻
腸
ヲ
大
腸
ユ
一
接
近
シ
テ
切
断
シ
、
之
レ
Z

ヨ
F
テ
向
車
m
F

血
管
五
巻

F『

房、

著
、」

牛

悶

ル
閉
塞
ヲ
廻
腸
単
純
閉
塞
ト
ナ
ス
。

十
二
指
腸
悶
端
閉
塞
ヲ
設
ク

ル
－
一
ハ
、
十
二
指
腸
ヲ
幽
門
及
ピ
十
二
指
腸
空
腸
界
＝
接

近
シ
タ
筒
所
デ
切
断
シ
、
断
端
ヲ
閉
鎖
シ
、

空
腸
上
部
ト
胃
後
墜
ト
／
問

－7
吻
合
ヲ
設
置

ス。空
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
タ
ル
昌
ハ
、
十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
リ
十
五
纏
末
梢
－
一
於
テ
約
三
十

績
／
長
サ
ノ
空
腸
ヲ
噴
置
シ
、
輸
入
及
ピ
輸
出
端
ヲ
吻
合
ス
、
廻
腸
爾
端
閉
婆
ヲ
設
ク
ル

－
一
ハ
廻
腸
大
腸
界
ヨ

F
十
五
纏
口
腔
側
一
一
於
テ
約
一一一十
糎
ノ
長
喧

／
廻
腸
ヲ
蛾
置
シ
、
爾

端
ヲ
閉
塞
シ
、
輸
入
及
ピ
輸
出
端
ヲ
立
－
一
吻
合
ス。

雨
端
閉
塞
ヲ

設
置
ス
ル
時
＝
ハ
蹟
置
見
ル
腸
管
ハ
常
子
空
虚
ノ
モ

ノ
ヲ
用
7

0

手
術
ノ

方
式
ハ
一
般
外
科
的
手
術
ノ
知
ク
無
市
間
約
一
－
行
ヒ

シ
ハ
勿
論
ナ
リ
。
第
二
回
以
後
／
手
術

＝
ρ

強
酸
「
モ
ル

ヒ
ネ
」
ヲ
注
射
セ
ズ
、
全
身
麻
酔
－
一

ハ
「
エ
ー
テ
ル
」
ノ
ミ
ヲ
使
用
ス
。

〈
三
）
、
血
液
嫁
取
方
法

腸
管
閉
塞
症
／
際
三
右
シ
モ
腸
管
内
容
ガ
吸
収
セ
ラ
レ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
パ
、
ヨ
レ
ガ

最
モ
濃
厚
ナ
ル
状
態
－
一
於
テ
存
在
Z

ル
場
所
ハ
腸
間
膜
静
脈
血
内
ナ
リ
ト
ス
。
放
品
閉
塞

＝
一
三
九

（
借
用
式
披

一
七
七
）



第
五
島
信

F「
原

岡

著
』」

牛

部
＝
ナ
ル
ベ
ク
近
キ
所
＝
於
テ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
ス
。
若
シ

モ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
ロ
ノ

採
血
ガ
不
能
／
場
合
－
一
ハ
腹
部
大
動
脈
或
ハ
股
動
脈
ヨ
リ
採
血
ス
。
閉
築
部
ヨ
リ
末
梢
腸

管
／
血
液
＝
毒
物
ノ
有
無
ヲ
検
Z

ル
場
合
一
一
円
閉
塞
部

ヨ
リ
末
梢
－
一
ア
ル
腸
管
／
腸
間
膜

静
脈
ヨ
リ
採
血
ス
。
閉
塞
造
設
前
品
開
閉
延
部
ヨ
H
末
相
＝
ア
ル
腸
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採

血
シ
、
之
レ

プ
以
テ
鈴
照
ノ
血
液
ト
ナ
ス
。

一
回
／
採
血
盤
ハ
毒
カ
検
査
＝

マ
ウ
ス
」
7
用
7
ル
場
合
－
一
ハ

コ一

O
乃
至
四

O
施
ナ
レ

ト
、
コ
レ
ダ
ケ
採
血
シ
得
ザ
ル
場
合
モ

ア
P
キ
。
叉
小
犬
7
用
ヒ
テ
悉
カ
7
検
ス

ル
場
合

品
ハ
動
物
／
死
亡
ス
ル
マ
ヂ
探
血
シ

9
p。

〈
閤
〉
、
腹
腔
内
地
官
出
物
採
取
方
法

犬
＝
於
テ
切
叫
剛
品
ヨ
ル
皐
純
閉
塞
ヲ
腸
管
／
何
レ
ノ
部
位
＝
設
置
見
ル
モ
肉
眼
的
ユ
ハ

腹
膜
炎
ノ
液
状
ヲ
見
ズ
、
腹
腔
内
ユ
ハ
数
滴
ノ
穆
出
物
ヲ
認
ム
ル

カ
或
ハ

会
ク
存
在
セ
ズ
、

腸
管
ノ
爾
端
閉
塞
症
－
一
於
テ
ハ
腸
管
内
へ
内
容
ガ
充
満
ス
ル
ト
腸
管
ヨ

ヲ
ノ
穆
出
物
増
加

シ
、
議
＝
ハ
穿
孔
シ
テ
腹
膜
炎
ヲ
起
シ
、
腹
腔
内
品
多
量
／
穆
出
物
ヲ
見
ル
、
然
レ
北
ハ
穆

出
物
ガ
ヨ
タ
吸
牧
セ
一
フ
レ
同
時
－
一
癒
着
ヲ
生
ズ

ル

時

＝

で

腸
管
ノ
壊
死
ア
ル
モ
品
同
腹
腔

－
一
ハ
穆
出
物
／
存
在
7
認
メ
ズ
、
コ
レ
三
氏
シ
テ
腸
管
＝
血
液
循
環
障
害
ア
リ
テ
血
管
2

p
ノ
穆
向
多
盆
ナ
ル
時
e

二

、

腸
管
ヨ
り
腹
腔
－
一
－
肉
ヒ
多
量
／
穆
出
物
ガ
漏
出
シ
、
腹
膜

昌
テ
全
部
吸
牧
セ
ラ
レ
ザ
ル

＝
ヨ
り
腸
管

－一
－穿
孔
ナ
ク
ト
モ
腹
腔
三
彦
出
物
ガ
蓄
積
セ
ラ

レ。従
ツ
テ
若
シ
モ
腸
閉
塞
／
場
合
＝
於
テ
、
何
カ
ノ
方
法
＝
ヨ
リ
腹
膜
／
吸
取
ヲ
阻
止
シ

得
レ
パ
、
多
歎
／
場
合
三
疹
出
物
7
集
メ
得
ル
ナ
ラ
ン
ト
想
像
サ
ル
。
女
献
ヲ
見
ル
＝

ω
口まロ
Z
Z
2
ハ
版
腔
7
生
理
的
食
腹
水
或
ハ
酷
酸
銀
溶
液
＝
テ
洗
機
シ
、
然
ル
後
泌
総
液

f

一
部
分
ヲ
痩
留
サ
セ
、
再
開
腹
／
時
品
食
費
水
或
ハ
献
殴
銀
ト
穆
出
物
ト
ノ
混
合
物
ヲ

採
取
シ
、
コ
レ
ヲ
穆
出
物
ト
見
倣
セ
リ
、

コ
／
方
法
二
依
ル
時
昌
ハ
（
一
）
自
然
状
態
ノ

穆
出
物
ヲ
得
一フ
レ
ナ
ィ
、
〈
二
〉
洗
滋
品
ヨ
リ
腹
膜
ヲ
刺
裁
シ
テ
反
動
的
二
謬
尚
ヲ
促
シ
、

〈
＝
一
）
蹄
酸
銀
ハ
有
毒
ナ
ル
Z

ヨ
リ
、
コ
レ
デ
採
取
シ
テ
悉
カ
ヲ
検
シ
得
ズ
、
以
上
ノ
侠
動

ア
ル
ヲ
以
亡
ア
コ
ノ
方
法
ヲ
用
7

ル
ヲ
得
ズ
。
其
他
品
ハ
「
イ
レ
ウ
λ

」
ノ
場
合
二
航
機
ナ
研

三
問
。

（
第
筑
波

一
七
八
）

究
ヲ

ナ
セ
ル
文
献
ヲ
俊
見
セ
ズ
。

余
ハ
閉
塞
腸
管
ヲ
楢
メ

テ
務
キ
柔
軟
ナ
ル
「
イ
ム

’
嚢
内

へ
入
レ
テ
他
／
腸
管
ト
ノ
援
鯛

ヲ
遮
断
シ
、
同
時
一
－
閉
塞
腸
管
ノ
血
行
ヲ
障
害
セ
ザ
ル
程
度

ユ
於
テ
「
ゴ
A

」嚢
／
入
口
7

閉
鎖
ス

ル
時

品
ハ
、

腸
管
ヨ
リ
ノ
穆
出
物
ガ
「
，コ
ム
」
嚢
内
へ
集
マ

ル
ナ
ラ
ン
ト
考
へ
次
／

知
ク
庭
園
直
セ
リ
。

（
イ
）
‘
腸
律
相
単
純
閉
塞
症

－一
於
テ
ハ
閉
塞
部
ヨ
リ
口
腔
ノ
方
向
＝
ア
ル
約
三
十
続
ノ
腸
管

ヲ
U
字
形
一
一

ナ
シ
、

U
字
／
先
端
昌
一
於
テ
腸
管
ノ
側
壁
及
ピ
ヨ
レ
＝
属
ス
ル
腸
間
膜
ヲ
互

－
一
血
管
ヲ
損
傷
セ
ザ
ル
様
＝
縫
合
シ
、
次
－
二
ク
洗
機
シ
清
浄
－
一
シ
、
煮
沸
消
毒
ヲ
施
V

B
T

ル
長
サ
十
九
糎
、
幅
五
纏
ノ

、
柔
軟

－一
テ
察
易
早
川
仰
展
シ
得
ル
「
プ
ム
」蛋
〈
余
ハ
「
コ
ン

ド
ー
ム
」
ヲ
用
フ
）
内
へ
前
漣
／
庭
園
血
ヲ
施
シ
タ
U
字
形
腸
管
ヲ
全
部
入
レ
、
ソ
レ
ヨ
リ
「
ゴ

ム
」
襲
ノ
口
線
ヲ
互

＝
縫
合
シ
ダ
ル
腸
管
U
A

ピ
腸
間
膜
－
一
細
キ
糸
孟

テ
血
管
ヲ
損
傷
セ
ザ

ル
f

ゥ
＝
一
縫
合
ス
、
斯
ノ
・知
ク
シ
テ
約
三
十
糠
／
腸
管
ヲ
「
ゴ
ム
」
畿
内
へ
、
恰
モ
「
へ
ル

＝
ア
」
嚢
内
へ
腸
管
ガ
脱
出
シ
テ
入
レ
b

ガ
知
キ
状
態
－
一
ア
ラ
シ
ム
。
「
ゴ
ム
」
嚢
／
内
腔

ト
腹
腔
ト
ρ

互

之
総
合
シ

タ
腸
管
及
ピ
腸
間
膜
－
一
ヨ

F
テ
遮
断
サ
ル
ル

一一
ヨ
リ
穆
出
物
ρ

一
部
分
ハ
流
出
λ

レ
ド
大
部
分
ハ
「
ゴ
ム
」
髭
内
へ
集
マ
ル
。
閉
塞
腸
管
ガ
膨
浦
ス
ル
時
－
－

勺
ゴ
ム
」
藍
モ
亦
容
易
－
L
鎖
張
サ
ル
ル
－
一

一コ
リ
、
血
行
障
害
ヲ
起
ス
様
ナ

コ
ト
ハ

十
イ
ガ

腸
管
／
運
動
ハ
多
・
φ
隊
客
サ
ル
。
（
第
一
闘
参
照
）

（
こ
、
腸
管
雨
端
閉
塞
症
／
場
合
品
ハ
吸
置
シ
雨
端
ヲ
閉
塞
セ
ル
約
三
十
糎
ノ

長
サ
ノ
腸

管
ヲ
単
純
閉
塞
／
時
ト
同
様

－
一
「
ゴ
ム

」嚢
内
へ
入
レ

、
「
プ

ム
L

髭
／
入
ロ
ヲ
腸
間
膜
／
血

行
障
害
ヲ
起
サ
ザ
ル
程
度

ユ
縮
小
ス
、
斯
／
知
グ

ス
レ
パ
腸
管
ヨ
リ
出
9
穆
出
物
ハ
「
ゴ

ム
」
嚢
内
へ
集
マ
ル
。
（
第
二
回
参
照
）

以
上
／
慮
置
ヲ
施
シ
テ
「
イ
ム
」
誕
内
へ
二
十
凶
時
間
内
品
集
マ

ル
穆
出
物
／
量

円
五
乃

至
五

O
銘
ナ
p
。
一

般

品
開閉
塞
／
初
期
品

ハ
二

O
乃
至
三

O
銘
ノ
コ
ト
多
ク
末
期

三
氾
ヅ

ク
－
一
従
ヒ
テ
減
少
シ
テ
五
乃
至
ニ
O
姥
叉
ハ
五
幅
削
以
下
ト
ナ
ル
。

「
ザ
ム
」
高
島
内
へ
集
7

ル
穆
出
物
ノ
成
因
ハ

《
イ
マ
腸
閉
塞
／
時
－ニ
前
議
シ
タ
ル
ガ
知
ク
腐
敗
シ
タ
腸
管
内
容
ず
管
積
ス
ル

＝
ヨ
p



第

闘

腸
管
単
純
閉
塞
症
－
一
一
於
ケ
ル
穆
出
物
採
取
ノ
模
型
圏

、

／ぺ＼＼ w r 
ゴミ1 ~ ¥.. / 

嚢＼. / 

＼ Xーィンr 吟
品

＼．’拘

小
ナ
ル
静
脈
／
欝
血
ヲ
来
シ
、
一
方
ハ
腸
管
内
へ
、
他
方
ρ

腹
腔
内
へ
液
暢
ず
穆
透
ス
、

コ
ノ
腹
腔
内
へ
出
デ
シ
モ
ノ
ガ
「
ゴ
ム
」
義
内
へ
集
マ
ル
。

〈
ロ
〉
、
「
ゴ
ム
」
嚢
ヲ
縫
合
シ
B
T

ル
ガ
鴛
メ

＝
淋
巴
管
ヲ
隈
泊
シ
淋
巴
ガ
淋
巴
管
ヨ
リ
穆
透

シ
テ
「
コ
ム
L
襲
へ
集
マ
ル
。

（
ハ
〉
、
「
ゴ

ム
」
嚢
＝
ヨ
リ
腸
壁
ヲ
刺
戟
シ

テ
穆
出
ヲ
促
ス
コ

ト
モ
可
能
ナ
リ
、
放
＝
「
ゴ

ム
」
謹
＝
集
7

リ
シ
液
惚
ハ
版
腔
内
へ
穆
透
シ
タ
ル
漆
出
物
／
外
＝
淋
巴
ト
軽
度
ナ
レ
ド

モ
、
「
イ
ム
」
髭
ノ
傍
メ
ユ
腸
壁
ユ
加
ハ

P
シ
刺
戟
一
一
ヨ
リ
生
ズ

ル
穆
出
物
ト
ノ
混
令
物
ナ

レ
ド
モ
、

ヨ
レ

ヲ
分
離
ス

ル
コ

ト
不
可
能
ナ
レ
パ
、
「
ゴ
ム
」
義
内
へ
集

7
p
シ
液
健
ヲ
今

後
ハ
腹
腔
内
穆
出
物
ト
シ
テ
貧
験
見
。
十
二
指
腸
爾
端
閉
塞
ノ
場
合
一
一
ハ
多
量
／
穆
尚
物

ガ
腹
腔
内
へ
集
マ

ル
ユ
ヨ
リ
「
ゴ
ム
」
婆
ヲ
使
用
セ
ズ
シ
テ
直
チ

ユ
腹
腔
内
ノ
穆
出
物
ヲ
探

第
五
各

著

F『

原

牛

国

第

二

国

腸
管
南
端
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
穆
出
物
採
取
／
模
型
国

/¥ ＇－十ノ j
一、 ‘ 可『・・・圃圃~ t 

ヌ~ ,• 
易、‘．

を＼～ιz
オ物

取
ス
。

（
五
）
、
血
清
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
／
毒
性
検
査

血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
向
物
ヨ

q
毒
物
ヲ
分
駿
シ
、
コ
レ
ヲ
定
盆
ス
ル
コ
ト
ρ

理
想
的
ナ

レ
ド
未
ダ
通
常
／
方
法
ナ
シ
、
旦
試
験
材
料
ヲ
多
量
－
－
得
ル
ヲ
ト
不
可
能
ナ
レ
パ
、
己
ム

ヲ
得
ズ
「
マ
ウ
ス
」
及
ピ
小
犬
－
一
封
λ

ル
悉
カ
－
一

テ
毒
物
／
有
無
7
剣
定
見
ル

コ
ト
ト

ナ
シ

B
ア
凶
フ
。

（
イ
）
、
血
液
ハ
前
漣
ノ
方
法
デ
採
取
シ
、
二
乃
至
三
時
間
三
十
七
度
／
鮮
器
時
一

入
レ
、
帝
大

＝
一
夜
氷
室
内
z
貯
へ
期
耳
目
血
清
ヲ
分
線
シ

、
「
マ
ウ
ス
」
－
一

ハ
0
・五
乃
至
五
・
O
路
ヲ
腹

腔
内
へ
注
入
ス

。
小
犬

－
一
ハ
六
乃
至
一

O
O
施
ヲ
腹
腔
内
へ

注
入
ス
。

〈
ロ
）
、
版
股
内
穆
出
物
ヲ
遠
心
機
一
－
テ
沈
澱
シ
、
上
清
ヲ
採
取
シ
、
「
マ
ウ
ス
L
及
ピ
小
犬

三
四
一

〈
第
武
球

一
七
九
）



第
五
谷

F師、
原

岡

著
』d

牛

ノ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
。
「
マ
ウ
ス
」
旦
ハ

0
・
五
乃
至
五
・
O
括
ヲ
注
入
ス
、
毒
カ
ノ
強
キ
惨

一

出
物
ナ
レ
パ
夏
ユ
小
量
ヲ
注
入
ス
。
小
犬
＝
ハ
五
乃
至
四
O
姥
ヲ
腺
腔
内
へ
注
入
シ

9
9
。

一

特
別
ノ
場
合
＝
ハ
六
十
皮
－
二
時
間
加
温
シ
殺
菌
シ
タ
ル

モ
ノ
ヲ
法
入
ス
。
注
射
後
「
マ
ウ

一

ス
」
＝
テ
ハ
二
十
問
時
間
／
経
過
ヲ
観
察
シ
、
小
犬
＝
テ
ハ
七
日
間
／
経
過
ヲ
観
察
ス
。

一

士
ハ）
・
犬
品
於
ケ
ル
非
観
血
的
血
歴
測
定
法

一

槻
血
的
品
血
歴
ヲ
測
定
ス
ル
方
法
品

テ
ハ
正
確
ナ
ル
値
ハ
得
－
フ

ル
、
が
、
コ
ノ
居
川
メ
－
－
一

動
物
ヲ
長
ク
固
定
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
－
一
ヨ
リ
自
然
吠
態
／
血
歴
J

ノ
知
ル
コ
ト
不
可
能
ナ
－

p
、
余
ハ
タ

F口
E
2
1
5
4】

2
2
ノ
用
ヒ
シ
非
観
血
的
血
摩
市測
定
法
ヲ
衣
ノ
知
グ
鑓
夏
シ

一

テ
犬
二
於
ケ

ル
股
動
脈
／
血
歴
ヲ
測
定
セ

p
。

一

貧
験
方
法
所
要
器
具
〈
一
）
長
サ
八
・

O
線
、
幅
四
・五
糎
ナ
ル
強
靭
ナ
ル
「
プ
ム
」
裂
、
〈
ニ
〉

一

第
二
節

賓

験

re 
録

賞
品
楓
第
一
念
性
腸
管
単
純
閉
塞
症
昌
於
ケ
ル
血
清
／
「
マ
ウ
ス
」
一
一
封
ス
ル
毒
性

第

－

例

犬

第

宵

競

♀

九

・

O
庖

内TB
邸
周
穣
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
泊
二
十
四
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
、
腹
腔
＝
ハ
少
量
／
淡
紅
色

ノ
穆
出
物
ア

F
。
内
7

．腸
ハ

閉
塞
部
－
一
近
ヅ
タ
－
－
従
ヒ
膨
満
ス
レ
ド
、
十
二
指
腸
－
一
近
ヅ
ク

－
一
一
従
ヒ
膨
満
減
少
シ
崎
市
液
膜
一
一
ハ
鼻
、
常
ナ
シ
。
閉
塞
部
－
一
接
近
セ
ル
空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ

リ
採
血
ス
。
約
五

O
犯
7
採
血
シ
タ
ル
＝
動
物
ノ
血
即
時
甚
シ
ク
下
降
シ
、
終
＝
ハ
「
チ
ア

／
l
ぜ
」
現
ハ
レ
テ
締d

命
ス
。
剖
見
ス
ル
＝
胃
ハ
淡
黒
色
調
濁
液
－
一

テ
溺
タ
サ
レ
、
粘
膜

築
液
膜
－
一
鑓
化
ナ
シ
勺
十
二
指
腸
空
腸
ハ
中
等
度
－
一
膨
満
シ
、

淡
黒
色
泥
状
液
及
ビ
瓦
斯

＝
テ
満
9
ザ
レ
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
－
－

異
常
ナ
シ
。
廻
腸
業
他
／
臓
器
－
一
異
常
ナ
ジ
。

閉
塞
前
及
ピ
三
十
四
時
間
後
品
採
取
シ
F
ル
腸
間
膜
静
脈
血
液
ヨ

H
分
離
シ
タ
血
清
／

「
7

ウ
ス
」
孟
劉
ス
ル
毒
力
試
験
ノ
結
果
ヲ
信
用
一
表
－
一
一
京
ス
、
印
チ
血
清
－
一
毒
性
ヲ
認
メ

ス。
第
二
例
犬
第
九
十
六
時
蜘
♀
一
六
・
五
庖

拘
ヱ
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
手
術
後
元
気
ヨ
タ
水
ヲ
飲
メ
ド
モ
食
慾
ナ
シ
。
術
後
七
十
二
時

間
品
開
腹
術
ヲ
行
ハ
ン
ト
セ
シ
時
多
量
ノ
暗
緑
色
ノ
液
ヲ
慣
吐
ス
。
腹
腔
ヲ
開
タ
エ
疹
出

三
四
二

（
第
式
就

一
八

O
〉

長
サ
七
・

O
糎
、
幅
五
・

O
糎
ナ
ル
金
属
板
、

2
一〉
二
連
「
ゴ
ム
」
球
及
ピ
水
銀
「
7

ノ
メ
ー

タ
ー
」
。

血
慶
ヲ
測
定
ス
ル

＝
ハ
犬
ヲ
仰
臥
位
＝
固
定
シ
、
頭
ヲ
撫
シ
テ
安
静
ナ
ラ
シ

メ
、
次
再

右
側
股
動
脈
ノ
走
路
ヲ
絢
診
－
一
ヨ
リ
テ
縫
カ
メ
、
「
ゴ
ム
t

蜜
ヲ
右
側
鼠
援
部
－
一

テ
中
央
ヲ

股
動
脈
ガ
遜
過
ス

ル
ヤ
ウ

ユ
置
キ
、
「
イ
ム
」
嚢
ノ
上

ユ
金
属
板
ヲ
重
ネ
、
之
レ

ヲ
支
柱
ユ

回
定
λ

。
大
腿
ユ
指
先
ヲ
置
イ
テ
股
動
脈
ノ
持
動
ヲ
鰯
レ
ッ
、
「
ゴ
ム
」
嚢
2

1
宰
一集
ヲ
没

p
、

了
皮
縛
動
ノ
消
失
見
ル
瞬
間
／
「
イ
ム
」
嚢
内
ノ
歴
カ
ヲ
「
マ
ノ
メ
1
P
I
L
－－
テ
讃
ミ
、
ヨ

レ
ヲ
求
ム
ル
血
歴
ト
ナ
ス
。

血
歴
ヲ
毎
日
午
前
八
時
ヨ

p
十
時
／
間
三
測
定
シ
、
同
時
一
一
駐
門
内
ノ
健
温
及
ピ
股
動

脈
ノ
脈
縛
数
ヲ
検
ス
。

物
ヲ
認
メ
ズ
、
空
腸
ハ

軽
度

＝
膨
満
ス
、
ヨ

ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
H
採
血
月
、
絶
命
後
剖
見

λ

ル
ユ
回
同
ハ
空
慮
、
十
二
指
腸
、
空
腸
ハ
師
脱
皮
ニ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
暗
線
色
ノ
濁
濁
液
ナ

リ
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
昌

ハ
軽
度
ノ
腫
脹
ア
レ
ド
充
血
ナ
シ
。
其
他
／
臓
器
－
一
異
常
ナ

シ
。血

清
ノ
毒
性
ヲ
検
ス
ル
ユ
第
一
表
－
ご
京
ス
ガ
知
夕
、
七
十
二
時
間
後
ノ
血
清
ハ
布
毒
ナ

凶
フ
。

第
一
－
一
例
犬
第
九
十
八
時
蜘

5

丸
・
八
廷

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
術
後
水
ヲ
飲
メ
ド
モ
食
慾
サ
ク
ジ
テ
漸
次
衰
弱
ス
。

九
十
六
時

間
後
三
再
開
腹
ス
ル
ユ
晴
海
尚
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
中
等
度
＝
膨
満
シ
、
衆
液
膜
＝

ρ

抑
制
度
／

充
血
ア

p
。
空
腸
及
ピ
廻
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ

P
採
血
シ
、
叉
腹
部
大
動
脈
ヨ
リ
モ
採
血
ス
。

制
見
ス
ル
＝
田
H
ハ
貧
褐
色
悪
臭
ア
ル
内
容
＝
テ
充
満
ス
レ
ド
粘
膜
二
費
化
ナ
シ
、
品
目
1

腸
ハ

浪
黄
緑
色
調
濁
液
＝
テ
滞
9
サ
レ
、
粘
膜
ハ
著
シ
タ
充
血
シ
テ
暗
紅
色
ヲ
皐
シ
腫
脹
酒
濁

セ
リ
。
衆
液
膜
＝

ハ
異
常
ナ

シ
。
其
他
／
臓
器
＝

異
常
ナ
シ
。

血
清
ノ
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
一
表
－
一
示
ス
、
毒
性
ヲ
詮
明
ス
ル
能
ハ
ズ
。



賓験第一

腸管単純閉塞症＝於ケノレ血法／ Lマウス寸＝重苦スル毒性（英一）

表中（生）ノ、元気ヨタ生存，（病）ハ元気衰へ＂ ）レモハ（死）ハ死亡

表第

Lマウス可
積重 腸管閉塞 クリシヨ Lマウス「

血 t量清一十四Ii時I 犬番波
性 ／部位探血部位リ採血マ怪童 注皇 間後

ヂノ時間 命

10.5支 4.0銘 生

腸空間腸膜
10.2 3.0 生

閉塞前 9.5 2.0 生
静脈 9.5 1.0 生

9.5 0.5 生第一例 9.0庖
空腸 一第100披 ♀ 12.5 4.0 生

10.5 3.0 生

同上 24時間 10.0 2.0 生
9.5 1.0 生
9.0 0.5 生

一 一
11.5 4.0 生， 
11.3 3.0 生

腸空間腸膜 閉塞前 11.2 2.0 生
静脈

10.8 1.0 生

10.2 0.5 生第二例 16.5砥
空腸

第96競 ♀ 
12.7 4.0 死

12.2 3.0 死

向上 72時間 11.7 2.0 生

10.7 1.0 生

10.2 0.5 生

一
空腸 12.0 2.0 生
静腸間膜脈

96時間
11.0 0.4 生

一
13.0 3.0 生

静腸廻間脈腸膜 96時間
12.2 2.0 生

第三例 !l.8庖
1.0 生空腸 12.0 

第98披 色 11.0 0.5 生

一 一
12.2 3.0 生

腹大動部脈 96時間 12.0 2.0 生

11.3 1.0 生

第

四

例

犬

第

百

十

八

波

8

一
＝
一
・
五
庖

一

空
腸
間
半
純
閉
塞
設
置
、
術
後
第
三
日
ヨ

P
黄
線
色
ノ
液
ヲ
植
吐
ス
、
第
五
日
＝

ρ
俄
伴

一

シ
歩
行
時
－

z
m蹴
ス
。
開
腹
ス
ル
ニ
腹
腔
－
一
ハ
殆
ン
ド
穆
出
物
ナ
シ
、
十
二
指
腸
ト

8
．腸

一

ハ
著
シ
ク
膨
品
開
ス
レ
ド
殺
液
膜
ハ
掛
相
暗
紅
色
ヲ
曇
ス
ル
ノ
ミ
。
空
腸
末
端
及
ピ
廻
腸
ノ
閉

一

塞
部
＝
接
近
シ
タ
部
分
＝
ア
ル
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
、
後
英
部
品
於
テ
十
五
積
／
腸

一

管
ヲ
切
除
シ
テ
断
端
ヲ
閉
塞
ス
。
切
除
シ
n
ネ
ヱ
腸
ハ
線
黒
色
舎
利
別
状
液
＝
テ
満
9
サ
レ

一

粘
膜
ハ
暗
紅
色
＝
テ
腫
脹
見
、
業
液
膜
Z

ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
ル
ノ
ミ
。
廻
腸

－一

ハ
殆
ン
ド

獲
化
ナ
ク
空
慮
ナ
リ
。

第
六
日
品
川
多
量

＝
曜
吐
シ
樵
体
ス
。
第
七
日
－
一
ハ
俄
伴
衰
弱
甚
シ

夕
、

附
蹴
ト
シ
テ

自
ラ
歩
行
λ

ル
能
ハ
ズ
。
直
チ
品
開
腹
λ

ル
ユ
腹
腔
品
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
祭
腸
ρ
著
シ
タ

膨
満
ス
、
空
腸
廻
腸
ノ
腸
間
膜
静
脈
及
ピ
腹
部
大
動
脈
ヨ

P
採
血
シ
、
直
ナ

＝
剖
検
ス
ル

＝
胃
ユ
ハ
級
黒
色
／
潤
濁
液
ア
レ
ド
粘
膜
＝
ハ
描
密
化
ナ
シ
。
十
二
指
腸
、

空
腸
ハ
瓦
斯
及

第
五
巻

v園、
原

三
四
三

一
八

一
）

（
第
武
時
現

著
』4

牛

問



第
五
島
信

F『

原

善、4

牛

問

ピ
線
黒
色
潤
濁
液
－
－
eT
箸
シ
ク
膨
祉
問
シ
、
衆
液
膜
品
ハ
幌
度
F

充
血
ア
リ
、
粘
膜
ハ
腫
脹

ν
、
中
等
皮
／
充
血
ア

F
テ
暗
紅
色
ヲ
曇

z
o
英
他
／
臓
器
－
一
ハ
異
常
ナ
シ
。

血
清
ノ
悉
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
二
表
－
二
小
ス
、
血
清
閑
・

O
姥
ヲ
注
入
Z

ル
モ
毒
物
／
存

在
ヲ
睡眠
明
ス
ル
能
ハ
ズ
。

第
五
例
犬
第
百
十
九
時
抗
♀
一
五
・

O
冠

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
術
後
第
凶
日
早
朝
秘
体
衰
弱
甚
シ
ク
横
臥
シ
立
ツ
能
ハ
ズ
、
開

賓験第一表第

勝管単純閉家症＝於ケル血清／ L 7 ウス可＝笥スル毒性（其コ）

｜ ｜ ；閉塞ヲツ｜ ｜ ｜ ウス1
稔重｜腸管閉塞l採血部位｜ク リシヨILマウスイ血清 ｜三hセ｜

性 ｜ノ部位｜ ｜リ採血マ総 重！詮射量 i間後ノi劃
一 一千一一一」 ー」ー← 」主.！.＿＿性！埋L ！ ｜命 ｜ 

犬番披

生

生

生

生

生

4.0品Z

I円

2.0 

1.0 

0.5 

14.5叉

12.2 

11.0 

11.0 

10.0 

品a
腸
膜
脈

問
空
腸
静

凶
凶

（
第
球
続

一
八
二
〉

腹
ス
ル
ヱ
腹
膜
－
ニ
穆
出
物
ナ
シ
、
採
血
中
死
亡
シ
少
量
採
血
シ
得
9
ル
／
ミ
。
剖
見
ス
ル

－
一
回
円
＝
ハ
黄
褐
色
調
濁
液
少
量
存
在
ス
ル
ヲ
見
ル
、
粘
膜
－
一
強
化
ナ
シ
、
指
エ腸
ハ
著
シ
タ

膨
浦
シ
内
容
ハ
黄
褐
色
調
濁
液
＝
テ
多
量
－
一
存
在
シ
、
粘
膜
＝

ρ

閉
塞
部
三
泡
ヅ
ク
エ
従

ヒ
充
血
甚
シ
ク
腫
脹
潤
濁
モ
亦
増
加
ス
、
衆
液
膜
－
一ハ
軽
度
／
充
血
ア

ル
ノ
ミ
、
業
他
／

臓
器
－
一
ハ
異
常
ナ
シ
。

血
清
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
二
表
－
二
小
ス
、

毒
物
ヲ
設
明
セ
ズ
。

生

生

生

生

生

一

生

；

生

生

－
Aリ

A
V
A
υ
A
U
P
D

一
a宝

り
け

0

6

τ

A

A
り

一
F
D
Aリ

A
V
FU

P
U

－
，
D

d
宝

2

0

0

15.5 

13.5 

rn.o 
12.5 

9.5 

5日
廻腸
腸間膜
静脈

空腸
腸間膜
静脈

13.5庖第四例

7日腸空

一一一一一1s.o I 4.o I 生

13.o I 3.o I 生

12.0 I 2 o I 生

11.5 I LO I 生

10.0 I 0.5 I 生

7日
廻腸
腸間膜
静脈

0 第118波

一

一
一

一

一

u
一

王川一
一
竺

リ

一

部
側
｜

｜
｜

融

一

間

一

←一一一｜ー十一一「一一一｜一一一’一一一

10.5 I l.O 

10.0 I 0.5 

生

生

生

生

生

7 日

生

生

2.0 

15.0庖第五例
空

3.0 ] l.8 
♀ #ltll9絞

生

生2.0 11.2 
4日腹部

大動脈



第
－
比
例
犬
第
一
白
六
十
時
勘
平
丸
・
七
庖

一

十
二
指
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
術
後
元
気
ヨ
タ
水
ヲ
欽
ム
ガ
食
慾
不
一
良
、
九
十
六
時
間
後

一

＝
開
腹
ス
ル
品
腹
腔
－
一
戸
地
嘗
出
物
ナ
シ
、
十
二
指
腸
ハ
中
等
皮

－一
膨
漏
シ
、
粘
膜
こ
畷
度

一

／
充
血
ア

p
、
降
十
二
指
腸
静
脈
、
空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
中
＝
死
亡
ス
。
剖
見
ス

一

ル
＝
胃
ハ
著
シ
タ
膨
漏
シ
、
内
容
ハ
遮
緑
色
調
濁
水
機
液
晶
シ
テ
多
量
ユ
ア

p
、
粘
膜
ハ
灰

一

寅験第一表第

｜哨州知正ウ五｜監幅五
腸管単純閉塞症＝於ケル血清ノ Lマウス『＝封スル毒性（其三）

♀ 

第六例

第16（喰

犬悉競

第
五
拳

F『

原

著
』.. 

関

牛

白
色
ユ
テ
鰹
皮
－
二
調
濁
λ

。
十
二
指
腸
ρ

主
ト
シ
テ
ヌ
新
＝
テ
膨
満
シ
、
内
容
戸
線
黒
色

泥
紋
ユ
テ
一
－
一
叉
存
在
見

ル
ノ
ミ
、
衆
液
膜
＝

異
常
ナ
夕
、
粘
膜
－
－
軽
度
ノ
充
血
ア

p
。

小
腸
ハ
牧
縮
シ
、
内
容
ハ
黄
色
乃
至
褐
色
泥
状
物
品
シ
テ
・
少
量
ナ

H
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜

－
一
一
礎
化
ナ
夕
、
其
他
／
臓
器
＝
モ
異
常
ナ
シ
。

血
清
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
三
表
品
示
見

、
九
十
六
時
間
後
味
取
血
清
ハ
精
有
毒
ナ

F

ト
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ラ

ン
カ
。

第

七

例

犬

第

百

六

十

五
球

8

一
コ
了
大
厄

十
二
指
腸
単
純
閉
築
設
置
、

術
後
百
十
九

時
間
後
＝
開
腹
ス
ル
て
十
二
指
腸
－
一
一
縫
合

シ
誼
キ
シ
「
ゴ
ム

・部
品
内
品
ハ
淡
黄
色
ノ
粉
酒

濁
セ
ル
穆
偽
物
ア
レ
ド
其
量

二
・
O
M陥
＝
一
地

ギ
ズ、

十
二
指
腸
ハ
中
等
皮

＝
膨
品
開
見
、
採

血
中
死
亡
見
。
剖
見
見
ル

－－
胃

ハ
著
シ
ク
膨

潟
三
内
容
ハ
暗
黄
線
色
ノ
調
濁
液
＝
シ
テ

多
量

＝
ア
明
、
時
鵡
液
膜

－一ハ踏襲
化
ナ
ケ
レ
共

粘
膜
品
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
。
十
二
指
腸
ハ

殆
ン
ド
空
虚
一
一
テ
内
容
ハ
甚
ダ
小
量
－
－
シ
テ

黄
級
色
泥
状
物
ナ
リ
、
衆
液
膜

－一
ハ
殆
ン
ド

袋
化
ナ
夕
、
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
暗
紅
色
ナ
リ
。

其
他
／
臓
器
一
一
異
常
ナ
シ
。

血
清
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
三
表
＝
示

ス
、
血
清
二
毒
物
ヲ
詮
明
セ
ズ
。

生3.5 

第七例

巴第165盟主

三
四
h

（
第
式
競

一
八
＝
一）



第
五
巻

F『

原

著
u 

牛

悶

念
性
腸
峠
｛
昌
車
純
開
寒
症
一
一
於
ケ
ル
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
「
マ
ウ
見
」
品
費
ス
ル
毒

性

第

－

例

犬

第

六

十

五

鋭

S

一
0
・
0
商品

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
イ
ム
」
嚢
－
一
－
a
p穆
尚
物
ヲ
採
取
ス
。

術
後
二
十
凶
時
間
品
開
腹
λ

I

N

－
－
、
腹
腔
内
ユ
ハ
小
Y

盆
ノ
淡
紅
色
／
穆
出
物
ア
ル
／
ミ

ナ
レ
ド
、
閉
塞
腸
管
ヲ
入
レ
タ
ル
「
ゴ
ム
L
嚢
内
＝

ρ

淡
紅
色
／
少
シ
ク
潤
濁
セ
ル
穆
出
物

一
八
銘
ア

9
0
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
＝
膨
漏
シ
、
衆
液
膜
－
一
軽
皮
／
充
血
ア
リ
。
四
十
八

時
間
後
開
腹
シ
担
ル
て
腹
腔
＝
穆
出
物
ナ
夕
、
「
ゴ
品
」
嚢
内
一
三
淡
紅
色
ノ
僅
カ
ヱ
潤
濁

セ
ル
穆
出
物
八
・

O
鈍
ア
リ
、
手
術
中
品
絶
命
λ

。
剖
凡
ス
ル

z
i空
腸
ハ
著
シ
タ
膨
満
シ
、

内
容
ハ
筑
褐
色
泥
状
ナ
リ
、
衆
液
成
＝
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
、
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
、
程
度
ユ

充
血
見
。
英
他
＝
異
常
ナ
シ
。

穆
出
物
ヲ
六
十
皮
一
二
時
間
加
熱
滅
菌
シ
毒
性
ヲ
検
シ
其
結
果
ヲ
第
四
表
三
京
ス
、
現
場

性
ヲ
設
明
ス
ル
能
ハ
ズ
。

第

二

例

犬

第

六

十

三

波

S

九
・
五
延

空
腸
単
純
閉
塞
設
佳
、
「
ゴ
ム
」
滋
－
一
テ
惨
出
物
採
取
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
昌
ハ
少
量
ノ
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
、
－
s

f

A

L

嚢
内
＝
ハ

淡
紅
色
ノ
僅
カ
一
二
鋼
、
濁
セ
ル
漆
出
物
二

O
姥
ア
リ
、
空
勝
川
中
等
皮
ユ
膨
満
シ
、
衆
液
膜

一
一
一
程
度
ノ
充
血
ア

p
。

九
十
三
時
間
後
－
ニ
著
シ
ク
樵
伴
シ
、
九
十
四
時
間
後
絶
命
。
制
見
ス
ル
－
一
腹
腔
内
及

ピ
「
ゴ
ム
」畿
内
＝
ハ
少
盆
／
穆
白
山
物
ア
ル
ノ
ミ
。
空
腸
ρ

著
シ
ク
膨
減
シ
、
内
容
ハ
暗
褐

色
調
濁
液
ナ
日
、
衆
液
膜
－
－
ハ
軽
皮
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
－
一
モ
極
度
ノ
充
血
ア
リ
テ
腫
脹

λ

。
腎
ハ
暗
賞
祖
間
色
／
潤
濁
滋
－
－
テ
満
タ
サ
ル
。
其
他
ノ
臓
器
＝
異
常
ナ
シ
。

抽
陸
自
物
ヲ
六
十
度
＝
一
時
間
加
温
殺
菌
ン
テ
毒
性
ヲ
検
セ
昔
、
其
結
果
ハ
第
四
表

zdm

ス
ガ
知
ク
毒
物
ヲ
詮
明
シ
得
9
p
。

第

三

例

犬

第

六

十

六

競

♀

八

・

五

延

廻
腸
単
純
閉
塞
設
置
．
「
ゴ
ム
」
襲
＝
テ
穆
出
物
採
取
。

貨
験
第
二

一
四
六

〈
第
式
競

一
八
四
）

二
十
四
時
間
後
開
腹
ス
ル
z

、
腹
腔
内
品
ハ
少
量
／
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
。
「
ゴ
占
」
猛
内

昌
ハ
淡
紅
色
／
僅
カ
ヱ
調
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
、
英
量
ハ
四
五
括
。
廻
腸
ハ
摂
度

－一
膨
滅

シ
、
紫
波
膜
＝
ハ
殆
ン
ド
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

附
十
二
時
間
後
死
亡
豆
、
剖
見
ス
ル
品
腹
腔
品

ρ

穆
出
物
ナ
シ
、
「
ゴ
ム
」
嚢
内

ユ
ハ
淡

黄
褐
色
ノ
鴻
宮
山
山
物
一
一
耗
ア
リ
、
廻
腸
殊
ユ
閉
塞
部
／
附
近
ノ
モ
ノ
ハ
著
シ
今
膨
満
λ

、

内
容
ハ
黄
色
／
潤
濁
液
ナ
リ
、
時
市
滋
膜
＝
ハ
程
度
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
一
一

ρ

閉
塞
部
三
氾

ヅ
タ

－
一
従
ヒ
充
血
甚
シ
。
胃

＝
ハ
暗
黄
褐
色
／
酒
、樹
液
ア

p
。
英
他
＝
一
異
常
ナ
シ。

湧
出
物
ヲ
六
十
皮

－二
時
間
加
熱
殺
菌
シ
担
ル
後
、
毒
性
ヲ
検
ス
、
其
結
果
ハ
第
四
表

三
一
山
ス
ガ
知
ク
毒
性
ヲ
詮
明
ス
ル
能
ハ
ズ
。

第

四

例

犬

第

六

十

四

貌

♀

八

・

O
延

廻
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
イ
ム
嚢
－
－
テ
穆
山
刷
物
採
取
。

術
後
六
十
七
時
間
品

開
腹
手
術
中
絶
命
。
制
見
ス
ル

ユ
腹
腔
－
一

ρ
穆
出
物
ナ
シ
、
「
ゴ

ム
」
畿
内
＝
ハ
淡
黄
褐
色
／
僅
カ
こ
澗
濁
セ
ル
穆
出
物
一
八
姥
ア
リ
、
小
脇
ρ

何
レ
モ
中

等
皮
＝
膨
品
開
シ
居
レ
．
ド
祭
滋
膜
ユ
ハ
殆
ン
ド
措
営
化
ナ
夕
、
粘
膜
－
－
モ
甚
ダ
軽
度
／
充
血
ア

ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
腫
脹
潤
濁
ハ
殆
ン
ド
存
在
セ
ズ
。
胃
ハ
膨
満
シ
、
賞
褐
色
ノ
酒
濁
液
晶
テ

満
タ
サ
ル
。
其
他
ノ
臓
器

－一
円
一
異
常
ナ
シ
。

穆
出
物
ヲ
六
十
皮
昌
一
時
間
加
熱
シ
、
毒
性
ヲ
検
シ
担
ル
結
果
ヲ
第
四
表
－
一

一京
兄
、
毒

物
ヲ
説
明
シ
得
。

貧
験
第
三

勝
管
皐
純
閉
塞
症
＝
於
ケ
ル
血
清
及
ビ
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
毒
カ
比
較

第
－
例
犬
第
九
十
一
波
♀
一
一
一
一
・

O
庖

空
腸
単
純
朗
築
設
道
、
「
ゴ
ム
」
嚢
＝
テ
穆
出
物
探
取
。

術
後
食
慾
殆
ン
ド
無
ク
唯
水
7
飲
ム
ノ

ミ
。
七
十
二
時
制
後
昌
ハ
可
ナ
P
機
体
ス
。

開
腹
λ

ル
＝
腹
腔
内
品
川
殆
ン
ド
穆
出
物
ナ

v
、
空
腸
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
、
「
イ
ム
」
嚢
内

＝
ハ
淡
貧
色
／
棺
潤
濁
セ
ル
品
開
出
物
五

O
髭
ア
リ
。
空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ

p
探
血
シ

9
ル

－
一
数
時
間
後
死
亡
ス
。
剖
見
λ

ル
－
一
回
肖
ハ
暗
褐
色
／
酒
、
濁
液
－
－
テ
充
np
サ
ル
。
十
二
指
腸

及
ピ
空
腸
ハ
箸
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
褐
黒
色
／
潤
淘
液
ナ

F
、
幡
市
液
膜
－
－
A

軽
度
ノ
充



貧験第二

腸管単純閉塞症＝於ケ 2レ腹腔内診尚物ヘマウス，＝撃すスノレ毒性

(60°C，一時間加熱滅菌）

表四第

犬番f虎 鰻重腸守塞シヨ隷時間農内正ウス，；且信 二十ヲ皇性／位制 マ｜重 間後
デノ 命

12.5J;( 5.0銘 生

11.0 4.0 生
第ー例 10.0庖

空腸 24時間 10.5 3.0 生
第65銃 0 

10.0 2.0 生

10.0 1.0 生

一 一
11.0 3.0 生

同上 同上 同上 48時間 10.0 2.0 生

10.0 1.0 生

14.0 5.0 死

13.2 4.0 死
第二例 9.5託

空腸 72時間 12.7 3.0 生
第63盟主 0 

12.2 2.0 生

-I 
12.2 1.0 生

15.2 5.0 病

15.2 4.0 生
第三例 8.5廷

廻腸 24時間 13.0 3.0 生
第66競 ♀ 

生13.0 2.0 

11.0 l.O 生

一 一
15.2 5.0 死

死15.2 4.0 
第四例 8.0冠

67時間 15.0 3.0 死
第64~ ♀ 

死11.0 2.0 

11.0 1.0 生

血
ア

ル
／
ミ
ナ
レ
ド
、
粘
膜
昌

ハ
高
度
ノ
充
血
及
ピ
組
版
ア

P
テ
、
赤
黒
色
ナ
リ
。
其
他

ノ
臓
器
＝
異
常
ナ
シ
。

血
清
及
ピ
穆
出
物
／
毒
性
検
査
ノ
精
査
ヲ
第
五
表
－
一
一
市
ス
。
七
十
二
時
間
後
採
取
シ
タ

血
清
孟
ハ
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム

レ
ド
、
同
時
品
採
取
シ
タ
穆
出
物
－
一
ハ
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認

メ
ズ
。

第

二

例

犬

第

九

十

戒

♀

一

一

・

五

延

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
ゴ
ム
」
義
昌
テ
穆
出
物
採
取
。

二
十
凶
時
間
後
開
腹
手
術
中
品
絶
命
ス
。
版
腔

－一

ハ
小
／
故
ノ
穆
出
物
ア

P
9
レ
ド
約
五
・

O
施
ヲ
採
取
シ
得
タ
ル
ノ
ミ
。
「
ゴ
占
」
都
島
内

品
ハ
淡
紅
色
ノ
柑
酒
、
調
セ
ル
穆
出
物
四
五
施

ア
リ
。
舟
エ
腸
ρ

主
ト
シ

テ
瓦
斯
－
一
テ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
暗
紅
褐
色
泥
状
＝
シ
テ
・少
量
ナ

p
、

殺
液
膜
＝

ρ
軽
度
ノ
充
血
ア
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ド
、
粘
膜
ユ
ハ
高
度
ノ
充
血
腫
脹
ア

p
。
十
二

指
腸
／
内
容
ハ
策
褐
色
ノ
溜
濁
液
一
一
テ
、
粘
膜
－
一
充
血
ナ
シ
。
胃
ノ
内
容
毛
十
二
指
腸
ノ

内
容
ト
同
様
ナ

p
。
其
他
－
一
異
常
ナ
シ
。

血
清
及
穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
五
表
－
一
示
ス
、
何
レ
ユ
モ
毒
物
ヲ
設
明
セ
ズ
。

第
五
巻

F園、
原

回

箸

牛

〈
第
戒
競

三
四
七

一
八
五
）



寅験第三表豆第

第
五
島
哲

F『

原

華、」

岡

三
四
八

（
第
武
裁

一
八
六
〉

牛

腸管単純閉塞症＝於ケル血清及ピ腹腔内穆出物ノ努力比稜（英一〉

~；~＝ ·:i~lc 障問マウス腸管昔閉日塞試験物ノ シヨ P試惣しマウ見守 二十四時
ノ 位l種 類 物ノ探時血間マi 重 間命後ノi![

11.5叉 3.0粍 生

10.2 2.0 生

膜血空腸静腸脈間清 閉~前 9.5 1.5 生

9.5 1.0 生

9.2 0.5 生

11.2 3.0 死

第一例 13.0延
10.0 2.0 死

空腸 同上 72時間 9.7 1.5 生

第91競 ♀ 9.5 1.0 生

9.~ 0.5 生

10.0 3.0 生

9.5 2.0 生

政草委腔出 物内 72時間 9.5 1.5 生

9.5 1.0 生

9.5 0.5 生

膜空腸静腸脈間
15.0 2.0 生

24時間
血 清 14.0 1.0 生

18.0 6.0 生

空 腸 18.0 5.0 生
第90器官 ♀ 

i穆腹腔出物内 24時間 18.0 4.0 生

17.0 3.0 生

17.0 2.0 生

第

三

例

犬

第

七

十

時

蜘

七

・

八

庖

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
プ

ム
」
蛋
－－
テ
穆
出
物
採
取
。

術
後
二
十
凶
時
間
ニ
開
腹
ス
ル
て
腹
腔
＝
ハ
地
陸
自
物
』
’
シ
。
「
ゴ
ム
」
豪
内
－
一
ハ
淡
黄

色
／
粉
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
一
五
姥
ア

p
。
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
て
ヨ
ノ
血
管
／
分
校

セ
ル
部
分
／
腸
管
ヲ
切
除
シ
、
閉
塞
ヲ
設
ヶ
、
再
ピ
「
ゴ
ム
L

嚢
ヲ
以
前
／
知
ク
縫
令
λ

、

切
除
ジ

9
腸
管
ノ
内
容
ρ

淡
黄
色
／
潤
濁
液
ナ

p
、
粘
膜
ハ
充
血
ス
。

第
一
回
手
術
後
四
十
八
時
間
＝
腹
腔
ヲ
開
ク
ニ
惨
出
物
ナ
シ
、
「
ぜ
ム

」嚢
内
＝
モ
甚
ダ

・少
量
ノ
惨
出
物
ア

ル
ノ
ミ
、
動
物
ハ
手
術
中
品
絶
命
ス
。
剖
見
ス
ル
＝
ー
空
腸

ハ
軽
度
－
一
膨

満
シ
、
内
容
ハ
賀
補
色
泥
欣
一
一
シ
テ
A
Y
盆
ナ
日
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
品
ハ

軽
度
ノ
充
血
ア

ル
ノ
ミ
。
胃
－
－
ハ
黄
褐
色
潤
濁
液
ア
リ
、
粘
膜

－一
軽
皮
／
趨
脹
ア
リ
。
其
他
／
臓
器
墨
田
英

常
ナ
シ
。

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
六
表

＝
示
ス
、
血
清
ハ
掛
明
有
毒
ト
思
ハ
ル

0 



、
モ
、
穆
出
物
＝
毒
性
ナ
シ
。

第
四
例
犬
第
九
十
九
時
碗
♀
八
・
八
庖

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
プ
ム
」
嚢
品

テ
穆
出
物
探
取
。

術
後
二
十
四
時
間
＝
開
腹
ス
ル
－
一
、
腹
腔
ユ
ハ
穆
出
物
少
量
。
「
イ
ム
」
嚢
内
ユ
ハ
一
一

括
ノ
穆
出
物
ア
リ
、
其
色
ハ
淡
黄
色
昌
テ
僅
カ
一
二
梱
濁
ス
。
空
腸
ハ
膨
満
シ
タ
レ
ド
、
衆

液
膜
品
目
礎
化
ナ
シ
。
腸
間
膜
静
脈
ヲ
明
採
血
シ
、
該
部
ノ
腸
管
ヲ
一
部
分
切
除
シ
、
以
前

貸験第三音量－・．，、第

ノ
知
ク
「
イ
ム
」
嚢
ヲ
用
ヒ
テ
穆
出
物
ヲ
探
取
ス
。
第
一
回
手
術
後
四
十
五
時
間
品
テ
絶
命

ス
、
剖
見
ス
ル
二
腹
腔
－
一
ハ
タ
量
／
淡
紅
色
ノ
穆
出
物
ア
リ
、
「
ず
ム
」
嚢
内
ニ
ハ
ニ
・

O
括

ノ
同
様
／
穆
出
物
ア
リ
。
空
腸
ハ
膨
漏
シ
、
内
容
ハ
帥
旅
田
一
色
沼
状
＝
シ
テ
少
量
。
衆
液
膜

及
ピ
粘
膜
＝
ハ
務
度
／
充
血
ア

p
o
胃
＝
ハ
級
黒
色
／
潤
濁
液
ア

p
。
其
他
品
異
状
ナ
シ
。

血
清
及
ピ
穆
出
物
r
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
六
表

－
一
示
ス
、
爾
者
共
z
・少
量
ノ
悉
物
ア

ル
ガ
知
キ
モ
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。

第
五
倒

犬

第
九
十
七
時
蜘
♀
一
ニ
・

O
延

空
脇
町
翠
純
閉
塞
設
置
。

術
後
七
十
二
時
間
＝
多
量
ノ
暗
線
黒
色
ノ
淘
濁
液
ヲ
幅
吐
ス
。
直
チ
一
品
開

腹
ス
ル
ュ
、
腹
腔
－
－
ハ
惨
出
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ、

十
二
指
腸

モ
亦
程
度
－
一
膨
満
ス
、
空
腸
ノ
衆
液
成
ハ
青
味
ヲ
楼
ピ
シ
淡
紅
色
ナ
リ
。
腸

間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
、
該
部
ノ
腸
管
ヲ
切
除
シ
百
件
ピ
「
イ
ム
」
嚢
ヲ
用
ヒ
テ

湧
出
物
ヲ
採
取
ス
。
切
除
シ

9
腸
管
ノ
内
容
ハ
級
黒
色
／
潤
濁
液
－
一

テ
、
粘

膜
ハ
腫
脹
ス
ル

ノ
ミ
ヂ
殆
ン
ド
充
血
ナ
シ
。

九
十
六
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
＝
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
「
プ
ム
」
婆
内
ユ
ハ

＝一・

O
括
淡
黄
色
ノ
粉
酒
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
り
、
空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ
り
採
血

後
十
分
間

－一
－7
死
亡
ス
。

制
見
λ

ル
＝
胃
ハ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
暗
線
色
ノ
濁
、
濁
液
ナ
リ
。
十
二
指
腸

及
ピ
空
腸
モ
亦
甚
シ
タ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
暗
級
色
／
酒
、
渇
液
ナ
リ
、
粘
膜
ハ
著

シ
ク
充
血
シ
テ
腫
脹
シ
暗
紅
色
ナ
p
、
紫
液
膜
－
一
品
、
亦
紺
著
明
＝
充
血
ス
。

英
他
ノ
臓
器
－
一
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
七
表
土
木
ス
。
七
十
二
時
間

後
採
取
シ
タ
血
清
及
ピ
九
十
六
時
間
後
採
取
シ
タ
血
清
ユ
モ
、
穆
出
物
ユ
モ
。

明
ラ

カ
－
一
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム

。

腸管単純閉塞症＝於ケJレ血清及ピ腹股内穆尚物／毒カ比較（英二）

I Flt＇＇クI I I… 腸管部閉塞試験物ノリシヨリ試健しアウス寸｜｜試験物二十四／蓮時
ノ 位 種 類｜験物採時取マ1 重注射量間後

デノ間 命

13.4叉 4.0耗！ 死

膜空腸静腸脈間
13.4 3.0 死

24時間 13.0 2.0 生
血 清 12.7 1.0 生

第三例 7.8延 11.2 0.5 生
空腸

第70競 0 16.5 5.0 I 生

15.0 4.0 生

参腹腔尚物内 24時間 14.5 3.0 生

14.2 2.0 生

11.4 1.0 生

I 13.7 4.0 病

空膜腸静腸間
11.7 3.0 生

24時間 11.5 生

第四例 8.8延
血 脈清

10.0 1.0 生
空腸 ， 8.0 0.5 生

第9！）~皮 ♀ 一
12.5 4.0 病

腹穆腔出物内 24時間 11.7 3.0 病

11.4 2.0 生

第
五
巻

F『

原

国

著
i.....; 

牛

三
四
九

（
第
式
競

一
八
七
）



貧験第三表セ• 
第
五
念

F「

原

同

著
‘d 

牛

三
五

O

（
第
気
鋭

一
八
八
）

腸管単純閉塞症＝於ケル血清及ピ腹腔内穆出物ノ響力比較（英二）

犬番戒困 I惚性重 九~~i~~ 霊車問マウス
腸管閉塞試験 習試Lマウス可 二十四時
ノ昔Rf立種 取マ骨量霊 間後ノ~

問命

生

11.0 3.0 生
空宇腸静腸間
膜 RJ~ 閉塞前 11 .0 2.0 生
血 t符 10.5 1.0 生

10.2 0".5 生
一一一一一

12.7 4.0 死

膜空腸静腸間脈
11.0 3.0 死

第五例 12.0庖 72時間 11.0 2.0 生

空腸 Jfil 清 10.5 1.0 生
第97lJ!t ♀ 10.3 0.5 生

13.0 4.0 死

1:1.0 3.0 死
空膜腸静腸間

96時間 11.0 2.0 死
血 脈清

10.8 1.0 生

10.2 0.5 生

腹穆 腔内 96時間 11.0 2.0 死出物

念
性
腸
管
雨
端
閉
塞
症
－
一
於
ケ
ル
腹
腔
内
穆
肉
物
／
「
マ
ウ
ス
L

＝
…
封
ス
ル
毒

性

世

m
－

例

犬

第

一
点
十
八
時
弧

8

六・

O
疋

指
エ
腸
爾
端
閉
塞
設
置
、
「
ゴ
ム
」
説
－
一
テ
穆
出
物
採
取
。

二
十
四
時
間
後
開
腹
λ

ル
三
腹
腔
昌
子
少
最
ノ
穆
出
物
ア
ル
ノ

ミ
ナ

レ
ド
、
「
ゴ
ム
」
嚢

内
品
川
淡
阪
色
透
明
ナ
ル
穆
出
物
ア

p
、
其
量
二
五
括
。
閉
塞
腸
管
ハ
中
世
帯
皮
品
膨
澱
シ
、

静
粛
液
膜
＝

ρ

中
等
皮
ノ
充
血
ア

p
。
英
他
／
臓
器
－一
異
常
ナ
シ
。

四
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル

ユ
腹
腔
＝
ハ
少
量
一ノ
穆
出
物
ア

p
、「
ゴ
品
目」
嚢
内

＝

ハ
淡
紅
色
輸
酒
、
濁
セ
ル
地
陸
自
物
ア
リ
、
英
盆
ハ
一
一
一施。

閉
塞
腸
管

ハ
節
度

＝
膨

滞
シ
、
内
容
ハ
暗
紅
色
ノ
溜
濁
液
晶
テ
其
量
凶
O
路
ナ
リ
、
粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
ハ

充
血
シ
テ
暗
紅
色
ナ
レ
ド
穿
孔
及
ピ
潰
痕
ナ

シ
、
腸
管
／
描
営
化
ハ
腸
間
膜
附
着
部

／
反
鈴
側
ナ
ル
凸
面
部
－
一
著
明
ナ
リ
、
動
物
ハ
手
術
中
昌
死
亡
見

。

穆
出
物
7
六
十
度
－
二
時
附
加
温
シ
毒
性
ヲ
検
シ
、
英
結
果
7
第
八
表
－
二
山
λ

。

二
十
四
時
間
後
採
取
シ
タ
ル
モ
ノ

－一ハ
華
物
存
在
セ
ザ
レ
ド
モ
、
四
十
二
時
間
後

採
取
シ
タ
ル
モ
ノ
＝
ハ
毒
物
ヲ
詮
明
シ
得
。

第
二
例

犬

第

五

十

京

競

♀

九

・

O
延

廻
腸
雨
端
閉
塞
設
置
、
「
プ
ム
義
＝

テ
穆
出
物
採
取
。

四
十
八
時
間
後
開
腹
シ
タ
ル
＝
腹
腔
内
ユ
ハ
淡
黄
色
／
透
明
ナ
ル
穆
出
物
中
等
，

量
存
在
ス

、
「
ゴ
ム
」
家
内
＝
ハ
減
黄
色
ノ
透
明
ナ
ル
穆
出
物
四
五
括
ア

p
。
閉
塞

腸
管
ヲ
切
除
シ
置
キ
9
ル
モ
、
手
術
創
移
開
シ
、
腹
膜
炎
ユ
テ
死
亡
見
。
切
除
シ

9
腸
管
ρ

中
等
度
一
一
膨
減
シ
、
内
容
ハ
暗
補
色
ノ
酒
濁
液
ナ
リ
、
粘
膜
及
ピ
衆
液

膜
＝

ρ

中
等
皮
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
ρ

腫
脹
シ
、
精
潟
、
濁
ス
。

穆
肉
物
ヲ
六
十
度
一
時
間
加
熱
殺
菌
シ
、
悉
性
ヲ
検
シ
タ
結
果
ハ
第
八
表
－－
一一小

ス
ガ
知
ク
毒
物
ヲ
稔
明
セ
ズ
。

第

三

例

犬

第
五
十
七
競

♀

穴

・＝一庖

廻
腸
爾
端
閉
塞
設
置
、
「
ゴ

ム
」
援

昌
テ
穆
出
物
採
取
。

術
後
六
十
六
時
間
＝
テ
絶
命
ス
。
直
チ
昌
腹
腔
ヲ
開
タ

ニ、

勝
股
ユ
ハ
少
量
ノ
穆
出
物

ア
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ド
、
「
ゴ
ム
L
嚢
内
旦

ハ
暗
紅
色
ユ

テ
精
調
、
品
問
セ
ル
描
宮
山
山
物
ア
リ
、
英
量
四

八
岬
問
。
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
－
一
膨
滅
シ
、
内
容
ハ
赤
禍
色
泥
叫
帆
ナ

P
、
血
球
液
膜
及
ピ
粘
膜

ρ

著
シ
タ
充
血
シ
テ
暗
紅
色
ナ
リ
。
穿
孔
及
ピ
潰
aM
栃
ヲ
認
メ
ズ
。

地
醇
尚
物
ヲ
六
十
度
昌
一
時
間
加
温
シ
、
毒
性
ヲ
検
シ

9
・P
結
果
ヲ
第
八
表
－
一
詑
ス
、
微

量
ナ

ル
悉
物
／
存
在
7
認
d
F

得
。

賓
験
第
四



第

四

例

犬

第

五

十

六

時

勘

平

一

0
・
七
疋

廻
腸
雨
端
閉
築
設
置
、
術
後
七
十
二
時
間
二
テ
再
ピ
開
腹
ス
ル
品
、
腹
腔
＝
ハ
多
量
／

淡
紅
色
＝
テ
粉
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
ア

p
。
関
空
事
腸
管
ハ
著
シ
ク
膨
浦
シ
、
他
／
腸
管
ト
癒

着
シ
、
内
容
ハ
暗
褐
色
調
濁
液
ナ
リ
、
粘
膜
及
ピ
祭
液
膜
Z

ハ
軽
度
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜

ハ
腫
脹
シ
酒
、
湖
λ

。
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
置
キ
タ
ル
ガ
＝
一
日
後
＝
腹
膜
炎
－
一
テ
死
亡
ス
。

惨
出
物
ヲ
六
十
度
－
二
時
間
加
温
シ
テ
毒
性
ヲ
検
シ
タ
ル
結
果
ハ
第
八
表
－
二
京
ス
ガ
知

ク
毒
物
ノ
存
存
機
質
ナ
リ
。

3霊験第四

腸管爾端閉塞症＝於ケル腹腔内穆出物／~マウ；＞.，＝婆t;>. Jレ毒性

(60。c，一時間加熱滅菌）

事量八第

健重

性

第
五
巻

24時間

42時間

犬番貌

上 i

腸

同上

0 

♀ 

同上

第一例

第58披

同

第二例

第55盟主

F『

原

著

牛

国

－
賞
品
線
第
五
念
性
勝
偉
区
南
端
閉
塞
症
－
一
於
ケ
ル
血
清
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
／
毒
カ
比
較

第

－

例

犬

第

百

七

十

五

競

z
一
四
・
五
庖

十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
設
置
、
二
十
時
間
後
開
腹
ス
ル
品
腹
腔
－
－

ρ
暗
赤
色
／
精
潤
湖
セ

恥
一
穆
出
物
ア
リ
、
穆
出
物
ヲ
採
取
シ

9
ル
＝
其
量

一
五
銘
ナ

p
。
隊
十
二
指
腸
静
脈
及
ピ

股
動
脈
ヨ
り
採
血
絶
命
セ
ジ
ム
。
刻
見
ス
ル
－
一
胃
ハ
牧
縮
シ
、
淡
褐
色
ノ
潤
濁
液
ヲ
少
量

含
有
ス
、
業
液
膜
及
粘
膜
品
異
常
ナ
夕
、
胃
腸
吻
合
モ
完
全
ナ
リ
。
十
二
指
腸
ハ
著
シ
ク

膨
満
シ
・
腸
壁
ρ

K
限
度
ニ
伸
展
サ
ル
、
内
容
ハ
黒
色
／
濁
濁
液
－
一
テ
其
量
ハ

七
O
施
、
衆

液
膜
ハ
暗
淡
紅
色
－
一
－
ア
中
等
度
－
二
允
血
セ
り
、

粘
膜
－
一
モ
中
等
皮
ノ
充
血
ア

P
テ
暗
淡
紅
色
7

曇
シ
、
腫
脹
濁
濁
ア
リ
小
勝
、
大
腸
其
他
－
一

異
常
ヲ
認
メ

Jr
。

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ρ

第

九
表
一
二
小
見
ガ
知
ク
血
清
及
ピ
穆
出
物
品
毒
物

ヲ
設
明
セ
ズ
。

第
二
例

72時間腸

廻

廻

一

足

一

川

♀例

措

肌

門
凶

4

n

h

u

一

知

餅

号管事訴い~r：ま［~￥~包

G.3紅

♀ 

第三例

第57~食

五

犬

第

百

七

十

三
披

一
＝
一
・
穴
庖

十
二
指
腸
爾
端
閉
塞
設
置
、
二
十
八
時
間
後

開
腹
ス
ル

ユ
腹
腔
－
－
ハ
淡
紅
色
ノ
粉
淘
濁
セ
ル

穆
出
物
存
在
ス
、
金
量
ヲ
採
取
、Y
9
ル
ユ
二
五

%
ナ
リ
キ
。
採
血
絶
命
後
制
見
ス
ル
＝
、
十
二

指
腸
ハ
移
度
ユ
膨
満
ン
、
内
容
ハ
暗
赤
色
／
潤

濁
液
－
一

テ
其
量
八
七
耗
ナ
リ
、
紫
波
膜
ハ
程
度

＝
充
血
シ
、
粘
膜
ハ
中
等
度
一
一
充
血
シ
テ
腫
脹

潤
濁
セ
リ
、
粘
膜
且
ハ
腸
間
膜
附
者
部
／
反
針

側
－
二
エ
倒
／
大
豆
大
／
波
蕩
ア

P
テ
粘
膜
ダ
ケ

侵
蝕
サ
ル
。
胃
ハ
茨
斯
及
ピ
暗
淡
禍
色
ノ
潤
淘

♀ 

〈
第
波
放

一
八
九
）



第
五
巻

F『

原

箸
........ 

牛

回

溜
濁
液
ア

p
、
八

O
泥
ヲ
採
取
シ
得
、
腹
膜
－
一
異
常
ナ

シ
。
十
二
指
腸
ハ
級
皮
＝
膨
満
シ
、

腸
壁
ハ
伸
展
サ
レ
非
務
ト

ナ
ル
。
内
容
ハ
赤
黒
色
／
潤
濁
液
ユ
テ
業
量
六
七
路
ナ
リ
、
紫

波
膜
ハ
帯
青
黒
色
＝
シ
テ
充
血
著
明
ナ

9
、
粘
膜
ハ
帯
赤
暗
灰
白
色
＝

テ
腫
脹
潤
濁
著
明

ナ
レ
ド
穿
孔
ナ
夕
、
腸
間
膜
附
着
部
ノ
反
封
側
ノ
腸
墜
ノ
粘
膜
ユ
小
指
頭
大
ノ
時
間
晴
樹
＝
一個

ア
り
テ
粘
膜
ダ
ケ
侵
蝕
サ
ル
。
胃
、
小
腸
其
他
－
一
一
容
託
ス
ペ
キ
コ
ト
ナ
シ
。

穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
九
表
三
万
ス
、

穆
偽
物
品
ハ
多
量
ノ
毒
物
存
在
ス。

第

四

例

犬

第

二

町

九

時抗

8

八
・
七
冠

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ

リ
十
五
純
米
輸
－
一

於
テ
二
十
纏
ノ
長
サ

ノ
空
勝
ヲ

ニ
鯛
瞭
置

シ
、
雨
端
ヲ
閉
塞
シ
、
腸
管
／
交
遁
ヲ
正

常
ニ
復
シ
、
未
精
－
一
ア
ル
閉
塞
腸
管
ヲ
づ
コ

ム
」
褒
＝
入
レ
、
穆
出
物
ヲ
採
取
ス
。

四
十
七
時
間
後
開
腹
見
ル

＝
腹
腔
－
一
戸

少
量
／
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ド
、
「
ゴ

ム
」
嚢
内
ユ
ハ
五

O
路
ノ
淡
紅
色
－
一
テ
給

調
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
。
「
ィ
ム
L
嚢
内
ノ

閉
塞
腸
管
ハ
箸
明
＝
膨
品
開
シ・

内
容
ハ
赤

星
…色
／
淘
濁
液
－

7
Y
T其
量
三

O
施
、
衆

液
膜
－
一
ハ
程
度
／
充
血
ア
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ド

粘
膜
＝

ρ

中
等
皮
ノ
充
血
ア
り
テ
暗
紅
色

ヲ
曇
シ
、
腫
脹
ス
レ
ド
穿
孔
ナ
シ
。
「
ザ

ム
」
夜
外
ノ
閉
塞
腸
管
モ
中
等
皮

昌
膨
潟

シ
、
衆
液
膜
－
一
一
軽
皮
ノ
充
血
ア
リ
。
「
プ

ム
」
嚢
内
＝
ア

p
v閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静

脈
ヨ

P
採
血
シ
テ
コ
レ

ヲ
切
除
シ
、
「
ゴ

液
晶
テ
充
満
シ
、
粘
膜
＝
ハ
崎
営
化
ヲ
認
メ
ズ
、
小
腸
其
他
－
一
異
常
ナ
シ
。

一

血
清
及
ピ
穆
出
物
／
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
九
表
＝
一
京
ス
。
二
十
八
時
間
後
味
取
U
F
9

一

惨
出
物
＝
ハ
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム。

一

第

三

例

犬

第

百

七

十

四

務

♀

一

四

・

O
延

一

十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
設
鐙
、
二
十
四
時
間
後
＝

ρ

統
－
一
元
気
表
へ

核
臥
シ
立
ツ
能
ハ
ズ
、

一

二
十
八
時
間
後
二
史
阿
見
。
直
サ
－
一
無
菌
的
二
制
見
ス
ル
一
ニ
腹
腔

－一
ハ
多
量
／
赤
黒
色
／

一

質検第五

腸管雨端閉塞症＝於ケル血清及ピ腹腔内穆出物／ L＂？ウス 1

＝資スJレ毒カ比較（英一）

表丸第

一一l 健性重｜吋伊~i~~~~：.. ·~：言明戸！

14.5託第一例

｜腹膜内I 90時間｜川 Ii. 穆出物；“v ~·~· I 必 J v ! • 
10.0 ! （）み ： 生

I 1_ 1 ＿＿＿」－ L一一一I~工己~I 主－
勝十二指｜ 間帯晶 I rn.8 I 4.o I 生
腸静脈｜閉会則｜ ｜ ｜ 
Jfn. 清I I io.1 I s.o I 生

町 l 1~~1-28時間 I 10.7 I 3.0 I 生
♀ ｜十二指腸｜止＿1fti一一｜つ1.113.0-1~

（股股 内I28時間 I10.5 I 2.0 I 生
漆出物｜ I 10.0 I 1.0 . 生

一ー 一一瞬十二指｜ i ! 
腸静脈｜閉塞前 ｜11 
血清｜

十二指腸1柑肺曲｜

｜装店易｜

0 第175競
2.0 10 . .5 

10.0 生20日

第二例

第173競

生9に

生

死

死

4.0 

: 3.0 

2.0 

.2 

14.5 

11 . .5 14.0延第三例

三
五
二

死

死: LO 

11.5 

10.5 
28時間♀ 第174放

死

生

: 0.5 

: 0.1 

105 

（
第
成
競

一
九

O
〉

10.5 



ム
L

高
島
外
二
ア

P
シ
モ
ノ
ヲ
「
f

ム
」
婆
内
へ
入
レ
腹
腔
ヲ
閉
鎖
ス

。

九
十
五
時
間
後
三
具
－
一
開
腹
ス
ル
昌
腹
腔
＝
ハ
少
量
ノ
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
、
「
ゴ
ム
」
謡

－
一
戸
枇
常
赤
淡
黄
色
ノ
稔
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ア

p
、
英
量
ハ
四

O
姥
ナ
リ
。
閉
塞
腸
管
ハ
中

等
度
＝
膨
滅
シ
、
内
容
ハ
赤
黒
色
濃
厚
－
一
テ
稀
泥
状
ナ
リ
、
業
量

ハ
一
五
施
ナ
リ
、
策
液

膜
ハ
帯
血
円
淡
紅
色
品
テ
軽
度
＝
・
充
血
セ
リ
、
粘
膜
ハ
極
度
一
一
充
血
シ
暗
淡
紅
色
ナ

p
・
腫

脹
Z

レ
ド
淘
濁
ナ
シ
、
腸
間
膜
静
脈
ヨ
り
採
血
中
＝
死
亡
ス
。

資験第五

腸管雨端閉塞症＝於ケJレ血清11ピ腹腔内法出物ノ，マウス寸

＝釣スノレ悉カ比較（英二）

表十第

I I 1爾蚕ヲヲ？I I ~ヲ予三可
稔重陽管閉塞｜試験物 ノ｜リシヨリ試IL＜＂ウス「 l試験物（二十四時

性ド部位｜種 類｜験物採取マ｜総 司法射量｜間後ノ迩
I I lデノ時間 I I ｜命

世間｜膜静脈！ 47時間
血清

12.5叉I3.o蛇

犬蕎鋭

第
五
容

「－、
原

生
箸...... 生2.0 10.0 

一ー一一一ー』一一一一一一＿，＿一一一一一一ートーー一ー－・－一一一一一
生4.0 

:rn 
14.5 

13.5 牛 生

生
｜腹腔内l
｜湧出 物I47時間

生

腸同~1-:1-::-1-:
2.0 

1.0 

11.5 

10.0 

抽2
二己

8.7庖

c 

第四例

第209！虎

田

死

死

死

2.0 

3.0 

4.0 

1.5 

10.5 

11.5 

10.5 

｜豊宮易｜時間 2.0 

血
清
及
ピ
穆
尚
物
／
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
十
表

二
山
ス
。
四
十
七
時
間
後
採
取
シ
9

血
清
及
ピ
穆
出
物
ト
九
十
五
時
間
後
採
取
シ
タ
血
清
＝
ハ
毒
物
ヲ
詮
明
セ
ズ
、
九
十
五
時

間
後
採
取
シ
タ
穆
出
物
＝
毒
物
ヲ
詮
明
シ
得
9
9
。

第

五

倒

犬

第

二
百
十
貌

♀

七

・

一

延

手
盛
岡
ハ
第
四
例
－
一
同
ジ
、
術
後
四
十
七
時
間
＝

テ
絶
命
ス
。
直
チ
一
ア
無
菌
的
ユ
腹
腔
7

開
ク
品
、
腹
腔
内
＝
ハ
統
工
少
量
ノ
穆
出
物
ア
p
、
湧
出
物
ハ
淡
紅
色

－一テ
潤
濁
ス
、
採

取
セ
ル
穆
出
物
／
量
ハ
一
五

O
銘
ナ

p
。

「
ゴ
ム
」
褒
内

f
t同
様
ノ
惨
出
物
＝
一

O
施

ア
リ
。
づ
コ
ム
」
嚢
内
／
腸
管
ハ
極
度
＝
膨

満
シ
、
内
容
ハ
暗
淡
紅
色
ノ
溜
濁
液
一
一
－
7

茶
盆
九
五
路
、
疑
液
膜
ハ
腸
間
膜
附
者
部

ノ
反
封
側
z
eア
ハ
赤
園
内色

ト
ナ
レ
ル
モ
其

他
ノ
部
分
－
一
テ
ハ
淡
紅
色
ナ
リ
、
粘
膜
モ

亦
紫
液
膜
－
一
獲
化
／
著
v
キ
部
分
ハ
赤
黒

色
＝
テ
溜
湖
底
脹
セ
ル
モ
然
ラ
ザ
ル
部
分

ハ
灰
白
色
＝
テ
腫
脹
潤
濁
セ
り
、
「
ゴ
ム
」

豪
外
ノ
腸
管
ハ
中
等
度

－
一
膨
満
シ
、
内
容

ハ
赤
褐
色
泥
状
－
一

テ
英
量
ハ

一
二
括
、
衆

液
膜

＝
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
、

粘
膜
ハ
暗

淡
紅
色
ユ
テ
腫
脹
濁
濁
ア
リ
。
胃
、
十
二

指
腸
其
他
＝
異
常
ナ
シ
、
但
内
臓
腹
膜
一
一

ハ
一
般
ユ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
。

穆
出
物
ノ
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
十
表

二
小
ス
、
穆
出
物
ハ

英
悉
性
甚
ダ
強
シ
。

死

病

I o.o5 I 病

I s.5 I o.oi I 生

I 15.5 I 4.o I 死

第六例 1 4.6託｜ ｜空腸腸間｜ i i2.2 I 3.o I 死
腸 ｜膜静 脈Ii1s時間｜ 9 ' ' -

｜血清｜ I 8 I I 

死

生

死

1.0 

0.5 

0.3 

0.2 

0.1 

9.5 

9.5 

13.0 

11.0 

10.0 
7.1庖 I I 
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第五例
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第
五
島
官

F『

原

き

牛

岡

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
リ
十
五
縄
米
梢
＝
テ
ヨ
一
十
概
ノ
長
サ
ノ
空
勝
一
個
ヲ
噴
置
シ
、
府

端
ヲ
閉
塞
シ
、
腸
管
ノ
交
遁
7
正
常
三
俊
セ
シ
ム
、
百
十
八
時
間
後
一
一
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔

＝
ハ
少
量
／
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
、
特
別
液
膜
＝

ρ

程
度
ノ
充

血
ア
リ
、
腸
間
膜
的
問
脈
ヨ
リ
採
取
中
死
亡
。

剣
先
ス
ル
ュ
閉
塞
腸
管
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
淡
貧
色
、
法
汁
様
＝
ジ
テ
英
量
九

二
路
・
紫
波
膜
－
ニ
腿
皮
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
ハ
灰
白
色
－
－
テ
腫
版
溺
濁
セ
リ
。
某
他
／
臓

器
－
ご
皿
究
常
ナ
シ
。

血
清
／
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
十
表
－
一
示
ス
、
血
清
＝
ハ
毒
物
ノ
存
十
位
ヲ
認
メ
得
。

貨
験
第
六
念
性
腸
管
閉
塞
性
－
一
於
ケ
ル
血
清
／
小
犬
ユ
謝
ス
ル
毒
性

第

一

例

犬

第

六

十

九

競

♀

七

・

五

庖

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
同
時
一
一
「
ゴ
ム
」
饗
ヲ
用
ヒ
テ
二
十
凶
時
間
後
及
ピ
凶
十
八
時
間
－

後
穆
出
物
ヲ
探
取
シ
、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
＝

ρ
穆
出
物
ナ
シ
、
「
プ
ム
」
霊

内
ユ
ハ
淡
紅
色
一
一
テ
タ
シ
タ
潤
濁
セ
ル
惨
出
物
五
・

O
採
ア
リ
。
也
エ
腸
ρ

中
等
皮
－
一
膨
櫛

ァ
、
笠
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
中
絶
命

z
o
剖
見
ス
ル
昌
腹
腔
－
一
ハ
湧
出
物
ナ
シ
、
空

腸
ハ
中
世
帯
皮
－
一
膨
満
シ
・
紫
波
膜
一
一
軽
皮
ノ
充
血
ア

H
、
粘
膜
ハ
中
等
皮
＝
・
充
血
且
レ
ド

十
二
指
腸
－
一
室
レ
パ
充
血
ナ
シ
、
内
容
ハ
絡
黒
色
泥
状
ナ
リ
。
胃
ユ
ハ
暗
緑
色
／
溜
濁
液

ア
リ
・
其
他
異
常
ナ
シ
。

血
清
ノ
小
犬
ユ
針
ス
ル
毒
性

小

犬

♀

惚

重

八

O
O瓦

七
十
二
時
間
後
採
取
シ
9
ル
血
清
一
七
沌
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
、
異
常
ナ
タ
健
存
。

第
二
例
犬
第
百
二
十
八
時
勘

内
エ
腸
単
純
閉
袋
一
政
盤
。

事
間
前
血
歴
二
ハ
四
粍
、
版
縛
一
二
四
、
健
温
三
九
・

O
皮
、

事
間
後
第
一
臼
ヨ
り
第
五
日
マ
ヂ
ハ
大
凡
同
一
ナ
ル
ガ
、
第
六
日
＝
川
血
歴
丸

O
粍
、
脈

縛
一
六

O
、
惚
池
三
八
・
五
度
－
7
7
p。
動
物
ハ
機
体
シ
、
繍
鵬
ト
シ
テ
歩
行
シ
、
脈
捕
時
ノ

緊
張
モ
念
ユ
減
少
見
。
直
チ
ニ
開
腹
ス
ル
品
腹
腔
品
ハ
穆
出
物
ナ
シ
。
空
腸
ハ
著
シ
ク
膨

0 

一
ニ
・
七
庖

三
五
四

（
館

m
t削
減

一
九
二
）

満
シ
紫
波
膜
ハ
暗
紅
色
ナ
リ
。

空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ

P
採
血
シ
、
採
血
不
能
ト
ナ
日
シ
後
夏
－
一
般
動
脈
ヨ
日
採
血
シ
、

絶
命
λ

ル
二
主
ラ
シ
ム
。

剖
見
ス
ル
品
問
川
賞
褐
色
ノ
酒
濁
液
及
ピ
ヌ
斯

一一
テ
充
満
シ
、
紫
波
膜
及
ピ
粘
膜
－
－
媛

化
ナ
シ
。
空
腸
J

内
容
ハ
淡
錆
色
／
潤
濁
液
ナ
リ
、
衆
液
膜
品
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
ル
ノ
ミ

ナ
レ
ド
、
粘
膜
ハ
充
血
シ
テ
暗
紅
色
ト
ナ

9
、
程
度
－
一
濁
濁
セ

p
c
十
二
指
腸
／
紡
膜
品

ハ
感
服
ア
ル
／
ミ
。
廻
腸
其
他
ノ
臓
器
＝
異
常
ナ
シ
。

血
清
／
小
犬
－
品
詞
λ

ル
毒
性

小

犬

♀

八

王

O
Z
A

腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
一
一
路
ト
股
動
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
一
＝
一施
、
合
計
二
四
銘

ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
タ
ル
ガ
鍵
存
z
。

第
三
例
犬
第
百
二
十
九
競

舟
工
腸
単
純
閉
塞
設
置
。

術
前
胤
隆
一
三
四
粍
、
脈
縛
八
八
、
恒
温
三
八
・
O
皮
、

第
二
日
三
ア
ハ
境
化
ナ
夕
、
第
三
日
ユ
ハ
脈
縛
が
増
加
シ
、
一
二

O
ト
ナ
ル
、
英
他
－
－

餐
化
ナ
シ
。

第
四
日
＝
ハ
血
座
七
回
粍
、
脈
縛
一
二

O
、
続
温
三
八
・

O
皮
ト
ナ
ル
。
直
チ

ニ
開
腹

見
ル
ユ
腹
腔
一
一
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
著
シ
ク
膨
満
ス
。
採
血
絡
命
後
制
見
ス

ル
－
二
胃

ハ
黄
褐
色
ノ
瀬
濁
液
－
一

テ
充
タ
サ
ル
レ
ド
粘
膜

－工
費
化
ナ
シ
。
空
腸
／
内
容
ρ

策
褐
色

ノ
潤
濁
液
ナ
リ
、
衆
液
膜
ハ
帯
主
宵
淡
紅
色
、
粘
膜
ハ
十
二
指
腸
ヨ

P
末
柑
－
一
至
t
y
A

一従ヒ

充
胤
著
明
ト
ナ
リ
テ
暗
紅
色
乃
至
赤
黒
色
ヲ
曇
シ
、
叉
腫
脹
、
酒
濁
毛
著
明
ト
ナ
ル
。
某

他
ノ
臓
器
z

異
常
ナ
シ
。

血
清
／
小
犬
二
割
λ

ル
泰
性

小

犬

♀

八

二

O
叉

腸
間
膜
静
脈
ヨ
日
得
シ
血
清
二
耗
ト
股
動
脈
ヨ

p
得
シ
血
清
四
髭
ト
ヲ
腹
腔
司
法
入
U
V

9
ル
モ
健
在
。

♀ 

一
六
・
三
延



第
凶
例
犬
第
百
三
十
時
抽

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
。

術
前
血
慶
一
四
O
粍
、
脈
縛
一

O
八
、
惚
混
一
ニ
九
・
O
皮
、

術
後
モ
餓
P
獲
化
ナ
ケ
レ
ド
血
歴
ハ
漸
夫
下
降
シ
、

第
四
日
＝
ハ
血
躍
一
二
四
粍
、
脈
掠
一
三
六
、
穏
浪
三
八
・
五
度
。
元
気
衰
へ
、
H
H
A

水
7

飲
ム
ノ
ミ
。
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
品
ハ
疹
出
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
中
等
度
＝
膨
満
ス
。
採
血
絶

命
後
部
見
ス
ル
ュ
、
胃
ハ
牧
縮
シ
テ
中
－
7
少
量
ノ
黄
褐
色
ノ
溜
濁
液
ア
リ
、
粘
膜
＝

一獲
化

ナ
シ
。
空
腸
／
内
容
ハ
暗
貧
褐
色
／
酒
濁
液
ナ
P
、
紫
波
膜
一
ニ
礎
化
ナ
夕
、
粘
膜
－
一
ハ
軽

度
ノ
・
充
血
ト
腫
版
、
調
、
渇
ト
ア
リ
。
十
二
指
腸
粘
膜
ユ
ハ
腫
脹
ヲ
見
ル
ノ
ミ
。
其
他
ノ
臓

器
ユ
異
常
ナ
シ
。

血
清
ノ
小
犬
ニ
割
ス

ル
毒
性

小

犬

♀

一

四

三

O
ヌ

腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
ト
リ
シ
血
清
三
五
均
ト
股
動
脈
ヨ
リ
採
取
シ
タ
血
清
六
一
鈍
ト
ヲ
腹

腔
内
へ
注
入
ス
ル
モ
異
常
ナ
タ
健
存
ス
。

♀ 

一0
・0
庖

第
五
例
犬
第
百
三
十
四
時
抗

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
。

術
前
血
隆
一
凶

O
粍
、
脈
縛
一
二

O
、
程
温
三
九
・
O
皮
、

術
後
第
三
日
＝
ハ
脈
縛
一
五

O
ト
ナ
ル
。

第
四
日
一
一
ハ
血
陸
一
二

O
粍
、
脈
簿
一
六

O
、
飽
温
三
九・

O
度
ト
ナ
リ
、
…
撚
体
シ
テ
横

臥
ヲ
好
ム
っ
開
腹
ス
ル
ニ
腹
腔
－
一

ハ
穆
出
物
ナ
シ
可
空
腸
ハ

中
等
皮

＝
膨
満
ス
。
採
血
シ

絶
命
後
剖
見
ス

ル
三
腹
膜
－
一

異
常
ナ
夕
、
胃
－

ハ
賞
褐
色
ノ
潤
濁
液
多
量
－
一
ア
レ
ド
、
粘

膜
ユ
ハ

培
’化
ナ
シ
。
空
腸
ハ
策
褐
色
ノ
潤
溜
液
一
一
テ
充
9
サ
レ
、
粘
膜
及
ピ
紫
液
膝
－
一
ハ

充
血
ナ
夕
、
程
度
／
腫
脹
ア

p
。
廻
勝
英
他
ノ
臓
器

＝
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

血
清
／
小
犬
ニ
割
ス
ル
毒
性

小

犬

宇

一

O
八
O
支

腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
五
九
銘
ト
股
動
脈
ヨ

F
得
シ
血
清
三
二
妬
ト
ヲ
腹
腔
内
へ

♀ 

八
・
一
疋

第
五
容

r-‘ 原

閏

著書

牛

詮
入
セ
シ
ェ
、
注
入
後
二
時
間
ハ
精
苦
悶
獄
ナ
リ
シ
ガ
、
其
後
元
気
回
復
シ
健
在
。

第

穴

例

犬

第

百

三
十
六
時
蜘
♀
一
了
ニ
庖

コ
ノ
犬
ハ
悠
媛
シ
腹
部
膨
満
見
、

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
。

術
前
胤
陸
一
一
六
粍
、

脈
雄

一
二

O
、
怪
温
三
八
・
五
度
。

術
後
元
気
ヨ
シ
、
第
四
日
品
ハ
精
衰
弱
シ
タ
レ
ド
、

、活
液
－
一
歩
行
ス。

第
四
日
ノ
血
陸

一一

O
粍
、
脈
樽
一
六

O
、
燈
滋
三
八
・
五
度
。

第
凶
日
二
腹
腔
ヲ
開
タ
－
一
腹
腔
内
ユ
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
者
シ
タ
膨
潟
λ

。
採
血

シ
テ
絶
命
後
、
剖
見
ス
ル
ニ
胃
ハ
牧
縮
シ
テ
中

ニ
ハ
少
量
／
黄
線
色
／
潤
濁
液
ア
リ
。
空

腸
ノ
内
容
ハ
貧
緑
色
ノ
調
濁
液
ナ
日
、
時
市
液
膜
ハ
淡
紅
色
＝
テ
磁
度
－
で
充
血
シ
粘
膜
ハ
腫

脹
溜
、濁
シ
テ
暗
紅
色
ナ
リ
。
其
他
ノ
臓
器
ユ
異
常
ナ
シ
。

血
清
／
小
犬
ニ
割
ス
ル
毒
性

小
犬

♀

八

O
O
叉

腸
間
膜
静
脈
ヨ
日
得
シ
血
清
問
七
路
ト
股
動
脈
ヨ
リ
得
シ
血
済
四
銘
ト
ヲ

腹
腔
内
へ
注

入
シ
タ
ル
ガ
元
気
ヨ
シ
G

十
七
時
間
後
＝

ρ

元
気
衰
へ
、
機
伴
シ
、

二
十

一
附
間
後
絶

命
ス
。
制
見
ス
ル
＝
腹
腔

＝
ハ
穆
出
物
ナ
シ

、
腹
膜
正
常
、
胃
ハ
取
締
シ

、
内
容
ハ
少

量
ノ
暗
椅
色
／
酒
、
濁
液
ナ
リ
。
小
腸
殊
三
組
腸
－
一
ハ
三
乃
至
五
糠
／
間
隔
7
保
チ
特
－
－

膨
大
セ
ル
部
分
ア

F
テ
、
ヨ
ノ
中
ユ

ハ
赤
錆
色
ノ
潟
、
樹
液
ア
リ、

然
シ
乍
ラ
粘
膜
及
ピ

臨
筑
波
膜
ハ
尋
常
ナ
リ
。
其
他
ノ
臓
器
z
異
常
ナ

シ。

第

七

例

犬

第

百
三
十
七
波

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
。

術
前
血
陸
一
七
六
粍
、
脈
紘
一
一
二
、
穏
温
三
八
・
五
度
、

術
後
第
三
日

マ
デ
ハ
殆
ン
ド
鑓
化
ナ
シ
。

第
四
日
＝
ハ
血
毘
九
六
粍
、
脈
縛
一
三
ニ
、
健
温
三
八
・
六
度
、
掛
伺
燃
伴
シ

9
レ
ド
、
品
同

ヨ
ク
歩
行
ス
。

第
四
日
＝
開
腹
ス
ル

ユ
腹
腔
＝
ハ
穆
出
物
ナ
シ

、
空
腸
ハ
中
等
皮
孟
膨
満
ス
。
採
血
シ

テ
絶
命
後
、
剖
見
ス
ル

＝
同
月
内
＝
ハ
瓦
斯
及
ピ
暗
褐
色
ノ
潤
濁
液
ア
リ
テ
膨
滅
ス
レ
ド
、

0 

一
三
・
四
庖

五
五

（
第
成
就

一
九
三
）



第
五
巻

著
~ 

問

F『

原

牛

粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
ユ
ハ
異
常
ナ
シ
。
空
勝
／
内
容
モ
亦
暗
褐
色
ノ
潤
濁
液
ナ

p
、
衆
液
膜

ハ
軽
度
－
一
－
充
血
シ
、
粘
膜
ハ
一
機
－
一
充
血
シ
テ
腫
脹
シ
、
暗
紅
色
ヲ
曇
見
。
十
二
指
腸
粘

膜
ハ
腫
脹
見
ル
ノ
ミ
。
其
他
ノ
臓
器
－
一
ハ
異
常
ナ
シ
。

血
清
／
小
犬

＝臨調
ス
ル
毒
性

小
犬

S

八
五

O
玄

腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
探
取
シ
タ
血
清
四
七
%
ト
股
動
脈
ヨ
リ
採
取
シ
タ
血
清
二
六
銘
ト
ヲ

腹
腔
内
へ
法
入
ス
、
注
入
後
一
元
気
ヨ
シ
、
二
十
時
間
後
－一ハ
甚
シ
タ
樵
伴
シ
、
横
臥
シ

テ
立
ヴ
能
ハ
ズ
、
二
十
二
時
間
後
絶
命
ス
、
動
物
ハ
痕
燈
ヲ
起
サ
ズ
、
唯
昏
A
T

ト
シ
テ

眠
リ
、
途
＝
呼
吸
停
止
ス。

剖
見
ス
ル
昌
腹
腔
－
一
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
腹
膜
品
モ
異
常
ナ
シ
。
胃
ハ
食
物
浸
透
ユ
テ
充

タ
サ
レ
、
粘
膜
及
ビ
紫
波
膜
一
一
ハ
獲
化
ナ
シ
。
空
腸
ノ
内
容
ハ
淡
黄
色
ノ
瀬
濁
液
ナ
レ

ド
、
廻
腸
ノ
内
容
ハ
暗
褐
色
ノ
溜
濁
液
ナ
り
、
紫
波
膜
及
ピ
粘
膜
一
一
ハ
袋
化
ナ
シ
。
其

他
ノ
臓
器

一
一
異
常
ナ
シ。

第

八

例

正

常

犬

♀

七・

O
庖

小
腸
／
腸
間
膜
静
脈
ヨ
り
血
液
7
採
取
シ
、
次
－
一
股
動
脈
ヨ

P
採
血
ス
。

リ
血
清
ヲ
分
線
シ
、
血
清
／
毒
性
ヲ
検
ス
。

血
清
ノ
小
犬
z
謝
月
ル
毒
性

小

犬

♀

一

O
ニ
O
瓦

腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
取
シ
タ
血
清
四
七
路
ト
股
動
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
五
五
粍
ト
ヲ
腹
腔

内
へ
注
入
λ

、
元
気
ヨ
タ
健
在
ス
。

ヨ
ノ
血
液
ヨ

第
九
例
正
常
犬

8

一
五
・

O
廷

第
八
例
／
知
タ
＝
腸
間
膜
静
脈
及
ピ
股
動
脈
ヲ
リ
採
血
ス
。

血
清
／
小
犬
－
－
針
ス
ル
毒
性

小
犬
一
一
五

O
ヌ

腸
間
膜
静
脈
ヨ

P
得
シ
血
清
一
二
O
銘
ト
股
動
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
閑
五
耗
ト
ヲ
腹
腔
内

内
法
人
ス
、
動
物
ハ
元
気
ヨ
タ
生
存
ス
。

一
五
六

一
九
四
〉

〈
第
式
就

第一例乃至第九例＝闘スル血清／毒性試験／結果ヲ第十一表－一綿括シテ一京

ス。

I 1；腿ヲツクリ I~t*!., 1幅静脈向血1血清霊世血殿動脈清日 ｜｜ ｜ 主犬／犬番競組重ヂショノ時リ探間I紅マ鰻性重 I 治 l｜ ｜ 総 計 命

第一例 7.5庖
3日

800玄 17耗 ／ 17括 健在第69波 ♀ ♀ 

第第1二28例盟主
12.7庖

6日
850叉 11 l3:!tf 24 健在0 ♀ 

一一一
第三例 16.3庖

4日1時間
820瓦 2 4 6 健在第129競 ♀ ♀ 

第佐l例 10.0庖
4日

1430瓦 :J.j 61 96 健在第130貌 ♀ ♀ 

一 一一一 一 一
第五例 8.1庖 4日

1080瓦 59 32 91 健在
第134競 ♀ ♀ 

一一一一 一
第六伺j 11.2庖

4日3時間
800叉 47 4 51 21時間後

第136~克 0 ♀ 死亡
ー一一一 一 一 一一

第七例 13.4延 4日
850'.!¥ 47 26 73 22時間後

第137披 0 0 死亡

第八例 7.0庖
／ 

1020瓦 47 55 102 健在
正常犬 ♀ ♀ 

一 一一
第九例 15.0庖

／ 
1150}¥ 120 45 165 健在

正常犬 色 ♀ 

歯
周
＋
－
表

空
腸
皐
純
閉
塞
症
品
於
ケ
ル
血
清
／
小
犬
－
－
費
λ

ル
悉
性

貧
験
第
六



賓
験
第
七

念
性
腸
管
閉
塞
症
孟
於
ケ
ル
腹
腔
内
地
惜
尚
物
ノ
小
犬
ユ
封
ス
ル
毒
性

第

－

例

犬

第

五

十

九

時

碗

六

・

七

冠

空
腸
爾
端
閉
塞
、
「
ゴ
ム
」
嚢
＝
テ
穆
出
物
採
取
。

術
後
二
十
四
時
間
一
品
開
腹
ス
ル
＝
、
腹
腔
－
一
ハ
少
量
／
黄
褐
色
透
明
ノ
穆
出
物
ア

p
、

「プ

ム
」
袋
内
＝
ハ
同
様
／
穆
出
物
四
七
施
ア
リ
。
閉
塞
腸
管
／
梁
液
膜
＝
ハ
殆
ン
ド
雌
密
化

ナ
夕
、
粘
膜
－
一
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア

p
、
内
容
ハ
暗
赤
色
／
泥
状
物
一
一
テ
ロ
ハ
少
量
（
約
＝
一
気
〉

存
在
ス
ル
ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ

ル
て
動
物
ハ
一
ヶ
月
後
モ
合
健
在
ナ

p
。

穆
出
物
／
小
犬
－
ニ
針
ス
ル
毒
性

小
犬

8

七
O
O
ヌ

穆
出
物
ヲ
六
十
度
－
一
、
一
時
間
加
熱
滅
菌
シ
、
四
O
花
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
ダ
ル
＝
、

犬
ハ
異
常
ナ
ク
健
在
。

第
二
例
犬
第
六
十
時
抗

8

一
0
・
0
延

空
腸
雨
端
閉
塞
誌
置
、
「
イ
ム
」
嚢
－
一

テ
穆
出
物
採
取
。

六
十
九
時
間
後
絡
命
ス
。
直
チ
＝
無
商
的
＝
剖
見
ス
ル
－
一
、
腹
腔
内
ユ
ハ
多
量
／
淡
褐

色
ノ
濁
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
、
「

d

コ
ム
t

帯
県
内
＝
モ
同
様
／
穆
出
物
約
四
五
括
ア
リ
、
腹
膜

＝
ハ
一
般
－
ニ
戦
度
／
充
血
ア

H
O
閉
塞
腸
侍
呂
ハ
待
度
＝
膨
満
シ
、
内
容
ハ
暗
褐
色
／
濁
濁

液
－
一
シ
テ
其
量
一
四

O
路
ナ
リ
、
将
棋
液
膜
ハ
高
度
＝
・
充
血
シ
テ
暗
紅
色
ト
ナ
ル
、
特
昌
腸

間
膜
附
者
部
ノ
反
封
側
ハ
措
密
化
著
シ
ク
シ
テ
赤
黒
色
ト
ナ

p
、
且
ツ
腸
壁
モ
非
薄
ト
ナ

F

居
レ
ド
未
ダ
穿
孔
ナ
シ
。

地
官
出
物
ノ
小
犬
－
一
封
ス
ル
毒
性

小
犬

8

八
五

O
支

穆
出
物
ヲ
六
十
度
－
一
、
一
時
間
加
温
シ
、
四

O
姥
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
、
大
凡
十
時
間

後
＝
死
亡
λ

。
制
見
ス
ル
＝
腹
腔
品
ハ
淡
褐
色
／
淘
濁
セ
ル
穆
出
物
多
量
＝
ア
リ
、
内

臓
腹
膜
品
ハ
一
般
＝
程
度
ノ
充
血
ア
リ
、
小
腸
粘
膜
－
一
モ
一
般
二
戦
皮
ノ
充
血
ア
日
、

其
他
Z

異
常
ナ
シ
。

♀ 

第
三
例

犬

第
六
十
一
競

♀ 

八
・
五
庖

第
川
巻

F『

腰、

著
』d

牛

国

由
主
腸
阿
端
閉
塞
設
置
、
「
イ
ム
」
嚢
ニ
テ
穆
出
物
採
取
。

術
後
二
十
四
時
間
＝
開
腹
ス
ル
ユ
腹
腔
Z

円
殆
ン
ド
穆
出
物
ナ
シ
、
「
ゴ
ム
ー
嚢
内
＝
ハ

淡
紅
色
ノ
僅
カ
三
綱
濁
セ
ル
穆
出
物
四
九
路
ア

p
。
閉
塞
腸
管
ハ
糖
度
＝
膨
満
シ
、
幾
液

膜
＝
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
リ
。

四
十
八
時
間
後
孟
ハ
「

7
ム
」
嚢
内
＝
淡
紅
色
／
酒
、
濁
液
四
二
姥
ア
リ
、
閉
塞
腸
管
ハ
膨

満
シ
、
衆
波
情
操
ハ
充
血
シ
、

暗
紅
色
ナ
リ
。
七
十
二
時
間
後
ユ
於
テ
ハ
「
ゴ
ム
」
嚢
内
＝
ハ

暗
紅
色
／
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
二
六
銘
ア
リ
。
閉
塞
腸
管
ハ
著
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容

ハ
暗
紅

色
ノ
酒
、
濁
液
＝
シ

テ
其
量
六
三
路
ナ
リ
、
衆
液
膜
ハ
著
シ
ク
充
－mシ
、
腸
間
膜
附
肴
部
ノ

反
封
側
ユ
テ
ハ
阪
品
暗
紅
色
乃
若
赤
里
一
色
ト
ナ
レ
リ
。
粘
膜
モ
紫
波
膜
ノ
岨
密
化
著
シ

キ
部

分
＝
テ
ハ
充
血
、
腫
脹
、
調
濁
共
－
一
著
シ
。
閉
塞
腸
管
7
切
除
シ
遊
キ
タ
ル
－
一
、
其
後
元

気
ヨ
ク
シ
テ
十
＝
一
日
間
生
存
ス
。
剖
見
ス
ル

一二
航
痩
甚
シ
、
然
シ
腹
膜
炎
ノ
症
状
ナ
シ
。

穆
出
物
ノ
小
犬
ニ
刻
ス
ル
毒
性

参
出
物
ヲ
六
十
度

一一、

一
時
間
加
熱
減
商
ス
。

〈
一
〉
小
犬
♀
一

0
0
0支

二
十
四
時
間
後
採
取
シ
9
ル
穆
出
物
四

O
路
ヲ
腹
膜
内
へ
注
入
シ
タ
ル
ユ
異
常
ナ
ク
生

存
ス
。

合
一
）
小
犬

S

八
O
O千九

七
十
二
時
間
後
採
取
シ
タ
ル
惨
出
物
ニ

O
施
ヲ
腹
膜
内
へ
注
入
シ
タ
ル

一一
、
其
後
三
時

間
＝
テ
元
気
衰
へ
、
十
時
間
後
－
－
ハ
横
臥
シ
、
北
口
悶
ス
レ
ド
モ
痕
準
ナ

シ
、
動
物
ハ
昏

々
ト
シ
テ
眠

p
、
十
三
時
間
後
＝
絶
命
ス
。
剖
見
ス

ル
－
ニ
腹
腔
＝

ハ
中
等
母
ア
淡
紅
色

／
漆
出
物
ア
リ
、
腹
膜
－
一
ハ
殆
ン
ド
袋
化
ナ
夕
、
腸
管
ノ
粘
膜
品
モ
充
血
乃
支
出
血
ナ

シ
、
主
（
他
－
一
異
常
ナ
シ
。

第

凶

例

犬

第

百
七
十
問

依

♀

一

一問
・
O
庖

十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
設
誼
。
術
後
二
十
八
時
間

－一
テ
絶
命
ス
。
直
チ
－
一

開
腹
ス
ル

ユ
腹

腔
＝
二
亦
黒
色
ノ
潤
濁
液
多
量
ニ
ア

p
o
十
二
指
腸
ハ
極
度
＝
膨
満
シ
、
内
容
ハ
赤
黒
色

／
潤
濁
液
＝
テ
英
量
六
七
路
、
衆
液
膜
ハ
帯
車
問
黒
色
＝

テ
強
ク
充
血
シ
、
粘
膜
ハ
柵
常
赤
暗

三
五
七

（
第
式
競

一
九
五
〉



第
五
巻

F『

原

国

箸
』d

牛

灰
白
色
－
一
テ
腫
脹
酒
、
濁
共
＝
著
明
、
粘
膜
ダ
ケ
侵
蝕
サ
レ
シ
潰
市
首
ア
レ
ド
モ
穿
孔
ナ
シ
。

穆
出
物
ノ
小
犬
－
一
野
ス
ル
毒
性

小

犬

中

三

八

O
京

穆
出
物
7
遠
心
沈
澱
シ
上
清
ヲ
加
熱
ス
ル
コ
ト
・
7

夕
、
一
七
%
ヲ
版
腔
内
へ
詮
入
ス
、

十
二
時
間
後
死
亡
ス
。

制
見
ス
ル
品
腹
腔
内
－
一
ハ
淡
褐
色
－
－
テ
僅
カ
ニ
晴
樹
濁
セ
ル
穆
出
物
申
等
量
ニ
存
在
ス
、

腹
膜
ユ
・
充
血
ナ
夕
、
胃
腸
ノ
粘
膜
品
モ
充
血
ナ
シ
。
立
（
他
＝
異
常
ナ
シ
。

第

五

例

犬

第

二

百

十

波

中

七

・
一
疋

山
加
工
腸
摘
端
閉
塞
設
置
、
「
ゴ
ム
’
嚢
孟
テ
惨
出
物
採
取
。

四
十
七
時
間
後
絶
命
、
直
チ
ユ
無
繭
的
＝
腹
腔
ヲ
開
タ
ュ
、
腹
腔
－
一
ハ
多
量
／
淡
紅
色

ユ
テ
潤
、
制
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
「
ゴ
ム
」
蛋
内
＝
モ
同
様
／
穆
出
物
三

O
路
ア

P
、
内
臓
腹
膜

－
ハ
一
般
－
一
純
度
／
充
血
ア
リ
。
「
ゴ
占
t
一議
内
ユ
ア
ル
閉
塞
腸
管
ハ
極
度
一
一
膨
浦
シ
、
内

容
ハ
暗
淡
紅
色
ノ
潤
濁
液
－
一
テ
其
量
九
五
施
ナ
リ
、
鼎
筑
波
膜
ハ
赤
黒
色
乃
至
淡
紅
色
ナ
9
、

粘
膜
モ
亦
赤
黒
色
乃
至
灰
白
色
品
テ
膿
脹
潤
濁
ア

H
。

地
慣
出
物
ノ
小
犬
－
一
一
封
ス
ル
毒
性

脇
信
出
物
ヲ
遠
心
器
一
一
テ
沈
澱
ν
、
上
清
ヲ
注
射
ス
。

〈
一
）
小
犬
宇
一
七
O
O
叉

穆
出
物
ヲ
ニ

O
蛇
腹
腔
内
へ
注
入
シ
タ
ル
品
八
時
間
後
絶
命
ス
、
剖
見
ス
ル
ユ
腹
腔
畠

ハ
・
少
量
ノ
赤
黒
色
／
穆
出
物
ア
リ
、
阪
膜
一
一
ハ
一
般
－
ニ
騨
皮
ノ
充
血
ア

p
、
胃
及
ピ
小

腸
／
粘
膜
品
ハ
充
血
ナ
夕
、
其
他
品
異
常
ナ
シ
。

（
二
）
小
犬
平
一
五

O
O気

穆
出
物
一

O
兇
ヲ
成
脱
内
へ
注
入
シ
担
ル
モ
健
十
世
。

合
一
）
小
犬
宇
一
四
五

O
蛇

穆
出
物
五
採
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
タ
ル
モ
健
在
。

第

六

例

第

六

十

九

競

平

七

・

五

庖

出
エ
腸
単
純
閉
塞
設
置
・
「
イ
ム
L
盗
品
テ
穆
出
物
採
取
。

三
五
八

〈
第
戒
競

一
九
六
）

術
後
二
十
四
時
間
三
腹
腔
ヲ
開
ク
＝
腹
腔
内
ユ

ハ
採
取
シ
得
ル
程
／
穆
尚
物
ナ
シ
、
「
ゴ

ム
」
嚢
内
＝
ハ
淡
黄
色

一一
テ
僅
力
三
綱
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
ロ
、
英
量
四
四
銘
。
閉
塞
腸
管

ハ
俄
カ
ニ
膨
満
シ
、
衆
液
膜
－
一
ハ
殆
ン
ド
袋
化
ナ
シ
。

四
十
八
時
間
後
腹
腔
ヲ
開
ク
ユ
腹
腔
内
＝
ハ
穆
出
物
殆
ン
ド
ナ
シ
。
「
ゴ
ム
L
嚢
内
＝
ハ

淡
紅
色
／
粉
濁
濁
セ
ル
穆
出
物
二
一
括
ア

p
。
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮

Z
W滅
シ
、
衆
液
膜

一
ニ
挫
皮
ノ
充
血
ア
リ
。

穆
出
物
ノ
小
犬
ニ
到
ス
ル
毒
性

〈
一
）
小
犬

S

一一

O
O瓦

二
十
四
時
間
後
採
取
シ
ダ
ル
穆
出
物
三
削
路
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
シ

9
1N
モ
異
常
無
ク
健

在
。

つ
一
）
小
犬
中
七

O
O叉

四
十
八
時
間
後
採
取
シ

タ
ル
穆
出
物
一
七
施
ヲ
注
入
シ
タ
ル
モ
健
在
。

第

七

例

犬

第

二

百

五

十

競

色

一

二

・

O
延

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
、
「
ゴ
ム
」
漉
ユ
テ
穆
出
物
採
取
。

九
十
五
時
間
後
開
腹
ス
ル
三
腹
腔
－
一
ハ
穆
出
物
ナ
シ。

空
腸
ハ
中
等
皮

ユ
膨
満
シ
、特訓

液
膜
ハ
帯
主
円
暗
紅
色
ナ
H
。

「
ゴ
ム
」
撃
内
Z

ハ
淡
紅
色
／
粉
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
一
八
路
ア
リ
。
腹
腔
ヲ
閉
鎖
シ
置
キ

タ
ル
モ
、
五
時
間
後
二
杷
命
三
剖
見
ス
ル
－
一
空
腸
ノ
衆
液
膜
ハ
軽
度
－
一
充
血
シ
、
粘
膜

モ
著
明
－
7
充
血
シ
暗
紅
色
ト
ナ
レ
リ
。
内
容
ハ
賞
褐
色
／
潤
濁
液
ナ
リ
。
胃
＝
モ
同
様
／

黄
褐
色
ノ
潤
濁
液
ア
ロ
。
其
他
ノ
臓
器
皐
異
常
ナ
シ
。

穆
出
物
ノ
小
犬
＝
謝
ス
ル
毒
性

小
犬

8

一一

O
O
叉

惨
出
物
一
五
路
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
λ

、
異
常
ナ
ク
健
校
。

第
一
例
乃
至
第
七
例
／
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
小
犬
一
一
臨
調
λ

ル
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
総
括
シ

テ
第
十
二
表
－
ご
京
ス
。



寅験第七表＋ 第

一番貌 1~－同意書i~！：完全｜腹腔内穆尚叫童九
腸管閉塞症＝於ケル腹腔内穆出物ノイ、犬＝封スル毒性

健

健
明

m

m
m
凹
同
一出

土

叩

一
畑

一

畑

一

端

一

純

一

雨

一

車

一

腸
祭

一

腸
塞

一

空
閉

一

空

間

一

ア

一

？

一

例
峨

一

例
械

一

第
耕

一

第
耕

一

健在

5立毛

健在15施95時間第七例 ！12.0疋l空腸単純i
,;p;250~：虎 1 8 ・｜閉塞 : 

第

一

－

一

節

所

見

概

括

（
一
）
、
賞
験
第
一
第
二
第
三
ヲ
総
括
シ
、
胤
清
及
ピ
腹
腔
内
湾
出
物
ヲ
注
射
シ
「
マ
ラ
ス
L
d
N

死
む
シ
タ
Y
時－一
A

「
マ
ヲ
ス
L

健
重

一
O
克－一

相到ス

Y
最
小
致
死
量
ヲ
、
若
シ
モ
「
マ
ク
ス
」
ガ
生
存
シ
タ
Y
時－一
A

最
大
注
射
量
ヲ
「
？
？
ス
」
瞳
重
一

O
克
－
一
相
営
ス

Y
量
ュ
換
算
シ
ア

コ
レ
ヲ
第
十
三
表
一
一
示
ス
。

第
五
港

「園、

原

箸
』d

牛

岡

健在

IO髭

三
一忠
九

（
第
或
銭

一
九
七
）



第＋三表 質験第一乃至第三総指表

（表中血清トアルハP.JJ~腸符腸間膜静脈ヨリ採取シタルモノナリ）
第
五
傘

F「

原

著

牛

問

死

死

妙
コ

3.0 

3.2 

1.8 死
仁 一一一一一一ーーーーーー！＝ lニ一一＝」＝＝＝士lτ二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝エニI＝ ，ニ＝ iー」ニニニ二二二二ニ二

血

血 生3.2 24時間清
第一例 ｜空腸

ノ、。
（
第
波
放

96時間

一
九
八
）

8.6 

病

L割竺骨~；~~！野！神

生

死

生

生

死

生

死

病

1.8 

4.0 

生3.8 閉塞部It誇

生

生3.2 

.9 

3.2 

（
イ
）
、
正
常
犬
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
ノ
採
取
シ
タ

Y
血
清
A

「
マ
ク
ス
L
韓
重
一

O
克
－
一
割
シ
最
大
量
三
・
八
蛇
マ
デ
注
射
シ
タ

Y
－
一
何
レ
モ
生
存

ス
、
コ
ノ
表
一
記
載
セ
ザ
Y
場
合
－
一
於
ア
モ
正
常
犬
ノ
血
清
A

鰻
重
一

O
克
一
一
ツ
キ
三
・

O
詫
マ
デ
A

殆

ン
ド
無
害
ナ

9
0
余
A

「？

ウ
ノ
ス」

開
重
一

O
克
乃
至
一
五
克
マ
デ
ノ
モ
ノ
ヲ
主
ト
シ
ア
採
用
ジ
最
小
致
死
最
ア
定
メ
タ

p
、
故
－
一
コ
レ
ヨ

9
小
ナ

Y
モ
ノ
ヲ
用
ア
レ
バ

三・

0

。

3.0 

2.7 

1.8 

3.0 

2.2 

3.3 閉塞前

72時間

96時間

96時間

E腸｜腹腔内穆出物I24時間

主主験第 二｜：第二例 ｜空腸｜腹腔内穆出物I12時間

第四表参照 ｜：第三例 ｜廻 腸｜腹腔内穆出物｜24日寺問

第四例 ｜廻腸｜腹腔内惨出物I67時間

生

生

生

1.7 

2.6 

l.'i 

96時間

7日

務第三例 ｜空腸 ｜血

閉塞前血



持
以
下
ノ
量
－
一
ア
モ
死
己
ス

Y

コ
ト
ア
Y

ペ
シ
。

（
ロ
）
、
腸
管
草
純
閉
塞
症
ヲ
設
置
シ
タ
Y

犬
ノ
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
静
脈
血
清
ヲ
注
射
ス
Y
時－一

A
7八
托
乃
至
二
・
五
括
ヲ
注
射
シ
タ
wr

場
合
ニ
モ
「
？
？
ス
」
ヲ
二
十
四
時
間
以
内
二
一
紫
ス
。
然
レ
共
「
マ
ク
ス
」
ニ
何
等
ノ
障
害
ア
輿
ヘ
ザ
Y
場
合
毛
屡
々
見
ラ

y
。
一
般
的
ニ
イ
ヘ

バ
閉
塞
設
置
後
七
十
二
時
間
以
上
鰹
過
セ
ザ
Y
場
合
ニ
A

毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
ム

Y

コ
ト
困
難
ナ
リ
。
サ
レ
ド
車
純
閉
塞
設
置
後
五
日
或
A

七
日
ヲ
経
過
シ
、
末
期
－
一
至

y
シ
モ
ノ
、
血
清
内
ニ
モ
毒
物
ヲ
謹
明
シ
得
ず
Y
場
合
モ
ア

y
。

（
A

）
、
軍
純
開
業
腸
管
ニ
腫
脹
、
充
血
、
・
掴
濁
等
ノ
襲
化
ガ
存
在
ス
U
Y

毛
、
血
清
内
二
毒
物
ノ
誇
明
サ
山
戸
、
場
合
ト
、
然
－
フ
ザ
Y
場
合
ト
ア

リ
ノ
。
コ
レ
ニ
反
ジ
ア
質
験
第
一
ノ
第
二
例
－
一
見
Y
ガ
如
ク
、
粘
膜
－
一
A

唯
腫
脹
ヲ
見
w
y

ノ
ミ
ナ
町
一
毛
、
血
清
－
二
銃
－
一
毒
物
ノ
読
明
ナ
山
戸
、

ガ
加
キ
場
合
モ
ア

9
0

（
ニ
）
、
腸
管
軍
純
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y

二
十
四
時
間
後
採
取
シ
タ
グ
’
腹
腔
内
穆
出
物
A

「
マ
ウ
ノ
ス
L
韓
重
一

O
克
－
一
一
封
シ
最
大
量
四
・

O
括
ヲ
注
入

ス
Y

毛
無
害
ナ

p
。
末
期
－
一
近
グ
キ
採
取
シ
h

y

y

穆
出
物
内
ニ
A

毒
物
ガ
詩
明
セ
ラ
w
y

、
毛
、
港
出
物
ト
同
時
－
一
採
取
シ
b

y

y

血
清
ト
ノ
毒

カ
ヲ
比
較
ス

Y

－
一
、
穆
出
物
ノ
毒
力
A

血
清
ヨ
リ
毛
一
樹
キ
カ
或
A

同
一
ニ
シ
ア
、
血
清
以
上
－
一
拐
、
ク
ナ
Y

コ
ト
ナ
シ
。

（
ホ
）
、
腸
管
単
純
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
腹
修
内
惨
出
物
－
一
毒
物
ヲ
讃
明
ス

Y
場
合
－
二
閉
塞
腸
管
ノ
粘
膜

－一
腫
脹
、
潤
濁
、
充
血
ヲ
見
Y
場
合
多

シ
。
之
レ
ニ
反
シ
47
粘
膜
－
一
腫
脹
、
掴
濁
、
充
血
ア
M
Y

モ
惨
出
物

一一
毒
物
ヲ
謹
明
セ
ザ
Y
場
合
モ
ア
リ
。

（
へ
）
、
腸
管
軍
純
閉
塞
症
－
一
ア
得
シ
腹
腔
内
穆
出
物
ヲ
六
十
度
－
一
、

一
時
間
加
熱
滅
菌
ス

Y

毛
、
毒
物
ァ
説
明
シ
得
Y

コ
ト
第
四
表
－
一
示
ス
ガ

問

問

／

0

4
M丹
、

L

（
ト
）
、
腹
部
大
動
脈
或
A

閉
塞
部
ヨ
9
モ
末
梢
ニ
ア
Y
腸
管
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ

y
採
取
シ
タ
w
F

血
清
－
一
A

毒
物
ヲ
謹
明
セ
ズ
。

会
己
、
貰
駿
第
四
、
第
五
ヲ
総
括
シ
、
血
清
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
ヲ
注
射
シ
、
「
マ
ク
ス
」
ガ
死
む
シ
タ
Y
時
－
一
山
「
マ
ク

ス
」
鰻
重
一

O
克－一

品到ス
w
y

最
小
致
死
量
ヲ
、
「
マ
ク
ス
」
ガ
生
存
シ
タ
M
F

時
－
二
最
大
注
射
量
司
／
「
マ
ヲ
ス
」
鰻
重
一

O
克
一
一
相
営
ス

Y
量
二
換
算
シ
ア
第
十
四

表
ニ
示
ス
。

第
五
巻

F『

原

著...... 

牛

悶

一ーノ、

（
第
武
務

一
九
九
）



貧験第四第五線指表表四＋ 第

第
五
血
管

F『
康

著
‘」

回

一占ハ

〈
第
式
競

ニ
O
O）

牛

（表中血清トアルノ、閉塞腸管腸間膜静脈ヨ P探取シタ Jレモノナリ〉

l閉塞ヲツク l怪~＂？童り10見瓦守1~ ~りス寸

賞験例 Iノ管部閉位塞試験物ノ種類I験ヂリ物シノ保時ヨ取間り試マI注＝封射量スルI二間命十後四／運時

第一例空腸腹腔内穆 出物 24日寺問 4.0路 生

貨店余第四 第一例 ~腸腹腔内i参出物 42時間 1.5 死

第八表参照 第二~J 廻腸腹腔内穆出物 48時間 4.2 生

第凶例廻腸腹腔内穆 尚物 72時間 '!..7 死

一一一一一一

I血清閉塞前 3φ昌 生

第一例十二指腸血 清 20日寺間 1.8 生

腹腔内穆出物 20日寺間 '3.5 生

一一
血清 閉塞前 2.9 生

第二例十二指腸血 清 28時間 2.8 生

腹腔内望書出物 28時間 2.6 死

寅験第五 血清閉塞前 1.8 生
第三伊j十二指腸

第第九十表表｝参照 腹炉内穆出物 28時間 0.48 死

血 清 47時間 2.4 生

l腹腔内穆出物 47時間 2.8 生

第四例空腸 血 清 95時間 3.5 生

腹腔内穆出物 95時間 1.1 死

第五例空腸腹腔内穆出物 47時間 0.18 死

同室腸血清 118時間叫l苑

（
イ
）
、
正
常
犬
腸
間
膜
静
脈

血
清
ノ
「
マ
ヲ
ス
」

ニ
劃
ス

y
毒
性
A

既

－一
記
載
シ
タ

y
ガ
如
ク
、

コ
ノ
場
合－一

於
ア
モ
「
7

ク
ス
」
鰻
重
一

O
克
ニ
封
ジ
三
・

O
粍
ヲ

以
ア
限
界
ト

ス
レ
バ
貫
験

第
五
第
六
例
ノ
百
十
八
時

間
後
－
一
得
タ
血
清
A

稿
有

毒
ト
見
倣
ス
ペ
キ

モ
ノ
ナ

リ
（
ロ
）
、
腸
管
雨
端
閉
塞
症
ノ

腹
腔
内
穆
出
物
ノ
毒
性
A

閉
塞
腸
管
ノ
部
位

－一ヨ
ηノ

甚
シ
ク
相
違
ス
。

賞
験
第
五
第

一
例
乃
至
第

三
例
ニ
於
ケ
Y
十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
ニ
一
於
ケ
U
F

惨
出
物
ノ
．毒
性
ヲ
見
Y

ニ
、
第
一
例
ニ
テ
A

二
十
時
間
後

－
一
採
取
シ
タ
Y

毛
／
ガ
「マ

ク
ス
」

鴨
重
一

O
克
二
一
費
三
ニ
・
五
艶
注
射
ス
w
y

毛
無
害
ナ
9
、
コ
レ
ユ
反
シ
ア
二
十
八
時
間
後
採
取
シ
タ
第
二
例
ユ
於
ア
A

ニ
・
六
路

－一ア
「
ア
ヲ

ス
」
ヲ
舞
ス
‘
ヨ
レ
ト
同
ジ
時
間
エ
採
取
ジ
タ
第
三
例
－
－
於
ア

A
0
・
四
八
路
て
ア
鑓
ス
。



空
腸
雨
端
閉
塞
二
一
於

e

プ
A

貫
験
第
五
第
四
例
ヲ
見
M
F

ニ
四
十
七
時
間
後
採
取
シ
タ
血
清
及
ピ
惨
出
物
川
無
毒
ナ

y
、
九
十
五
時
間
後
採
取
ジ

タ
血
清
二
ニ
・
五
掩
注
射
シ
ア
毛
無
害
ナ
U
Y

二
踏
出
物
A

了
一
括
ノ
注
射
－
一
テ
モ
有
毒
ナ

y
第
五
例
－
一
於
，
プ
A

同
様
四
十
七
時
間
後
採
取

シ
タ
穆
出
物
一
一
－
プ
モ

0
・
一
八
路
－
一
ア
「
？
？
ス
L
7
姥
ス。

相腹三コ管場大ノチニ 減出 賓期間斯
嘗路、ト内合ト程粘、菌物験ニ及如
ス内質営容ユナ、膜腸ス程第於 ピ
ノv t参験然ヌf 就 ノV ーノ管ノV 毒 四ア 賞雨
量出第ナ洩ア。般腫雨モ性ニ J、駿端
二物六 Y 出ノ余ニ脹端依強示穆勤閉
挽ノ、。スミ J、腹、悶然クス出物塞

算注第 レ’論肉腔掴塞ト六ガ物ノ症
シ射 七 バジ眼内濁症シ十如 J、相ユ
、量 ヲ 惨タ的惨 、ユ f 度ク著違ア
第ア総 出ノV ニ出 充ア毒ニ末シ ニ J、
卜小括 物ガ穿物血ハ性一期クヨ閉
五犬シ ノ、干しノ等腸ヲ時ニ毒 9 塞
表穂、 毒穿ヲ毒ノ管失間採力惨腸
ニ 重 血 性孔認力強ノ J、加取ヲ出管
示一清 ノシ メモ度獲ズ 熱ジ積物ノ
ス研及 増アザ亦ノ化。シタ加ノ部

ニピ ス腸ノV 強モ ~p j" i審ス毒位
、性ニ

ごを よエ ヨ

ノキ目 9 
P占違惨
J、ァ出
車 Y 物
純 。ノ

閉又毒
塞穆性
ニ出異
於物ノV

ケ J、ノ
ノν 初ミ
ト期ナ
異ニラ
ノV 於ズ

ヲi= P 血す
清主
ト笹
ノ．

間二
ヨ

毒 y
力憾
ノ ・ー

!-1-! 

差．物
語採
無 取
ケマ
レ J

－＂－ア
7ミノ
末時

第
五
品
世

馨
』d

牛

F『

原

回

賓験第夫第七総括表

同陥落議語主股注動雪射脈量凶害1工精運小犬命／ 

第一例 3日 21路

第二例 6日 13 15邦健在

第三例 4日1時間 2.4 4.9 健干’E

第四-9114日 24 43 健在

資験第六第五例 4日 55 29 ！健在

第六例 4日3時間 59 5 死亡

第七例 4日 55 ；＿；り 死亡

第八例 ／ 46 54 健在

第九例 ／ 104 39 健在

閉築ヲツク

貸験f列リシヨ取り試マ 小肢犬憾体a穆重一庖＝封射スノレ 小運犬命／ 

験物探 腹 出物注 量
デノ時間

第一例 24時間 57邦

第二例 69時間 47 

第三例 24時間 40 

第三例 72時間 :!5 死亡

第凶例 28時間 45 死亡

3霊験第七 第五例 47時間 u 死亡

第五例 47時間 6.ti 健在

第五例 47時間 ； ~A 健在

第六例 24日寺間 リ］ 健在

第六例 48時間 24 健在

第七例 95時間 14 健在

第＋五衰

－ ~ ，、

（
第
成
競

二
O
一

）



第
五
品
管

v園、

原

箸....... 

牛

国

ノ、

四

（
第
庶
務

二
O
ニ〉

（
イ
）
、
正
常
犬
ノ
血
清
A

賓
験
第
六
ノ
第
八
例
第
九
例
ニ
見
Y
ガ
加
ク
、
鰻
重
ノ
十
分
ノ
一
以
上
腹
腔
内
へ
注
入
ス

Y

モ
障
害
ナ
シ
。
宰
腸
腸

間
膜
静
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
ヲ
多
量
一
一
注
射
ス

Y

モ
、
第
九
例
ニ
見
Y
ガ
如
ク
障
害
ナ
シ
。

（
ロ
）
、
空
腸
箪
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
腸
間
膜
静
脈
及
ピ
股
動
脈
ヨ
リ
得
シ
血
清
ヲ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
w
y

毛
、
第

一
例
乃
至
第
五
例
－
一於
－プ
A

何

等
ノ
障
害
ナ
シ
。
第
六
例
第
七
例
－
一
於
ア
A

何
レ
モ
二
十
四
時
間
以
内
二
小
犬
ヲ
死
ロ
セ
シ
ム
。
市
シ
ア
何
レ
ノ
場
合
ニ
モ
慎
重
ノ
二
十
分

ノ
一
位
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ

y
採
取
ジ
タ
Y
血
清
ヲ
注
入
セ
ジ
ナ
リ
。

（
A

）
、
質
験
第
六
第
六
例
ニ
於
－
プ
A

血
腿
、
健
温
－
ご
獲
化
ナ
ク
脈
捧
ノ
ミ
稿
頻
敷
ト
ナ
リ
シ
時
一
採
血
シ

タ
Y
血
清
ナ
U
Y

ガ
毒
物
A

鐙
明
セ

4

フ
U
F

。
第
七
例
一
一
於
－
7

A

血
腿
既
－
一
下
降
シ
タ
Y

モ
ノ
ニ
採
血
ジ
タ
Y
血
清
ナ
Y
ガ
毒
物
謹
明
サ
Y
o

第
二
例
、
第
三
例
、
第
四
例
A

血
煙

下
降
し
v
、
採
血
附
難
ナ
Y
時
期
ノ
血
清
ナ
Y
ガ
毒
物
ヲ
謹
明
ス

Y
能
A

ズ
。
第
五
例

ニ
ア
A

血
暦
梢
下
降
シ
、
動
物
憾
伴
シ
タ
カ
ラ
採
血

シ
、
大
量
ノ
血
清
ヲ
注
入
シ
タ
y
d
N

毒
物
ヲ
謹
明
セ
ズ
。

（
ニ
）
、
質
臨
第
六
ニ
於
ケ
グ
’
丞
腸
ノ
盤
化
つ
毒
物
ア
謹
明
シ
タ
ur
第
六
例
第
七
例
二
一
於
ア
A

粘
膜
一
一
著
明
ナ
Y
充
血
、
腫
脹
ア
リ
ノ
。
然
シ
乍

－
フ
大
凡
同
ジ
程
度
ノ
援
化
ア
Y
他
ノ
例
－
二
毒
物
ア
説
明
セ
ズ
。

（
ホ
）
、
貫
駿
第
七
二
於
ケ
Y
腹
腔
内
惨
出
物
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
見
Y

ニ
、
空
腸
単
純
閉
塞
症
ノ
場
合
－
二

湾
出
物
－
一
毒
物
ヲ
謹
明
ス

Y
能

A

ズ
（
第
六
例
第
七
例
牽
照
）
。

腸
管
雨
端
閉
塞
症
ノ
末
期
日
一
於
ケ
ル
腹
腔
内
穆
出
物
λ

腸
管
－
一
穿
孔
ノ
無
キ
時
期
－
一
一
於
－
プ
モ
有
毒
ト
ナ
ゲ
，卸
チ
第
五
例
ノ
如
キ
寅
験
第
六

ノ
有
毒
ナ
M
F

第
六
例
第
七
例
ノ
血
清
ヨ
リ
モ
著
シ
ク
有
毒
ナ

y
。
南
端
閉
塞
症
－
一
於
－
ア
惨
出
物
ガ
血
清
以
上
－
一
有
毒
ト
ナ
Y

2
ト
A

貫
駿
第

五
ノ
「
？
内
ノ
ス
」
ニ
一
於
ケ
Y
毒
力
試
験
／
結
果
ト
同
一
ナ
リ
ノ
。

（
へ
）
、
腸
管
雨
端
閉
塞
症
ニ
於
’
プ
A

粘
膜
及
ピ
疑
液
膜
－
一
一
腿
帳
、
掴
濁
、
充
血
ノ
著
明
ナ
U
F

モ
ノ
程
、
穆
出
物
ノ
毒
力
モ
亦
強
シ。

（
四
）
、
以
上
述
ペ
タ

Y
所
見
－
一
ヨ

y
、
血
清
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
一
一
合
マ

y
、
「
イ
レ
タ
ス
」
毒
物
ノ
大
凡
ノ
分
布
ヲ
知
M
Y

ヲ
得
タ

y
。
卸
チ
腸

管
箪
純
閉
塞
症
－
一
一
於

d

プ
コ
「
イ
V

内
ノ
ス
」
毒
物
A

末
期
－
一
近
グ
ク
ユ
従
ヒ
‘
腸
間
膜
静
脈
血
清
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
内
－
一
盆
々
濃
厚
－
一
合
？



M
F

、
ニ
至
U
F

。
一
叩
シ
ア
穆
出
物
内
二
A

血
清
内
ヨ
リ
モ
少
量
－
一
合

7
y
、
ヵ
、
或
A

同
量
ユ
ジ
ア
、
コ
レ
以
上
ニ
合
マ
w
y

、
コ
ト
ナ

ジ
。
腸

管
南
端
閉
塞
症
－
一
炉
、
品
j

A

、
末
期
－
一
近
グ
ク
ニ
従
ヒ
、
腸
間
膜
静
脈
血
清
内
ヨ

y
モ
寧
ロ
腹
腔
内
穆
出
物
内
へ
多
量
ニ
毒
物
グ
移
行
ジ
、
腹

膜
ニ
ヨ
リ
ニ
ア
吸
牧
セ
ラ
U
F

。
斯
ク
ノ
如
ク
「
イ
レ
タ
ス
」
ノ
種
類
ニ
ヨ

9
4プ
毒
物
ノ
吸
牧
機
縛
ニ
差
異
／
ア
グ
毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
A

何
人
モ
注

車
問
中
セ
ザ
Y
ト
コ
ロ
ナ
リ
ノ
。

第
三
章
急
性
腸
管
閉
塞
症
エ
於
ケ
ル
血
液
夜
ビ
腹
腔
内
彦
出
物
内
ノ
「
ト
リ
ブ
・

νン
」
Z
就
テ

急
性
勝
管
閉
塞
症
ニ
於
，
ァ
腸
管
内
容
一
一
腐
敗
及
ピ
醗
酵
ヲ
起
シ
、
液
韓
ガ
充
満
ジ
、
内
肱
ガ
充
準
ス

Y
時
－
一
、
其
腸
液
内

ニ
合
マ

Y

、
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ガ
如
何
ナ
Y
蓮
命
一
一
成

p
行
ク
カ
ニ
就
－
プ
ノ
研
究
A

甚
ダ
少
シ
。
閉
山
O
Z
5
2
3・
氏
A

宰
腸
及
ピ
廻
腸
－
一
南
端
閉
寒
一
腸
管
ヲ
設
置

シ
、
六
時
間
乃
至
四
十
八
時
間
後
三
腹
腔
内
法
出
物
ヲ
採
取
シ
、
多
数
ノ
場
合
－
一
於
ア
穆
出
物
内

ニ
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
ヲ
詩
明
シ
得
タ
ソ
ト
イ

プ
。
然
レ
共
同
氏
ノ
「
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
L
謹
明
法
－
一
就
ア
λ

詳
細
ナ
Y
記
載
ナ
ク
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ノ
存
在
モ
只
定
性
的
－
一
読
明
シ
タ
グ
’ノ
ミ
ナ

9
0
余
A

先
ヅ
閉
塞
腸
管
内
容
内
ノ
「
ト
リ
プ

ジ
ン
」
ヲ
定
量
シ
、
腸
間
膜
静
脈
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
内
ノ
「
ア
シ
チ

ト
y
プ
シ
ン
」
ア
定

一
量
ジ
、
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
シ
」
ヲ
「
ク
ロ
ロ
フ
オ
U
Y

ム
」
一
一
ヨ

y
消
滅
サ
セ
ア
血
液
及
ピ
穆
出
物
内
ノ
「
ト

y
プ
シ
シ
」
ヲ
定
量
セ
リ
。

「
ト
リ
．
7
シ
ン
」
「
7
ン
チ
ト
リ
ブ
シ
ン
L
検
査
方
法

第
一
節

（
甲
）
「
ト

P
プ
シ
ン
」
／
定
量
的
検
査
方
法

「
ト
り
プ
シ
ン
L

ノ
定
量
法
＝

ハ
種
々
ア

p
、
余
ハ
比
較
的
簡
単
孟
シ
テ
然
モ
割
A
A

－－一正

確
ナ
ル
吋
E
Z－
T
43
氏
「
カ
ゼ
イ
y
」
法
ヲ
用
フ
。
酵
素
ノ
作
用
ハ
水
素
「
イ
オ
ン
」
／

影
響
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
大
ナ
レ
パ
反
際
調
節
液
ヲ
用
ヒ
テ
水
素
「
イ
オ
ン
」
濃
度
ヲ
一
一
定
＝
保

ツ
必
要
ア
リ
、
生
理
的
会
砲
水
＝
ハ
酵
素
ヲ
破
」
塚
ス
ル
飲
匙
ア
レ
ド
、
反
際
調
節
液
孟
ハ

コ
ノ
侠
勤
ナ
シ
。
反
感
調
節
液
ト

シ
テ
井
上
氏
＝
従
ヒ
、
次
ノ
庭
方
ヲ
用
7

1
N
2

ト
小
林

露
関
ノ
爾
氏
ュ
問
、
J

。

食

強

八

・

五

叉

三
分
F

一
分
子
第
一
一
燐
殿
前
胃
達
一
分
｝

－
抽
出
合
液

一戸一
分
ノ
一
分
子
第
二
燐
酸
曹
達
二
分
）

五

0
・0
銘

第
五
念

「『
康

箸
¥....J 

牛

関

蒸
潟
水
ヲ
加
へ
金
量
ヲ

一
0
0
0括
ト
ナ
λ

。

勺
ロ
プ
ケ

0
22
氏
法
一
一
テ
ハ
前
詑
反
際
調
節
液
ノ
外
＝
「
カ
ゼ
イ

ン
L
溶
液
ト
醗
酸
「
ア
ル

ヨ
ホ

ル
」
溶
液
ガ
必
要
ナ
リ
。

「
カ
ゼ
イ
ン
」
溶
液
ハ
・
次
ノ
知
タ
調
製
見。

メ
ル
ク
製
「
カ
ゼ
イ

ン
L
E
E
F
］
－

E
Nd－－
E
E
H
E）

0
・
五
瓦

メ
ル
タ
製
結
晶
炭
酸
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」

0
・
五
叉

蒸

溜

水

一

O
O姥

布
ノ
モ
／
ヲ
混
和
シ
、
加
、議
シ
テ
「
カ
ゼ
イ

ン
ガ
」
全
ク
溶
解
シ

テ
透
明
ト
ナ
リ
シ
時
一
一

加
温
ヲ
中
止
シ
、
冷
却
シ
、

0
・
八
五
%
殺
世
間
食
腹
水
ヲ

加

で

会
長
ヲ
五

O
O
姥
ト
ナ

シ
氷
室
内
z

貯
蔵
ス
、

一六
五

（
第
式
競

ニ
O
三
〉



第
五
品
位

F岡、
原

岡

箸
.....i 

牛

餅
酸
、
ア
ル
コ
ホ
ル
」
溶
液
ハ
次
ノ
知
ク
調
製
ス
。

氷

勝

中

酸

（

日

本

薬

局

方

）

了

O
施

純
「
ア
ル
ヨ
ホ
ル
」
（
日
本
薬
局
方
）
五

0
・
0
銘

訪

問

、

清

水

四

九

・

O
耗

右
抽
出
利

検
査
方
法

一
列
ノ
試
験
管
三
氏
態
調
節
液

7
0耗
ヅ
、
ヲ
入
レ
、
次
－
一
定
量
ス
ベ

キ
酵
素
山
市
液

一

・
0
沌
ヅ
、

ヲ
第
一
及
ピ
第
二
試
験
管
＝
入
レ
、
第
二
試
験
管
内
ノ
反
際
調
節
液
ト
酵
素
裕

液
ト
ヲ
ヨ
ク
混
和
シ
了

O
掲
ヲ
第
三
試
験
管

ニ
入
ル
、
順
序
＝
ヨ

レ
ヲ
反
覆
シ
テ
倍
数
品

稀
際
シ
、
最
後
／
試
験
管
ヨ
リ
一
・

O
路
ヲ
棄
テ
、
第
二
試
験
管
以
下
ユ
反
際
調
節
液

一－

O
ヅ
、
ヲ
加
へ
「
カ
ゼ
イ
ン
」
溶
液
ニ
・

O
沌
ッ
、
各
試
験
管

畠
入
レ
ヨ
ク
混
和
シ
、
次
－
一

三
十
八
度
品
加
温
シ
ダ
水
楠
－
一
入
レ
、

一
時
間
後
取
出
シ
、
冷
水
＝
テ
＝
一
分
間
冷
却
シ
、

．
氷
断
機
「
ア

ル
コ
ホ
ル
」
六
滴
ヅ
、
（
約

0
・
二
施
ナ
リ
）
加
ヘ
テ
経
夕
張
盗
λ

。
若
シ
モ
「
カ

ゼ
イ
ン
」
ず
完
全
一
一
消
化
サ
レ

テ
居
ル
時
品
ハ
無
色
透
明
ナ
レ
ド
、
「
カ
ゼ
イ

ン」
ガ
残
留

ス
ル
時
ニ
ハ
試
験
管
内
溶
液
／
上
暦
ρ
白
色
浪
濁
輪
ヲ
生
ズ
。
微
盆
ノ
醇
素
ヲ
読
明
セ

y

－ハ

水
構
内
へ

二
十
四
時
間
入
レ
置
キ
、
取
出
シ
テ
猷
耐
階
。
ア
ル
コ
ホ
ル
」
ヲ
加
7

ル
コ
ト

前
者
＝
同
ジ
。

計

骨

外醇
素
放
ヲ
表
ハ
λ

＝
ハ
酵
素
溶
液

7
0絡
が
一
時
間
或
ハ

二
十
問
時
間
内
＝
過
不
及

ナ
ク
前
詑
「
カ
ゼ
イ
ン
し
溶
液
ヲ
消
化
ス
ル
量
ヲ
施
ヂ
表
ハ
シ
タ
数
ヲ
以
テ
ス
。
例
へ
バ
六

十
四
倍
酵
素
稀
様
液
了

O
組
問
＝
テ
「
方
ゼ
イ
ン
」
溶
液
二
・

O
粍
ヲ
一
時
間
内
ユ
滑
化
ス
ト

ス
レ
バ
次
ノ
知
ク
記
載
ス
。

臼
∞
。
（
J

報
知はい

F

ωV内定
ド
】凶∞担問博

二
十
問
時
間
内
＝
消
化
ス
ト
Z

レ
パ
弐
／
知
タ
詑
哉
ス
。

日∞。（
‘

報
知
伸

、

ー
は
司
M
X
E
H
H
凶
∞
慣
待

閉
塞
腸
管
内
容
内
「
ト
リ
プ
シ
ン

’定
量
法

一
六
六

（
第
式
競

ニ
O
閲
〉

念
性
腸
管
閉
塞
症
／
場
合
品
ハ
、
腸
管
及
ピ
腎
内
容
ハ
甚
シ
ク
潤
濁
シ
、
旦
コ
／
巾
一
－

多
数
ノ
細
菌
ア
レ
パ
、

コ
レ

三
百
マ
ル
、
結
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
定
量
ハ

甚
ダ
困
難
ナ

p
。

「
ト
り
プ
シ

ン
」
及
ピ
細
菌
ハ

何
レ
モ
陶
製
機
過
器
7
遁
過
セ
ズ
、
加
熱
ス
レ
パ
雨
者
共
＝

破
壊
セ
ラ
ル
、
放
＝
細
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ノ
混
合
液
ヨ
リ
「
ト
リ
プ
シ

y
L
／
ミ
分
総

ス
ル
コ
ト
ハ
殆
ン
ド
不
可
能
ナ
リ
。

余
円
閉
塞
腸
管
内
容
Z

含

マ
ル
、
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
定
量
ヲ
次
／
知
夕
食
施
λ

。
先
ヅ

腸
管
内
容

7
0銘
ヲ
試
験
管
一
－
入
レ
、
反
際
調
節
液
九
・

O
銘
ヲ
加
へ
、
硝
子
棒
E

テ
ヨ

ク
羽
山
和
シ
、
ヨ
レ
ヨ
り
五
・

O
銘
ヲ
取
リ
テ
「
ス
ピ
ッ
ツ
、
グ
ラ
ス

」
－
一
入
レ
、
「
メ
ル
ク
純

ク
ロ
、
フ
オ

ル
ム
L

了

O
路
ヲ
加
へ
、
時
々
振
塗
シ
テ
二
十
分
間
室
温
ユ
放
置
シ
、
二
十

分
間
一
分
時
二
千
回
鱒
ノ
電
気
遠
心
機
＝
テ
沈
澱
サ
セ
テ
上
清
ヲ
採
取
シ
、
前
託
ノ
方
法

昌
ヨ
リ
テ
醇
事
員
長
ヲ
定
量
ス

。

「
ト
リ
プ
－
v
ン」
溶
液

－一「
ク
ロ
ロ
フ
オ
ル
ム
」
ヲ
作
用
セ
シ
ム
レ
パ
、
コ
ノ
中
ニ
ョ
、
ル

、
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン
」
／
作
用
消
滅
シ
、

溶
液
ヲ
遠
心
沈
澱
ス
ル
時
品

ハ
容
易
三
透
明

ナ
ル
上
清
液
ヲ
得
－
フ
ル
。
コ

レ
＝
反
シ
テ
「
タ
ロ
、

フ
オ

ル
ム
L
7
加
ヘ

ザ
ル
時
＝

ρ

、
遠

心
沈
澱
λ

ル
モ
透
明
ナ
ル
上
位
制
ヲ
得
ル
能
ハ
て
。

「
ク
ロ

、
フ
オ

ル
ム
」
ヲ
「
ト
リ
プ
シ
Y

」

－
一
作
用
セ
シ
ム

ル
同

二円
「
ト
り
プ

シ
ン
」
モ
障
害
サ
ル

、
ガ
、
其
程
度
甚
ダ
摂
徽
ナ

レ
パ
、

倍
数
稀
鰐
＝
司
ル
定
量
法

＝
テ
ρ

其
障
害
ヲ
認
ム
ル
能
ハ
ズ
、
故
一
一

「タ

ロ、

フ
オ
ル
ム
」

ヲ
用
フ
ル
毛
余
ノ
場
合
＝
於
テ
ハ
結
果
一
－
談
差
ヲ
来
サ
ズ。

「
カ
ゼ
イ
ン
」
ハ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

、
「エ

レ
プ
シ

ン
」－一

ヨ
リ
テ
モ
分
解
サ
ル

ル
＝
ヨ
リ
、
余
ノ
方
法
ユ
ヨ
リ
テ
得
タ
ル
「
ト
リ
プ
シ
ジ
」
盆
ノ
中
＝
ハ
一
，
ェ
レ
プ
シ
ン
」
／

量
モ
亦
含
マ
ル
ル
筈
ナ
リ
。

－
次
ユ
開
閉
塞
腸
管
内
骨
骨
内
＝

ρ

多
量
／
細
前
ヲ
含
有
ス
。

余
ハ
犬
－
一
於
テ
十
二
指
腸
単
純

閉
塞
凶
例
、
空
腸
皐
純
閉
塞
五
例
、
廻
腸
車
純
閉
塞
＝
一例
、
大
腸
単
純
問
答
ニ
例
、
幽
門

閉
塞
ニ
例
、
十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
二
例
、
空
腸
及
ピ
大
腸
雨
端
閉
塞
各

一
例
総
計
二
十
例

ノ
閉
塞
腸
管
内
容
ヲ
ナ
ル

ベ
ク
閉
塞
部
＝
一
接
近
シ
テ
採
取
シ
、
寒
天
斜
面
＝

二
十
四
時
間

培
養
シ
、
一
例
ノ
寒
天
札
制
面
－
ニ
民
源
調
節
液

一
O
粍
ヲ
加
ヘ
テ
細
菌
乳
剤
ヲ
製
シ
、
ヨ
レ



ヲ
原
液
ト
シ
テ
俗
敏
＝
稀
由
梓
シ
、
前
記
／
「
ト
り
プ
シ

y
」
定
量
法
且
ヨ

H
テ
酵
素
量
ヲ
定

一

量
セ
シ
ュ
、
十
四
例
＝
於
テ
「
カ
ゼ
イ
y
」
ヲ
分
解
ス
ル
酵
素
ヲ
詮
明
シ
、
其
量
ハ
二
十
四

時
間
法
－
－
ヨ
リ
最
小
八
車
位
、
最
大
五
百
十
二
単
位
ナ
り
キ
。
故
＝
閉
塞
腸
管
内
容
内
酵

素
7
前
託
「
カ
ゼ
イ
y
」
法
－
一
テ
定
量
ス
ル
時

＝
ハ
細
前
／
影
響
ヲ
モ
願
慮
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
定
量

一
一
「
エ
レ
プ
シ

ン
」
ノ
作
用
ス
ル

コ
ト
ナ
キ
「
7

イ
プ

H
Y
」塊
、
メ

ツ
ト
氏
蛋
白
小
管
、
血
清
培
養
基
ヲ
用
7

レ
パ
「
エ
レ
プ
シ
ン
」
／
作
用
ハ
阻
止
サ
ル
、
ガ

・

細
菌
ノ
作
用
ヲ
阻
止
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
畠
於
テ
モ
「
ク
ロ
、
フ
オ
ル
ム
」
ヲ
加

ヲ
レ
パ
、
細
菌
ノ
作
用
ハ
多
φ
阻
止
サ
ル

、
ガ
完
全
－
一
非
ズ
。

要
ス
ル

－
一
「
ム
レ
プ
シ

ン
」

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
、
細
菌
／
混
合
物
内
ヨ

p
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
ノ
ミ

ヲ
確
貸
z

定
量
ス
ル
コ

ト
ハ
甚
ダ
困
級
ナ
リ
。
然
シ
余
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
閉
塞
腸
管
内
z
於
ケ
ル
大
凡
／
蛋
白

分
解
／
程
度
ヲ
知
ル
ノ
ガ
主
眼
ナ
レ
パ
、
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
品
ヨ
り
テ
得
シ
酵
素
景
ヲ
「
ト

リ
プ

シ
y
」
量
ト
シ
テ
詑
総
ス
、
従
ツ
テ
コ
レ
ユ
ハ
若
干
／
「
エ
レ
プ
シ
ン
L

及
ピ
細
菌
－
一

ヨ
り
分
解
サ
レ
シ
酵
素
量
モ
亦
含
有
サ
ル。

腸
管
内
へ

ρ

白
血
球
ガ
腸
粘
膜
ヨ
リ
遊
走
シ
、
腸
管
内
デ
山
崩
壊
シ
、
コ
レ
＝
含
マ
レ
シ

蛋
白
分
解
酵
素
モ
亦
遊
離
ス
、
コ
ノ
酵
素
モ
「
カ
ゼ
イ
ン
」
ヲ
分
解
ス
ル
品
ヨ
リ
、
前
記
／

方
法
デ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
定
量
旦
レ
パ
、
コ
レ
ユ
ヨ
ル
「
カ
ぜ
イ
ン
」
分
解
量
モ
亦
混
合
ス

ル
J

ト
、
ナ
ル
。

〈
乙
）
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
債
測
定
法

ヲ
ム
，o
お
5
2＝－
E
m－
v円
3
・2
雨
氏
ノ
方
法
ヲ
弐
／
知
ク
鑓
夏
シ
9
モ
ノ
ヲ
用
7
c

先

ヅ
次
／
溶
液
ヲ
調
製
ス
。

（
イ
）
、
「
ト
リ
プ
シ

ン
」
標
準
液

‘HaH
・1
守
王
子
up
J

】」吋

Z
A
L
E－－
L
Z
e
k
〔

4

乞
＝
含
マ
ル
ル
「
ト
り
プ
シ
ン
」
量
丹
製
ロ
m
－－

ヨ
リ
多
少
／
相
違
ア
リ
、
余
ρ

コ
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
了

O
支
ガ
前
記
ノ
定
量
法
デ
一
時

間
Z

「
四

0
0
0」
沌
／
「
カ
ゼ
イ
ン
」
溶
液
ヲ
、
過
不
及
ナ
ク
消
化
ス
ル
モ
／
、
ミ
使
用
ス
。

先
ヅ
コ
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
強
化
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
乾
燥
器
内
へ
貯
て
使
用
前
＝
正
確
－
一

7
0
0
0
叉
ヲ
秤
量
シ
、
反
際
調
節
液
一

O
O沌
＝
溶
解
シ
9
モ
ノ
ヲ
標
準
溶
液
ト
ナ

第
五
念

著

国

「園、

原

守エ

A

、
コ
レ
ハ
分
解
シ
易
イ
品
ヨ

p
使
用
前
二
副
製
ス
。

（
ロ
）
、
「
カ
ゼ
イ
ン
L
溶
液
、
醗
敵
「
ア
ル
コ
ホ
ル
L

溶
液
ハ
「
ト
リ
プ
シ

ン」
定
量
時
ト
同
様

－
二
調
製
シ

9
ル
モ
ノ
ヲ
用
7
。

会
〉
、
被
検
液

血
液
内
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
L
検
査

－三

血
、
清
ヲ
用
ヒ
、
腹
股
内
穆
出
物
、
閉
塞
腸
管

内
容
内
「
ア
ン
チ

ト
リ
プ

シ
ン
」
7
検
ス
ル
z
ρ

電
気
遠
心
機
＝
テ
沈
澱
シ
テ
よ
清
ヲ
使
用

A

、
何
レ
／
場
合
＝
モ
反
際
調
節
液
－
一
テ
百
倍
／
稀
孫
液
ヲ
銅
製
ス
。

検
査
方
法

二
列
ノ
多
数
ノ
試
験
管
7
用
意
ス
二
列
ノ
試
験
管

ユ
ハ
「
ト
リ
プ
シ

ン
」
標
準
液
ヲ

0
・

0
七、

0
・
0
六、

0
・
0
五
、
0
・
0
川、

0
・
0
三
児
ヲ
入

レ
、
反
態
調
節
液
ヲ
加
ヘ
テ

金
量
ヲ
ニ
・

O
括
ト
ナ
ス
。
他
ノ
一
列
／
試
験
管
＝
ハ
「
ト

p
プ
シ

ン
」標
準
液
ヲ

一・

0
、

0
・
九
五
、

0
・九
O
、
0
・
八
五
、

0
・八

O
、
0
・
七
五
、

0
・七

O
、

0
・
六
五
、

0
・六

O
i
－－－

0
・一

五
、
0
・一

o、
0
・
C
八、

0
・
0
六、

0
・
0
四
蛇
7
順
衣
ユ

入
レ
、
次

－
一
反
際
調
節
液
ヲ
加
へ

テ
全
量

7
7
0
ト
ナ

丸
、
夏

ユ
百
倍
稀
帽
梓
被
検
液
一

・
O
沌
ヴ
、

ヲ
加
へ
安
説
－
一
十
五
分
開
放
註
ス
、
前
者
ヲ
掛
照
試
験
ト
ナ
シ
、
後
者
ヲ
木
試
験
ト
ナ
λ

、

コ
ノ
封
照
及
ピ
木
試
験
／
試
験
管
全
部
＝
「
カ
ゼ
イ
ン
」
浴
液
7
二
・
O
邦
ヅ
、
ヲ
加
ヘ

テ

ヨ
ク
混
和
シ
、

三
十
八
皮
水
槽

＝
正
確
z

一
時
間
入
レ
、
取
出
シ
テ
冷
水
＝
テ
三
分
間
冷

却
シ
、
直
チ
二
郎
階
「
ア
ル
コ
ホ
ル
」
・
浴
液
ヲ

六
浦
（
約

0
・
二
銘
）

ヅ
、
ヲ
滴
下
シ
軽
タ
振

渥
ス
。

計

算封
照
試
験
ハ
毎
常
「
ト
リ
プ
シ

y
」
標
準
液
ヲ

0
・
0
凶
犯
人
レ
シ
モ
ノ
ハ
傍
カ
三
綱
濁

シ、

0
・
0
五
路
以
上
入
レ
シ
モ
ノ
ハ
殆
ン
ド
透
明
ナ
り
。
本
試
験
＝
於
テ
ハ
「
ア
ン
チ
ト

リ
プ
シ
ン
」
ガ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
－
一
比
シ
過
量
品

存
在
ス
ル
試
験
管
ハ
白
色
二
姻
濁
シ
、

不
充
分
＝
存
在
λ

ル
ス
ル
モ
ノ
ハ
透
明
ナ
リ
、
雨
者
／
限
界
デ
殆
ン
ド
透
明
ナ
ル
試
験
管

内
／
「
ト
F
プ
シ

ン
」
量
ヲ

0
・
四
五
路
ト
ス
レ

パ
・次
／
知
ク
記
載
ス
。

心
部
。
（
u

r
u

可
叱
中
二
刈
．
：

J

貧
｜
｜
1
（

2
0
1
9
5
x
－Z
L
C

H

F

M

 

，、
七

（
第
或
披

ニ
O
五〉



第
五
各

F『

原

著
........ 

国

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

y
」
債
ト
ハ
一
－

O
施
／
一
夜
検
波
ガ
過
不
及
ナ
ク
阻
止
シ
得
ル
「
ト

p

プ
シ
ン
」
標
準
液
ノ
量
ヲ
掲
デ
表
ハ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（
丙
）
血
液
及
ピ
穆
出
物
内
「
ト
り
プ
シ

y
」
検
査
方
法

血
液
内
ユ
ハ
多
量
ノ
「
ア
ン
チ
ト
り
プ
シ

y
」
ガ
含
有
サ
ル
、
正
常
犬
血
清
「
ア
ン
チ
ト

リ
プ
シ

ソ
」
僚
ハ
通
常
四

O
前
後
ナ
リ
。
卸
チ
血
清

7
0銘
ハ

三
十
八
度
一
時
間
法

－－司

P
一
六

O
O単
位
ノ
「
カ
ゼ
イ
ン
」
消
化
力
7
有
ス
ル
「
ト
リ
プ
シ

y
」
ノ
作
用
ヲ
過
不
及
ナ

ク
阻
止
ス
、
従
ツ
テ
血
清
ヲ
直
接
1

カ
セ
イ
ン
」
－
一
作
用
サ
ス
ル
モ
消
化
セ
ラ
レ
ザ
ル
コ
ト

ハ
嘗
然
ナ
リ
。
然
レ
共
血
清
－
一
「
ク
口
、
フ
オ
ル
ム
’
一
ヲ
作
用
サ
λ

ル
ト
、
コ
ノ
「
ア
y
チ

ト
リ
プ
シ
ン
」
ガ
殆
ン
ド
全
部
消
失
ス
ル
ロ
ト
ハ
ワ
己
2
2
Mロ
均
三
d

《同
一句。

s
z
E
＝
ヨ
リ
テ

千
九
百
三
年
Z

俊
表
セ
ラ
レ
、
英
後
旬
。
乞
山
口
問
、
出
話

uz－何回
P
E
F
5m勺コ
－
民
主
一
戸
プ
伊

津
府
周
吉
、
宮
田
訂
－
一
ヨ
リ
這
試
シ
説
明
セ
ラ
レ

9
p。
コ
ノ
原
理
ヲ
臆
用
シ
－

T
E
F
Z
Z
－

其
共
同
研
究
者
・
尚
三
一
＝
及
ピ
宮
田
ハ
血
液
内
蛋
白
分
解
酵
素
ヲ
定
量
h
y
F
リ
、
コ
／
定

一

量
ユ
旬
。

zr－H
及
ビ
己
主
一
コ
ハ
非
蛋
白
繁
素
ノ
定
量
法
7
耐
服
用
シ
、
宮
田
ハ
＝
－
L
I
C
P
－2

R

氏
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
7
用
7
0

一

余
ハ
腸
管
閉
塞
症
z
於
テ
腸
管
内
容
ガ
停
滞
ス
レ
パ
、
内
容
内
／
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ガ
血

一

波
或
ハ
政
腔
内
一
穆
出
物
＝
移
行
λ

ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
検
ス
ル
鴛
メ
ュ
、
次
／
如
ク
賞
施
シ
タ
り
。

一

検
査
方
法

一

（
一
）
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
注
射
器
一
－
テ
二
・

O
犯
ノ
血
液
ヲ
採
取
シ
、
J

レ
一一

一

一
%
ノ
割
合
z
物
株
酸
曹
達
ヲ
加
ヘ
シ

0
・
八
五
%
食
酪
水
二
・

O
均
ヲ
混
和
シ
、
血
液
ノ

一

凝
閲
ヲ
防
グ
0

・
次
品
電
気
遠
心
機
品
テ
血
球
7
沈
澱
ガ
セ
、
血
祭
ヲ
分
離
ス
。
腹
腔
内
崎
啓

一

出
物
－
一
モ
否
問
機
－
一
杓
陥
麻
酔
一
首
遼
加
食
盤
水
ヲ
等
分
－
一
加
へ
、
コ
レ
－
一
含
マ
レ
シ
繊
維
素
一

原
ノ
凝
回
ヲ
防
比
ス
。

以
上
ノ
壁
－
一
ヨ

H
テ
「
ト
日
プ
シ
ン

」
ガ
繊
維
素
一
一
；
吸
着

7
7ヲ
阻
止
ス
。

一

第
二
節

賓

方

法

験

資
験
動
物
及
ピ
手
術
方
法
ハ
第
二
章
第
一
節
＝
漣
ペ
タ
ル
モ
／
ト
同
一
ナ
日
。
血
液
ヲ

閉
塞
部
品
接
近
シ

9
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
ヨ

P
採
取
シ
、
第
一
飾
品
説
ベ
タ
ル
血
液
内

八

（
骨

m
式
競

二
O
六〉

次
＝
赤
血
球
ヲ
溶
解
シ
テ
「ト

P
プ
シ
ン
」
溶
液
内

へ
加
フ
ル
ト
、
「
ト

p
プ
シ
ン」
ノ
作
用

ヲ
障
害
ス
ル
ヨ
ト
ハ
宮
田
モ
貸
験
シ
タ
ル
所
ナ
リ
。
而
シ
テ
全
血
液
－
－
「
タ
ロ
、
フ
オ
ル

ム
」
ヲ
加
へ
ル
ト
、
「
一
ク
ロ
、
フ
オ
ル
ム
」
ハ
赤
血
球
ヲ
溶
解
ス
ル
Z

ヨ
リ
、

コ
レ
ヲ
漣
ク

ル
然
メ
ニ
血
祭
ヲ
分
離
シ
テ
用
フ
。
拘
地
跡
酸
曹
達

ハ
0
・五
%
ノ
滋
皮
ユ

テ
ハ
「
ト
り
プ
シ

ン
」
ノ
作
用
ヲ
障
害
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
笈
験
シ
得
担
ル

一一
ヨ
リ
、

コ
レ
ヲ
血
液
凝
固
防
止
z

用
フ
ル
モ
隊
筈
ナ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
。

（
二
）
分
離
シ

9
ル
血
祭
或
ハ
穆
出
物
ノ
上
清
ア
全
部
他
／
「
λ

ピ
ツ
ツ
グ
ラ
ス
」
昌
入
レ

ヨ
レ
＝
「
d

ル
ク
純
ク
ロ
、
フ
オ
ル
ム
」
了

O
沌
ヲ
加
へ
、
時
々
劇
シ
ク
振
塗
シ
テ
二
十

分
間
室
温
＝
放
置
シ
、

一
分
間
二
千
四
締
／
電
気
遠
心
機
－
一
テ
沈
澱
サ
セ
、
「
ク
ロ

、
ァ
オ

ル
ム
」
ヲ
分
離
シ
、
上
清
ヲ
採
取
シ
テ
飯
三
記
載
シ
タ
ル
「
カ
ゼ
イ

ン」
法
昌
ヨ
リ
テ
「
ト
り

プ
シ
ン
L
7
定
量
ス
。
遠
心
機
J
T
沈
澱
ス
ル
時
間
ハ

二
十
分
間
ト
ス
。
血
衆
内
「
ア
ン
チ
ト

リ
プ
シ
ン
」

ハ
血
耕
地
問
、

「
ケ
ロ
、
ア
オ

ル
ム
」
一
ノ
割
合
＝
加

へ
、
援
塗
シ、

、
一
0
分
開

放
詮
λ

ル
ト
、
阪
Z

七
五
%
消
失
シ
、
ニ

O
分
後
一
一

ハ
大
凡
九
五
%
前
後
消
失
シ
、
一
一
一

O

分
或
ハ
一
時
間
放
置
λ

ル
モ
大
凡
同
様
／
状
態
ナ
リ
、
故
エ
「
ト
リ
プ
シ

ン」
定
量
／
場
合

＝
ハ
一
一
0
分
間
「
ク
ロ
、

7

オ
ル
ム
L

ヲ
作
用
サ
セ
タ
リ
。

「
ト
リ
プ

シ
ジ
」
定
量

ユ
ハ
娘
テ
二
十
四
時
間
法
ヲ
用
7
0

血
祭
盆
7

0
・
二
五
路
ヨ

p

多
量
三
期
ヒ
シ
場
合
＝

て

献
酸
「
ア
ル
コ
ホ
ル
」
ヲ
加
フ
ル
盆
少
イ
時
＝

ρ

透
明
ナ
レ
バ
、

一
見
シ
テ
「
カ
ゼ
イ

ン
t
ガ
消
化
サ
レ
タ
ト
誤
認
ス
ル
J

ト
ア

p
、
然
レ
共
多
量
＝

醗

酵
1

ア

ル
コ
ホ
ル
」
ヲ
加
へ
シ
揚
令
ュ

ρ

、
蛋
白
質
ガ
凝
固
シ
テ
潟
、濁
ヲ
生
ジ
、
結
果
ヲ

不
明
瞭

ナ
ラ
シ
ム
、
コ
レ
ガ
旬
o
Z宮
崎
氏
／
注
意
シ

タ
ル
ガ
如
ク
「
力
ぜ
イ
ン
L
法
／
鉄
勤
ナ

p
。

故
二
余
ハ
酔
酸
「
ア
ル
コ
ホ
ル
」
ハ
常
ュ

0
・
二
路
7
用
ヒ
、
胸
衆
合
致
ガ

0
・
二
五
銘

ヨ
P

多
量
／
場
合
－
一
得
シ
結
果
ヲ
除
外
シ

9
p
。

一
「
ト
リ
プ
シ
ン
騒
を
法
－
一
従
ヒ
「
；
プ
シ
ン
L
7
定
量
シ
、
血
清
内
／
「
、ア
ン
チ
ト
P
プ

一

シ
ン
」
モ
亦
閣
時
－
－
定
量
ス
。
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
採
取
方
法
モ
毒
性
試
験
ト
同

一
／
方
法



－－従
7
。
コ
レ
－
－
含
7

ル
、
「
ト

P
プ
シ
y
」
「
ア
y
ヂ
ト
り
プ
ジ

ン
」
／
定
量
ハ
血
液
ノ
場

一

合
ト
問
機
－
一
賞
旋
ス
。
最
後
－
一
閉
塞
腸
管
内
容
ヲ
探
取
シ
テ
コ
レ
－
一
合
7

b

ル
「
ト
ヲ
プ

一

急
性
腸
管
車
純
閉
塞
症
－
－
於
ケ
ル
寅
験
記
録

シ
ン
L

僚
ハ
三
五
乃
至
五

O
ナ
リ
。

腹
腔
内
惨
出
物
ハ
何
レ

モ
淡
黄
色
透
明
ヂ
採
取
シ
得

ル
量
ハ
少
量
ナ

p
、
コ
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン
」
償
ハ
五
乃
至
ニ

O
／
問

－一ア
リ
テ
、
耳

静
脈
血
血
清
一
一
於
ケ
ル
ヨ

P
モ
常
＝
小
ナ
リ
。

腸
管
単
純
閉
塞
症
ニ
於
ケ
ル
血
液
、
腹
腔
内
穆
尚
物
及
ピ
閉
袋
一
腸
管
内
容
内
「
ト
P
プ

ジ
ン
」
、
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
検
査
ノ
笈
験
ハ
多
ク
ノ
場
合
旦
第
二
章
第
二
節
＝
記
載

シ
タ
ル
毒
性
試
験
ト
同
時
＝
行
ヒ
タ
リ
、
故
二
昼
夜
ス
ル
賓
験
記
銭
ハ
省
略
シ
タ
レ
パ
前

章
ヲ
参
照
セ
ラ
レ
タ
シ
。

第
－
例

犬

第

九

十

九

球

中

八

－

八

庖

第
二
章
第
二
節
賓
験
第
三
第
四
例
参
照

第

二

例

犬

第

九

十

時
抗
宇

一
一
・
五
庖

向
上
質
験
第
三
第
二
例
参
版

第

三

例

犬

第

九

十

一
波

平

一

一一一
・
O
砥

同
上
質
験
第
一ニ
第
一
例
参
照

第

四

例

犬

第

九

十

七

務

中

一

二

・

O
延

同
上
貧
験
第
三
第
五
例
参
照

第

五

例

犬

第

九

十

六
競

♀

一
六
・
五
庖

同
上
貸
験
第

一
第
二
例
参
照

第

穴

例

犬

第

百
十
八
競

8

一
三
・
五
延

同
上
笈
験
第

一
第
四
例
参
照

第

七

例

犬

第

百

二
十
三
披

平

一

了

五

延

空
腸
単
純
閉
塞
設
置
。
術
後
第
六
日
ヨ
リ
元
気
衰

へ
始
ム
。

第
七
日
印
チ
百
六
十
六
時
間
後
品
ハ
撚
伴
甚
シ
夕
、
篠
臥
シ
テ
立
タ
ズ
。
直
テ
－
一
開
腹

ス
ル
ユ
腹
腔
＝

ρ
穆
出
物
ナ
シ
、
空
腸
ハ
著
シ
タ
膨
減
λ

、
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
中
一
－

第
三
筒

正
常
犬
ユ
関
ス
ル
貨
験

健
全
ナ
ル
犬
／
腹
腔
7
開
キ
、
手
術
創
ヨ
リ
掛
川
出
見
ル
血
液
／
A
Y
シ
モ
腹
腔
一
一
入
ラ
ザ

ル
様
＝
注
意
シ
テ
腹
股
内
穆
出
物
ヲ
保
取
シ
、
同
時
二
斗
静
脈
ヨ
リ
血
液
ヲ
採
取
シ
テ
是

等
＝
含
マ
ル
、
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
ヲ
測
定
シ
、
第
十
六
表
－
一
示
シ
タ
目
。

表

正常犬ノ：耳静脈血血清ト腹股内穆出物トノ

Lアンチ トリ プシン可僚

ー・．，、＋ 第

問 ｜稔重性rfr1腕時議？？？？
15 4iう4.7庖♀第一例

日1.5 

10 

司王｜三i亘二一
14.6庖 早150 1~~j(~透明｜ ω 

15 

20 

1.0 

0.5 

淡策色透明35 4.6庇 ♀第凶伊j

第六例

第
五
巻

第
十
六
表
ヲ
見
ル
ニ

正
常
犬
ノ
耳
静
脈
血
ヨ
リ
分
離
シ

タ
ル
胤
清
ノ

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

，...、
原

著
'-' 

牛

岡

シ
ン」

ヲ
定
量
ス
O

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
y
」
／
定
量

エ
耳
静
脈
血
ヨ
リ
血
清
ヲ
分
離
シ
、

ヨ
レ
ヲ
用
ヒ
9
ル
場
合
モ
ア
り
。

一
六
九

（
第
式
競

二
O
七〉



第
五
容

F『

原

著..... 

牛

悶

絶
命
ス
。

剖
見
ス
ル
品
目
宵
ハ
膨
満
シ
、
策
褐
色
ノ
潤
濁
液
－
－
テ
満
9
ザ
レ
、
粘
膜
－
－
ハ
潟
、
濁
ア

p
。

表

腸管単純閉寒症＝於ケル血液， 1空腹内穆出物s 閉塞腸管内容／

L トリプシゾ及ピLアンチトリプシン1量

セ＋ 第

一一
…
h

m

一川一問7
7
1
1

山一

一
同
一
巴
巴

u
－
El－

－

安
一
戸
止
と
よ
却
一
／
一

／一

／
一お
お
一
土
／
一
必

棚

LU庁
川
区
住

U
7
f
E川

盤
以
ρ
岨

2
7
7
L
i
i
j
i
／一

二

土

器

一一一一一面
一端一一一
一時一一
一一一一一一
一一一一一一

当
町
当
吋
ヨ
叫
弓
司
副
司
「
明

抑
止
問
中
一
問
中
一
弔
問
出
品
調
需
品

一一一一一一…品一一一一一…
一一一一

｜間
i ：犬番~

寅験例｜ ｜閉塞部位｜時
｜鰻重，性

~5 ービ二＿＞＿ I ~12~ 

空
腸
／
内
容
モ
亦
暗
貧
褐
色
ノ
濁
濁
液
ナ
リ
、
粘
膜
孟
ハ
若
シ
キ
充
血
、
酒
濁
及
ピ
糖
脹

ア
リ
、
衆
液
膜
－
一
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
ル
／
ミ
。
其
他
／
臓
器
一
一
異
常
ナ

ν。

第
八
例
犬
第
六
十
八
時
抗

宇

一
0
・
五
庖

空
腸
単
純
閉
塞
7
設
置
シ
、
「
ゴ
ム
」
率
一
一
テ

穆
出
物
7
採
取
ス
ル
様
ユ
シ
、
二
十
凶
時
間
後

腹
腔
ヲ
開
キ
検
ス
ル
て
腹
腔
一
一

ハ
惨
出
物
ナ

夕
、
「
ゴ
ム

」
翼
内
＝
ハ
淡
紅
色
／
柑
酒
濁
セ
ル

穆
出
物
ア
リ
、
其
量
二
一
銘
ナ
リ
、

空
腸
品
ハ

軽
度
ノ
膨
満
ア
ル
ノ
ミ
。

凶
十
九
時
間
後
動
物
ハ
衰
弱
シ
死
亡
耳
、
直

チ
Z

腹
腔
ヲ
開
ク
＝
腹
腔
－
－

ハ
少
量
ノ
淡
紅
色

品
テ
時
間
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
、

「
ゴ
ム

業

内

＝
モ
大
凡
同
様
／
穆
出
物
五
・

O
沌
ア
リ
。

国同
ハ
軽
度
＝
膨
満
シ
、
少
量
／
黄
褐
色
ノ
濁

濁
液
ア
リ
。
空
腸
ハ
中
等
皮
－
一
膨
満
シ
、
内
容

ハ
灰
白
色
ノ
潤
濁
液
ナ
リ
、
時
刻
液
膜

－－

ハ
制
拙
皮

ナ
レ
ド
、
粘
膜
＝
ハ
温
度
ノ
充
血
ア
リ
、
叉
腫

脹
潤
濁
モ
ア

p
。
英
他
／
臓
器

品
異
常
ナ
シ
。

第
九
例

犬

第
六
十
九
波

平

七

・
五
庖

第
二
章
第
二
節
目
貧
験
第
七
第
六
例
参
照

第

＋

例

犬

第

百

六

十

戒

中

九

・

七

冠

同
上
質
験
第
一
第
六
例
参
照

第
＋
－
例
犬
第
一
白
六
十
五
披

8

一
三
・
六
庖

同
上
貨
験
第
一
第
七
例
参
照

前
記
第

一
例
乃
至
第
十
一
例
a
於
ケ
ル
「
ト

~IJ 

ti40 

不

ーヒ。
（
第
球
続

二
O
八
）

:l5uo （ー）



リ
プ
シ
y
」
及
ピ
「
ア
ン
チ
ト
H
プ
シ
ン
」
量
測
定
／
結
果
7
第
十
七
表
－
一
示
ス
。

以
上
ノ
所
見
ユ
河
リ
腸
佐
官
単
純
閉
塞
症
－
－
於
テ
ハ

（
一
）
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
血
清
／
「
ア
ン
チ
ト
P
プ
シ
y
」
償
ハ
閉
塞
が
十
二
指
腸
＝

ア
ル
場
合
＝
テ
モ
、
空
腸
品
ア
ル
場
合
－
一
テ
モ
、
何
レ
ュ
モ
末
期
ユ
近
ヅ
ク
＝
従
ヒ
多
少

増
加
ス
、
増
加
ノ
程
度
ハ
動
物

ユ
ヨ
リ
相
違
ス
。
然
レ
北
ハ
コ
ノ
静
脈
血
衆
品
「
ト
リ
プ
シ

ン
」
ヲ
詮
明
ス
ル
能
ハ
ズ
。

〈
ニ
〉
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
「
ア
ン
チ
ト
り
プ
シ
シ
」
領
ハ
最
低
二
五
、
最
高
閲
O
ナ
日
、
何

レ
ノ
場
合
ユ
モ
「
ア
シ
チ
ト
リ
プ
シ
ン
L
ヲ
詮
明
シ
得
タ
レ
ド
「
ト
リ
プ
シ
y
」
ヲ
一
回
モ
設

明
ス
ル
能
ハ
ズ
。

（
一
－
一
）
閉
塞
腸
管
内
容
内
＝
ハ
＝
一
十
八
度
一
時
間
法
品
ヨ

H
最
小
一
六
O
単
位
ヨ
リ
最
大

五
一
二

O
単
位
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
含
有
λ

、
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
含
有
量
ノ
大
小
ハ
動
物

－
－
ヨ
リ
相
違
シ
、
時
間
的
関
係
ハ
存
在
セ
ザ

ル
ガ
知
シ
。
「
ア
y
チ
ト
リ
プ

シ
y
」
ヲ
詮
明

ス
ル
山
由
民
ハ
ズ
。

（
四
〉
閉
塞
腸
管
＝
ハ
粘
膜
＝
腫
脹
7
見
ル
ノ
ミ
ノ
場
合
ト
、
高
度
ノ
充
血
、
服
版
、
酒

、濁
7
見
タ
ル
場
合
ト
ア
リ
タ
レ
ド
、
何
レ
ノ
場
合
＝
於
テ
モ
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
血
祭

及
ピ
穆
出
物
品
川
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
詮
明
ス

ル
能
川
ザ
リ
キ
。

第
四
節

急
性
腸
管
南
端
閉
塞
症
－
－
於
ケ
ル
賓
験
記
録

第
・it
例

コ
ノ
笈
験
ハ
第
二
章
第
二
節
－
一
ア
ル
賓
験
ト
同
時
三
行
ヒ
9
レ
パ
、
資
験
記
録
／
重
複

ス
ル
モ

ノ
ハ
省
略
セ
リ
。
前
章
ヲ
参
照
セ
ラ
レ
ョ
。

第
－
例
犬
第
百
七
十
五
銑

8

一
四
・
五
砥

第
二
章
第
二
節
賓
験
第
五
第
一
例
参
照

第
二
例
犬
第
百
七
十
三
波
平
一
三
・
六
廷

同
上
貸
験
第
五
第
二
一
例
参
照

第

三

例

犬

第

百
H

七
十
四
球

平

一四・

O
廷

同
上
賓
験
第
五
第
三
例
参
照

第
四
例
犬
第
百
五
十
時
蜘

S

一
三
・

O
廷

十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
設
置
。
術
後
二
十
四
時
間
頃
ヨ
リ
念
激
＝
脱
力
衰
弱
加
ハ

p
、
術

後
二
十
九
時
間
二
杷
命
ス
。
直
チ
ユ
無
菌
的
ユ
腹
腔
ヲ
開
ク

ュ
、
腹
腔
－
一
ハ
約
八
O
施
／

赤
黒
色
ノ
酒
、
濁
セ
ル
穆
出
物
ア

p
。
十
二
指
腸
ハ
甚
シ
ク
影
満
シ
、
内
容
ハ
赤
黒
色
ノ
酒

、
濁
液
＝
テ
其
量
ハ
四
一
詫
ナ
リ
、
策
液
膜
ハ
充
血
シ
テ
暗
赤
色
ト
ナ
ル
、
粘
膜
モ
充
血
シ

テ
赤
黒
色
ヲ
曇
シ
、
周
時
一
二
腫
脹
溜
濁
ア

p
。
胃
、
小
腸
其
他
ノ
臓
器
－
一
異
常
ナ
シ
。
穆

出
物
7
採
取
シ
、
コ
ノ
「
ト
リ
プ
シ

ン
し「
ア
ン
チ
ト
P
プ
シ
ン
」
ヲ
定
量
ス

。

第
五
例
犬
第
六
十
一
般
平
八
・
五
庖

第
二
章
第
二
節
貿
験
第
七
第
三
例
参
照

第
五
巻

著
~ 

国

F『

原

牛

犬
第
二
百
九
披

5

八
・
七
延

岡
上
質
験
第
五
第
四
例
参
照

犬
第
二
百
十
競
♀
七
・
一
延

岡
上
貸
験
第
五
第
五
例
参
照

前
認
第
一
例
乃
至
第
七
例
昌
於
ケ
ル
「
ト
リ
プ
シ

ン
」
「ア

ン
チ
ト
P
プ
シ
ン
」
検
査
／
結

果
ヲ
第
十
八
表

＝
示
ス。

以
上
ノ
所
見
＝
ヨ

F
腸
管
爾
端
閉
塞
症
－
一
於
テ
ハ

（
一
）
耳
静
脈
血
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

ン
」
債
ハ
殆
ン
ド
費
動
セ
ズ
。
第
六
例
＝
於
テ

僅
カ
－
二
増
加
セ
ル
ノ

ミ
。

〈
ニ
）
腸
間
膜
静
脈
血
持
病
内
Z

ハ
何
レ
ノ
場
合
＝
モ
「
ト
り
プ
シ
シ
」
ヲ
詮
明
ス
ル
能
ハ
ズ

（
＝
一
〉
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
債
ρ

一
五
乃
至
三

O
ナ
p
。

（
四
）
末
期
＝
採
取
シ
タ
ル
腹
腔
内
穆
・
出
物
内
ユ
ハ
一
一
十
四
時
間
法
．－一
ヨ
リ
「
ト
リ
プ
シ

y
」
ヲ
詮
明
シ
得
ル
場
合
多
シ
。
十
二
指
腸
雨
端
閉
塞
一
三
於
テ
ハ
空
腸
雨
端
閉
塞
＝
於
ケ

ル
ヨ

P
モ
多
量
一
一
詮
明
サ
ル
。

（
五
）
閉
塞
腸
管
内
容
ユ
ハ
「
ト
リ
プ
シ
y
」
ノ
含
量
少
キ
場
合
多
シ
、
第
三
例
乃
至
第
五

例
z

於
テ
ハ
一
時
間
法
晶
司
レ
パ
二
十
単
位
以
下
ナ
リ
、
然
ル

＝
二
十
四
時
間
法
ユ
ヨ
ル

時
＝
ハ
第
四
例
、
第
六
例
＝
於
テ
ハ
千
二
百
八
十
単
位
以
上
モ
鐙
明
サ
ル
、
コ

レ
細
菌
ガ

第
七
例

七

（
第
式
競

二
O
九〉



第
五
巻

F『

原

箸
‘d 

牛

国

閉塞腸管

珊脈融｜町 内山
閉寒腸管内容内

賞験例
犬番就 血清ア血血 トリ 7・ し トリ 7• シ：..－＇

閉塞部f立時間ンナしト P Lトリ Lアンチよ

健重，性 < 司1 ・ン 1’ トリフシ ":4。~1中
月τ位τ向、単位i日B出。1単位ン可 位

第一例 第17庖5披0 

二棚！同
（（ 一ー） ） 14.5 35 30 160 320 

第二例1第3.r3競 十 出~ － （ー）
)[f♀ 35 25 160 80 

第三例 第4.174盟主 十二指腸2閉8日寺塞間後前 ／ ／ 1 0庖 平 30 （一） 640 

第四例1第3.150競 十二指腸2D時／間後 ／ ／ 
。庖 8 15 320 2560 

r 

2閉4塞 前
45 （ー）

第五例 r56庖1蛾♀ 空腸
時間後 4.5 15 

（（（ ーーー） ） ） 不 lll~
48時間後 45 

（（－ー）) 
15 

72時間後 4ふ 15 

第8.209競 4閉7時時銭間間前
30 

（（ ーー） ） 
第六例 空腸 ;);) 20 （ー） 320 

7庖 5 !l5a幸 後俊 35 ー） 25 40 1280 

第七例
第210波

空腸 4閉7塞 前 35 
7.1庖 ♀ 時間後 1ふ 40 80 

腸管雨端閉塞症＝於ケル血液，腹腔内i参出物，
内容／ Lトリプシン六アンチトリ プシン寸i孟

第＋八表

－ヒ

（
第
戒
磁

二
一

O
〉

津
山
含
7

ル
、
が
免
メ
－
一
着

シ
タ
e

「
カ
ゼ
イ
ン
」
消
化
カ
／
増
加
シ
タ
ト
見
ル
ベ
キ

モ
／

J
T
、
全
部
ガ
「
ト
り
プ

シ
ン
」
－
一
ヨ
リ
消
化
セ

ラ
レ
n
ア
ル
エ
井
ズ
。
内
容
内
＝
ハ

「
ア
ン
チ

ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
設
明
セ
ズ
。

（
六
）

閉

塞

腸
管

？
肉
眼
的
三
者
シ
キ
拙密
化
ヲ
認
ム
ル
モ
ノ
＝

ハ
穆
出
物
内

ニ

「
ト
リ
プ

シ
y
」
詮
明
セ
ラ
ル
。

第
五
節

急
性
腸
管
閉
審
症
Z
於
ケ
ル
豚
液
晴
置
ノ

血
清
茂
ビ
腹
腔
内
港
出
物
ノ
毒
性
Z
反
ポ

ス
影
響

時
牌
液
ガ
閉
塞
腸
管
内
へ
流
入
ス
ル
7
防
止
シ
タ
時
品

、
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
寄
り
採

取
シ

9
血
清
及
ピ
腹
腔
内
惨
尚
物
ノ
「
マ

ウ
A

」
ユ
当
月

ル
毒
性
ガ
如
何
二
礎
化
ス
ル
カ
ヲ

検
シ
タ
リ
。
降
波
ヲ
峨
置
ス

ル
＝
円
余
ハ
先
ヅ
小
勝
管
ヲ
見
出
シ
、
コ
レ

ヲ
周
囲
組
織
ヨ

リ
分
鍛
シ
テ
二
重
一
一
結
繋
シ
、
英
問
ヲ
切
断
ス
。
夫

－
一
大
勝
管
ヲ
周
閤
組
織
ヨ

リ
分
離
シ

出。－
ξ
Z
R
氏
法
＝
ヨ

P
一
時
的
勝
管
棲
ヲ
設
置
ス
。

即
チ
大
勝
管
ヲ
十
二
指
腸
開
口
部

一
一
接
近
シ
テ
佐
和
裁
シ

、
時停
管
－
7
小
切
開
ヲ
加

へ
テ
コ

、
ヨ
リ
勝
管
内
へ
小
曲帽
子
管
ヲ
婦
人

シ
、
硝
子
管
ヲ
位
和
紫

－
一
ヨ
リ
勝
管
－
一
閲
定
シ
、

コ
ノ

固
定
シ
タ
ル
部
分
ト
先
キ

ユ一
緒
鉄
シ

タ
ル
部
分
ト
ノ
開
＝
於
テ
勝
管
ヲ
切
断
シ
、
大
網
膜

で
小
孔
ヲ
穿
チ
、
硝
子
管
ヲ
コ
ノ
小

孔
ヨ
リ
腹
腔
外
＝
尚

三

皮
膚
－
一
固
定
ス
、

腹
膜
、
筋
肉
層
、
皮
膚
ヲ

一
般
／
法
式
二
位

ヒ
テ
縫
合
シ
、
腹
腔
ヲ
閉
欽

ス
。
大
勝
管
ガ
一
匁
タ
テ
間
モ
ナ
ク
二
分
シ

テ
小

ナ
ル
勝
管

＝

分
校
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、

ヲ
ノ
場
合
－
一

ハ
硝
子
管
ヲ
菊
入
シ
得
ザ
ル
＝

ヨ
p
、
二
重

＝
緒
。紫

ジ
テ
葉
間
ヲ
切
断
ス
。

腸
管
閉
塞
／
設
経
方
法
、

試
験
材
料
採
取
方
法
、

毒
性
試
験
ノ
方

法
等
ハ
第
二
章
第
一
節
ニ

詑
載
シ
タ

ル
方
法
一
ご
従
7
。

第

一

例

犬

第

九

十

五

競

8

一
0
・0
延

大
勝
管
及
ピ
小
勝
管
ヲ
共

＝
一
結
繋
シ

9
ル
ニ
、
犬
ハ

元
気
ヲ
F
生
存
ス
。

六
日
間
経
過

シ
テ
力
一
フ
再
ピ
腹
腔
ヲ
開
キ
、
空
腸
単
純
閉
塞
ヲ
設
置
ス
。
閉
塞
ヲ
設
置
シ
テ
カ
ラ
二
一日

後
＝

内
、
犬
ハ
精
元
気
表
7
。
七
十
二
時
間
後

－－
腹
腔
ヲ
開
キ
シ
＝
、
腹
腔

孟
抽
宮
山
同
物
ナ



夕
、
空
腸
ハ
中
等
度
ニ
膨
溺
λ

。
空
腸
腸
間
膜
静
脈
ヨ
ザ
採
血
シ
，
コ
ノ
血
管
／
分
移
ス

ル
腸
管
ヲ
切
除
シ
、
再
ピ
閉
塞
ヲ
設
今

タ

ル

ミ

十
三
時
間
後
絶
命
ス
。
切
除
シ
タ
腸
管

ノ
内
容
ハ
暗
線
色
／
酒
、
濁
波

一一
シ
テ
、
勝
訴
液
膜
－
一
ハ
軽
度
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
Z

ハ
高
度

／
充
血
ア
り
テ
、
同
時
一
二
腫
脹
溜
淘
ヲ
見
ル
。
閉
塞
腸
管
内
容
－
エ
百
マ
ル
、
「
ト
リ
プ

シ

ン
」

量

ハ
二
十
四
時
間
法
－
一

テ
二
五
六

O
単
位
ナ
リ
。
血
清
／
「
マ
ウ
ス
」
一
一
封
ス
ル
毒
性

試
験
／
結
果
ヲ
第
十
九
表
－
一
示
λ

。
コ
ノ
例
－
一
テ
ハ
閉
塞
前
二
採
取
シ
タ
血
清
／
寸
マ
ウ

ス
」
憾
重
一

O
瓦
ユ
針
ス
ル
最
小
致
死
量
ハ
二
・
六
兆
ナ
リ
。
然
ル
ユ
七
十
二
時
間
後
採
取

シ
タ
血
清
ノ
最
小
致
死
量
ハ
一
・
七
姥
ナ
レ
パ
、
七
十
二
時
間
後
／
血
清
ハ
稀
有
毒
ナ
ヲ
ト

イ
フ
ベ
キ
ナ

p
。
閉
袋
腸
管
内
容
＝
「
ト
リ
プ
シ
ン
」ヲ
詮
明
ス
ル
ハ
、
閉
塞
腸
管
内
容
－
一

ハ
多
数
／
細
商
ア
ル

ユ
ヨ
リ
、
コ

レ
ニ

ヨ
リ
テ
寸
カ
ゼ
イ
ン
」
ガ
分
解
セ
ラ
レ
ル

ト
イ
7

コ

ト
モ
可
能
ナ
ル
品
ヨ
リ
‘
強
イ
テ
勝
液
ガ
洩
出
シ
テ
腸
管
内
へ
流
入
ジ
タ

ト
見
倣
ス
ベ
キ

モ
ノ
＝
モ
非
ザ
ル

ペ
ジ
。

第
二
例

犬

第

百

三

十

三

弦

一

二
・
一
一
地

小
勝
管
ヲ
結
砂
州
シ
、
大
麻
向
目
＝
・
繍
子
管
ヲ
持
入
シ
テ
際
管
疲
ヲ
造

p
、
空
腸
単
純
閉
塞

ヲ
訟
能
ス
。

術
後
第
二
日
ヨ

pρ
勝
管
痩
ヨ
リ
透
明
ナ
ル
勝
液
／
掛
川
出
ス
ル
ヲ
見
ル
第

五
日
＝
ハ
衰
弱
シ
、
歩
行
ヲ
背
ゼ
ズ
。
直
チ
ニ
腹
腔
ヲ
開
ク
て
腺
腔
－
一

ρ
穆
向
物
／
存

在
7
認
メ
ズ
。
空
腸
ρ

著
シ
タ
膨
満
ス
。
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
中
ニ
死
亡
ス
。
剖
九
シ

タ
ル
－
－
胃
ハ
京
協
州
及
ピ
策
補
色
／
潤
濁
液
一
一
テ
充
満
シ
、
粘
膜
臆
脹
ス
。
空
腸
ノ
内
容
ハ

黄
褐
色
ノ
調
濁
液
ナ
り
、
閉
塞
部
三
氾
ヅ
タ
＝
従
ヒ
殺
液
膜
及
ピ
粘
膜
ニ
充
血
ノ
程
度
増

加
シ
、

殊
ユ
粘
膜
ハ
暗
紅
色
乃
至
赤
黒
色
ト
ナ
リ
、
腫
脹
潟
、
湖
モ
亦
著
明
ナ
リ
。
其
他
／

臓
器
＝
ハ
異
常
ナ
シ
。

閉
塞
腸
管
内
容
ノ
「
ト

P
プ
シ
ン
」
量
ρ

二
十
四
時
間
法
Z

テ
六
百
四
十
単
位
ナ
リ
。
血

清
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
7
第
十
九
表
ユ
示
ス
、
「

マ
ウ
ス
」
怪
童
一

O
叉
＝
艶
シ
閉
塞
前
－
一

探
血
シ
タ
ル
血
清
ハ

ニ
・
九
蛇
ヲ
、
五
日
後

＝
採
取
シ
タ
血
清
三
一一・
三
姥
ヲ
注
入
シ
タ
ル

ガ
無
事
暗
ナ
リ
。

第
一
宇
一
例

0 

犬

第
百
六
十
一
披

0 

一
二
・
二
託

第
五
単
位

r、
原

著
1-j 

1¥ 

同

小勝管ヲ位和紫シ、大勝管工脈管療ヲ造p、十二指腸単純閉塞ヲ設置λ。術
後第四日－一モ勝管療ヨリハ透明ナル勝液／流出スルヲ見ル。腹腔ヲ開ク＝腹

腔－一ハ穆出物ナシ。十二指腸ハ中等皮品膨満ス。採血中一二杷命λ。制見見ル

－一回目ハ高度＝膨満シ、淡黄色ノ透明ナル波多量＝存在ス。十二指腸ノ内容ハ

暗黄褐色、泥状－－テ其量ハ0・八京、粘膜及ピ時点液膜一一ハ程度ノ充血アル／

鵬ヲi~I正！帯万五犬番~
グリシ ウス－， !fl!. 

採血部位 ヂリ採ノ血日寺 重注射

15.5支 4.0路 死

膜空腸静腸脈間
12.0 3.0 止主

閉塞前 11.7 2.0 生

第一物j 10.0庖
11.0 1.0 生
11.0 0.5 生

空 腸 16.0 4.0 死第!l5盟主 色

膜g;;腸静腸脈間
13.2 3.0 死
11.7 2.0 

死生11.2 1.0 
11.0 0.5 生
14.0 4.0 生

膜空腸静腸脈間
12.7 3.0 生

第二例 12.1廷 閉塞前 ll.5 2.0 生
空 腸 10.0 1.0 生

第133盟主 色 10.0 0.5 生

要膜i暴静露関脈 12.2 4.0 生
5日 12.0 2.0 

生生8.5 1万一

12.2庖 目腸撃十静二指脈

8.2 3.0 生
生

第三伺j 8.0 1.0 生

0 =t~ 臨
7.5 0.5 生

第161披
4日 8.5 1.75 死

4日
8.5 3.0 死
7.5 2.0 苑

第
＋
丸
一
表

於
ケ
ル
血
清
ノ
「
マ
ウ
ス
L

－一
謝
ス
ル
毒
性

腸
管
翠
純
閉
塞
症
ニ
鮮
液
瞭
置
ヲ
施
シ
M

タ
ル
場
合

－一

七

（
第
威
時
抗

二
一

一）



第
五
島
信

F『

原

牛

回

著

ミ
。
小
腸
某
他
ノ
臓
器
－
一
異
常
ナ
シ
。

十
二
指
腸
内
容
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
ハ
一
時
間
法
－
一
テ
六
百
凶
十
単
位
ア
リ
。
故
三
勝

液
ハ
完
全
ニ
駅
置
サ
レ
居
－
フ
ザ
リ
キ
。
血
清
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ヲ
第
十
九
表
品
示
ス
。

閉
塞
前
採
血
シ
9
腸
間
膜
静
脈
血
清
ハ

「
マ
ウ
λ

」
憾
震
一

O
叉
－
品
詞
シ
四
・
七
路
ヲ
注
入

ス
ル
モ
無
害
ナ
リ
。
四
日
後
ノ
腸
間
膜
静
脈
血
清
二
・
一
姥
ヲ
、
大
動
脈
血
清
ニ
・
六
施
ヲ

注
入
ス
ル
ト
有
毒
ナ
り
。

第
四
例
犬
第
九
十
四
時
抗
色
一
四
・

O
延

小
勝
管
ヲ
位
和
前
兆
シ
、
大
勝
管
エ
牌
相
官
療
ヲ
設
経
ス
、
十
日
後
空
腸
単
純
閉
案
ヲ
設
置
シ

「
ゴ
ム
」
難
一
－
一
テ
穆
出
物
ヲ
採
取
ス
。

閉
塞
後
第
二
臼
＝
ハ
牒
管
獲
ヨ
リ
勝
液
ノ
流
出
ナ
シ
。
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
、

腹
腔
一
一
ハ
穆
出
物
ナ
シ
。
「
コ
ム
ー嚢
内
品
ハ
淡
紅
色
ユ
テ
粉
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ニ

O
採
ア

リ
。
空
腸
ハ
戦
皮
一
一
膨
滅
ス
ル
ノ
ミ
。
腸
間
膜
静
脈
ヨ

P
採
血
シ
、
コ
ノ
血
管
／
分
校
ス

ル
腸
管
ヲ
切
除
シ
、
閉
塞
ヲ
設
置
シ
タ
ル
モ
十
一
時
間
後
絶
命
ス

。
切
除
シ
タ
腸
管
／
内

容
ハ
暗
黄
線
色
品
テ
粘
膜
－
一
ハ
殆
ン
ド
拙
密
化
7
認
メ
ズ
、
内
容
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
ヲ
測

定
ス
ル
ュ
一
時
間
法
品
ヨ
リ

テ
三
百
二
十
単
位
ナ
リ
。

血
清
及
ピ
腹
胞
内
品
陸
自
物
ノ
毒
性
試
験
／
結
果
ヲ
第
二
十
表
＝
示
ス
。
閉
塞
前
採
取
シ

タ
血
清
ハ
「
マ
ウ
ス
」
怪
童
一

O
京
＝
封
μ

三
・
一
路
、
七
十
二
時
間
後
採
出
シ
9
血
清
ハ

一一・
九
沌
、
七
十
二
時
間
後
採
取
シ

9
穆
山
刷
物
ハ
三
・
一
路
注
入
シ
タ
ル
モ
何
レ
Z

モ
毒
性

ナ
シ
。

以
上
／
所
見
－
二
レ
パ
膝
液
ヲ
噴
置
シ
タ
腸
閉
塞
－
一
於
テ
モ
、
第
一
例
、
第
三
例
ノ
知

ク
血
清
－
一
毒
物
7
詮
明
ジ
得
ル
場
合
ア
リ
、
叉
血
清
－
－
毒
物
ヲ
澄
明
セ
ザ
ル
揚
令
モ
ア
ル

ガ
、
勝
液
ヲ
噴
皿
血
セ
ザ
ル
場
令
－
一
モ
往
々
血
清
－
一
毒
物
ヲ
澄
明
セ
ザ
ル
ユ
ヨ
リ
、
勝
液
ヲ

第
穴
節

所

見

概

括

腸管車純閉塞症＝勝液ヲ理費置シ!J）レ場合＝於ケノレ
血清及ピ腹腔内穆出物ノ fマウス＇＝撃すス Jレ毒性

生

生

4.0まE

3.0 

七
凶

（
第
戒
競

ニ
一
一
一
〉

！生
生

生

生

第二＋表

明日中物品［；完~l~~型~唾
13句。叉

12.8 

生

生

生

一

生

生

一

生

生

7

m

－z
u
m
m
一

一

’

畑

一

4.0 

A

U

A

リ

区

り

の
G

1

1

A

V

h
w
q
 

d
H
 

塞閉
間
脈
清

鵬
静

抱
エ
膜
血

2.0 

1.0 

3.0 

13.1 

12.5 

11.4 

12.5 

12.0 

.. 2 

12.1 

11.5 

72時間
l腹腔内
穆 出 物

時
明
置
ス
ル
ト
血
清
三
毒
物
ガ
減
少
ス
ト
イ
フ
ヲ
得
ズ
、
閉
塞
腸
管
ノ
雌
密
化
モ
噴
置
セ
ザ
ル

場
合
ト
大
凡
同
一
ナ
リ
。

戸吋14.0庖

貫主04競1 0 

（
一
）
、
腸
管
単
純
関
車
症
ニ
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
A

十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
単
純
閉
塞
－
一
於
－
プ
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
末
期

ニ
A

必
ズ
増
加
ス

ν
ド
、
十
二
指
腸
及
ピ
宰
腸
南
端
閉
塞
症
二
一
於
プ
A

殆
ン
ド
品
質
勤
ナ
シ
。



（
二
三
腸
管
車
純
閉
寒
症
ニ
於
ア
モ
、
南
端
閉
塞
症
－
一
一
於
ア
モ
、
腸
間
膜
静
脈
血
疑
－
一
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
ヲ
謹
明
ス
M
F

能
A

ズ。

2
3
．
腸
管
畢
純
閉
塞
症
－
一
一
於
ケ
M
Y

腹
腔
内
惨
出
物
－
一
A

「
ア
ン
チ
ト

9
プ
シ
ン
」
ヲ
常
二
誼
明
ス
レ
ド
、
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ヲ
詩
明
セ
ズ
。

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
量
A

正
常
犬
／
腹
腔
内
穆
出
物
－
一
一
於
ケ
Y

ヨ
9
モ
増
加
ス

、南
端
閉
塞
症
－
一
一
於
ア
モ
一
穆
出
物
内
ニ
A

正
常
犬
ノ
惨
出

物
内
ユ
於
ケ
Y

ヨ
リ
モ
多
量
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ヲ
合
有
シ
、
同
時
－
一
少
量
乍
－
フ
末
期
－
一
A

「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
L
ヲ
謹
明
ス

Y
場
合
多
シ
。

（
四
）
、
腸
i

管
箪
純
閉
塞
一
ノ
腸
管
内
容
内
ユ
A

多
少
ノ
差
A

ア
レ
ド
、
何
レ
エ
モ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ガ
合
有
サ
U
F

。
南
端
閉
塞
症
ノ
場
合
－
二
コ

ν

ニ
比
ス
M
Y

ト
少
量
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ガ
合
有
＋
ノ

y
。

（
五
）
、
腸
管
軍
純
閉
寒
一痕－一－プ

A
勝
液
ノ
噴
置
A
余
リ
ノ
影
響
ナ
キ
モ
ノ
、
如
シ
。
コ
レ
ニ
閥
シ
ア

A
再
ピ
詳
細
－
一
報
告
ス
ペ
ジ
。

第
四
章
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
－
於
ケ
ル
細
菌
ノ
腸
壁
透
過
性
ユ
就
テ

国
乙F
・
5
一4
5
L
4

（

4
2
5
Z

E
－－

4・
H
C
2
5
N
A
家
兎
ニ
結
染
ニ

ヨ
y
－
ア
腸
管
閉
塞
症
ヲ
設
置
シ
、
血
液
及
ピ
腹
腔
内
港
出
物
ノ
細
菌
ヲ
検

査
シ
、
可
ナ
リ
多
数
ノ
場
合
－
一
細
菌
ヲ
謹
明
シ
タ

y
o
E
2
0
＝A

腸
管
閉
塞
症
f

場
合
－
一
A

可
ナ

y
初
期

ヨ
リ
細
菌
ガ
腸
壁
ヲ
通
過
シ
腹
腔

へ
出
デ
、
吸
牧
セ
ラ
Y

、
ト
イ
ァ
、
彼
A

コ
ノ
細
蘭
ノ
戚
染
ヲ
「
イ
レ
ウ
ノ
ス
」
ノ
死
因
ト
シ
ア
重
要
ノ
モ
ノ
ト
ナ
ス
。
余
A

犬
－
一
於
－
ア
細
菌
ガ

「
イ
レ
タ
ス
」
ノ
場
合
－
一
腸
壁
ヲ
通
過
ス
U
F

ヤ
否
ヤ
ヲ
検
シ
タ
η
ノ。

第

－

節

賓

方

法輪

第
三
章
第
一
一
節
ユ
記
載
シ
担
ル
方
法
－
一
ヲ
リ
、
腸
管
閉
塞
ヲ
設
置
シ
テ
穆
出
物
ヲ
採
取

シ
、
コ
ノ
穆
出
物
一
白
金
耳
ヲ
寒
天
斜
面
上
ユ
塗
布
シ
、
三
十
七
度
ノ
界
竃
＝
二
十
四
時

間
入
レ
、
コ
レ
ヲ
取
出
シ
テ
寒
天
斜
面
一
一
個
＝
細
菌
／
「
＝
ロ
ュ

1
」
五
個
以
下
存
在
ス
ル

モ
ノ
ヲ
（
＋
〉
ト
シ
、
十
個
前
後
存
在
ス
ル
モ
ノ
ヲ
（
朴
）
ト
ナ
シ
、
コ
レ
以
上
海
山
存
在
シ

数
へ
得
ザ
ル
モ
ノ
7
（
叫
川
）
ト
ナ
ス
、
細
商
ノ
「
コ
ロ
－
一

I
」
ノ
島
民
生
ナ
キ
モ
／
ヲ
（
一
）
ト
ナ

第
二
節

賓

録

験

12 

コ
／
賞
験
ハ
多
タ
ハ
腹
腔
内
地
陸
自
物
ノ
毒
性
試
験
及
ピ
「
ト
リ
プ
シ
y
」
「
ア
ン
チ
ト
リ
一

プ
シ

y
」
検
査
ト
同
時
－
－
行
ヒ
9
レ
バ
重
複
ス
ル
貧
験
記
録
ハ
省
略
セ
9
、
第
二
章
第
二

一

第
五
巻

F『

原

国

著
....... 

牛

コ

ノ

シ
、
穆
出
物
内
／
細
菌
数
ノ
概
略
ヲ
検
シ

9
9
。
コ
ノ
貧
験
ハ
脇
信
出
物
ノ
毒
性
試
験
及
ピ

「
ト
リ
プ
シ

γ」「ア
y
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
検
査
卜
同
時
二
一
同
一
動
物
ヲ
用
ヒ
行
ヒ
シ
モ
ノ
ナ

レ
パ
細
菌
数
ノ
概
略
ノ
ミ
ヲ
倹
シ
、
細
菌
／
正
確
ナ
ル
数
及
ピ
種
類

一一
就
テ
ハ
夏
－
一
吹
メ

テ
考
究
ス
ル
コ
ト
、
ナ
シ
タ
リ
。

節
及
ピ
第
三
章
第
三
節
第
四
節
ヲ
参
照
セ
ラ
レ
ョ
。

第

－

例

犬

第

八

十

六

時

抗

六

・

五

廷

0 三
七
五

（
第
式
就

二
一
＝
一
）



第
五
島
信

F『

原

筆
、~

牛

回

正
常
ナ
ル
犬
／
十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ
リ
約
十
五
権
末
梢
－
－
於
テ
、
長
サ
二
十
糠
／
空
勝

一

ヲ
U
字
形
－
一
ナ
シ
、
っ
レ
ヲ
単
純
腸
管
閉
塞
症
－
一
於
ケ
ル
品
種
出
物
採
取
／
場
合
ト
問
機
z

一

「
ゴ
ム
」
畿
内
へ
入
レ
、
腹
腔
ヲ
閉
塞
ス
。
二
十
四
時
間
後
腹
腔
ヲ
開
ク
ミ
腹
腔
内
＝
ハ
一

少
量
／
淡
紅
色
透
明
ノ
穆
出
物
ア
リ
。
「
ゴ
ム
」
豪
内
＝
ハ
淡
黄
色
＝
テ
僅
力
＝
赤
味
7
帯

一

ペ
ル
透
明
ナ
ル
穆
出
物
ア
リ
、
其
量
二
括
ナ
リ
。
「
ゴ
ム
」
袈
内
／
腸
管
ユ
ハ
膨
滅
ナ
シ
、

一

嶋
市
液
脱
ハ
非
薄
ナ
繊
維
素
膜
－
－
テ
蔽
ハ
ル
、
穆
尚
物
ヲ
採
取
ス
。

一

問
十
八
時
間
後
夏
ユ
腹
腔
ヲ
開
ク
て
腺
股
品
ハ
・
少
量
／
湾
出
物
ア
ル
ノ
ミ
ナ

p
。「
．コ

一

ム
」
薬
品
ハ
淡
紅
色
－
一
テ
ぽ
刀
－
－
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
、
其
量
一
八
施
ナ
リ
、
「
ゴ
ム
」

一

袈
内
／
腸
管
所
見
ハ
二
十
問
時
間
後
二
川
ジ
。

一

第
二
例
犬
第
八
十
七
時
現

g

二
0
・0
斑

十
二
指
腸
空
腸
界
ヨ

F
一一
一土

m末
梢

品於－
7

・
切
断
－
一
ヨ

ル
閉
袋
一7
設
ヶ
。
第
二
章
第

一

一
節
一
二
組
戟
シ
タ
ル
方
法
一
三
ヨ
リ
地
輩
出
物
ヲ
採
取
ス
ル
様
－
一
庭
置
ヲ
施
ス
。
一

二
十
凶
時
間
後
腹
腔
ヲ
開
ク

一一
、
腹
腔
内
＝
ハ
A
Y
盆
ノ
穆
出
物
ア
リ
、
で
コ
ム
1

一
褒
内
z

一

ハ
淡
紅
色
／
透
明
ナ
ル
穆
山
内
物
ア
リ
、
其
量
八
・
O
犯
ナ
リ
。
閉
塞
腸
管
ハ
叫
包
括

7
一

ド
、
娘
一
液
膜
＝
充
血
ナ
シ
。
再
手
術
後
三
・
ヤ
五
時
間
－
一
テ
死
亡
ス
。

一

第
三
例
犬
第
八
十
八
時
嗣

8

六
・
況
庖

一

手
術
操
作
ハ
第
二
例
ノ
知
シ
。
術
後
二
十
四
時
間
昌
腹
腔
ヲ
開
ク
－
一
、
腹
腔
－
－
ハ
少
量

一

ノ
穆
出
物
ア
ル
ノ
ミ
。
「
「
ム
」
部
品
内
品
ハ
淡
紅
色
ノ
透
明
ナ
ル
透
出
物
ア

p
、
其
量
一

O

一

銘
ナ
目
。

mm袋
一
腸
管
ハ
中
等
皮
－
一
膨
滅
ス
レ
ド
、
衆
液
膜
－
一
充
血
ナ
シ
。
再
手
術
後
十
二

一

時
間
品
テ
死
亡
。

一

第
四
例

犬
第
六
十
八
時
蜘
平
一

0
・
五
庖

第
三
章
第
三
節
念
性
腸
管
単
純
閉
塞
症
－
一
於
ケ
ル
笈
験
記
録
第
八
例
参
照

第
五
例

第
六
例

犬

第

七

十

時

蜘

七

・

八

疋

第
二
章
第
二
節
貸
験
第
三
第
三
例
参
照

犬
第
九
十
球
中
一
一
・
五
庖

同
上
質
験
第
三
第
二
例
参
照

色

一七
六

（信用成時碗

節
セ
例

犬

第

六
十
九
液
中
七
・
五
延

岡
上
質
験
第
七
第
六
例
参
照

犬
第
九
十
一
波
中
一
三
・

O
活

向
上
貧
験
第
三
第
一

例
参
照

犬
第
二
百
五
十
競

8

一二・

O
庖

同
上
貸
験
第
七
第
七
例
参
照

犬
第
百
七
十
王
披

8

一
四
・
五
妊

同
上
質
験
第
五
第
一
例
参
照

第

＋

－

例

犬

第

百

七

十

三

披

宇

一

三
・
六
砥

向
上
質
験
第
五
第
二
例
参
照

第

＋

ニ

例

犬

第

百
七
十
問
競

中

一

凶

・

O
延

同
上
阜
県
験
第
五
第
三
例
参
照

第
＋
一
二
例
犬
第
六
十
一
時
踊

平

八

・
五
廷

同
上
貧
験
第
七
第
＝
一
例
参
照

第

＋

四

例

犬

第

二
百
九
競

Z

八
・
七
延

同
上
質
験
第
五
第
問
例
参
照

第

十

五

例

犬

第

二
百
十
時
抗
平
七
・

一
延

向
上
質
験
第
五
第
五
例
参
照

第
八
例

第
丸
例

第
＋
例

第

＋

六

例

犬

第

五
十
九
競

早

大

・

七

延

同
上
店
員
験
第
七
第
一
例
琴
照

皆
同
＋
セ
例
犬
第
六
十
時
蜘

平

一
0
・
0
庖

向
上
賓
験
第
七
第
二
例
参
照

第

＋

八

例

犬

第

五

十
五
披

宇

九

・

O
廷

同
上
質
験
第
阿
第
二
例
参
照

第
＋
丸
例
犬
第
五
十
六
時
蜘
平
一

0
・
七
延

同
上
賓
験
第
四
第
内
側
参
照

二
一
四
〉



第

二

＋

例

犬

第
五
十
七
波

平

六

・

＝
一延

同
上
質
験
第
四
第
＝
一例
参
照

E量管単純閉塞症＝於ケル腹腔内穆出物ノ：細菌検査

閉塞ヲツク
腹腔内i参出物

犬番我慢 重 腸管閉塞リシヨよき ／肉H艮
性 ノ種類出物語 細菌lバ，97・｜毒性 強化ヂノ l淘

第一仰1 6.5砥 正常犬 24時間 （一） （ー） ／ （ー）

弟SU統 0 48時間 〈ー） 〈一）／ （一〉

第二例 20.0庖 空関単 時間 （ー）（ー） ／ （一）第87競 ♀ 純 塞 24 

事旦事第第第第第子錫叩三主7王四良0例例惨管武両務『一 制延 岡上 目時間

（一） （ー） ／ （一）

10~ 中5定 間上 24時間 （＋＋） （一） ／ （＋＋） 

7.8庖 向上 24時間 （情）／／ （＋＋〉0 

11.♀5延 同上 24時間 (-) (-) （ー〉 （＋） 

一 一
24時間 （ー） 〈一）（ー） （ー） ロ ロ （ キ皮

第第七61)例2底 7♀5庖 同上 48時間
＋モ ノ

（＋〉（一）（一） （ ＋ ） 五よ I 道性／ 費化

72時間 （情） ／ ／ （＋＋） 個無敏L ア ア
以 !I ）レ

第E第第信：八同q例制g捜~ 13.0延
同上 72時間 （一） （一） （ー） （＋＋） 下 モ

中 1 

12.0託 -Uj糊閑 （一） ／ （ー） （＋＋〉0 

第二＋ー表

第
五
巻

r、
原

箸
........ 

岡

牛

以
上
第

一
例
乃
至
第
九
例
マ
ヂ
ノ
腹
腔
内
脇信
尚
物
／
細
菌
検
査
／
結
果
ヲ
第
二
十
一

表

三
木
シ
、
第
十
例
乃
至
第
二
十
例
マ
デ
ノ
結
果
ヲ
第
二
十
二
表
二
山
見

。

腸管雨端閉塞症＝於ケル腹腔内惨出物／細菌検査

｜｜ザ日 ｜閉塞ヲツク
腹腔内i参出物 I愛閉ノ塞化肉腸目艮的管 表・番磁健 重 管閉塞：リシヨリ穆

犬 性 種類｜出物採取7
細菌iょ：r1.・｜ 毒性

中
｜デノ時間

〆ー、
第十例 14.5庖 ｜土二指腸｜20時間 （一） （＋） （一） （＋＋〉 、ー〆第175罰t 0 唖盛盟塞『
第十一例 13.6延 同上 28時間 （＋） （＋） （＋） （十↑十） （ 

村十第17;:1続 中
、＿＿，

第十ニ例 14.0延 同上 28時間 （＋＋） （ー） （＋） （情） 〆F、
＋＋ 第17~.皮 ♀
、．〆

I 24時間 （ー） （ー） （＋） 
〆圏、

（ー） ＋ 

腸｜
、、J

第十三伊j 8.5庖
（＋〉 （一） ／ （＋＋） ／ 

第6l!J虎 平 雨エ端閉塞I48時間
味意

72時間 （＋） （一） （＋） (ff十） ． ノ、
一一 一 第

47時間 （一） （ー） （＋） 
一第十四例 s：；延

同上 十調~：!OU競 0 
fl5時間 （＋） （＋） （＋） （＋＋〉 一

表第十五例 7.1延
同上 47時間 （怖） （＋） （＋） （廿十） ー第210~党 平

一一 於第十六例一τ7jff
同上 24時間 （一） ／ （一） （＋） ケ

第5!l銑 中
Jレ

10.0庖
（叶） モ第十七例

同上 69時間 （廿十） ／ （＋） 
ノ第60競 平

ト第十八例 9.0庖
語端閉塁 48時間 （＋十） ／ （一） （＋） 

同第55妓 平

ユ／第十九例 10.7延
同よ : 72時間 （＋＋） ／ ．（＋） （＋〉第56競 中

第二十例 6.3庇
同上 l 66時間 (t十十） ／ （＋） （＋＋） 第品7~虎 平

第二＋二表

三
七
七

（
第
戒
貌

二
一

五
）



第
五
容

F『

原

箸....... 

牛

回

三
七
八

（
輪
車
戒
披

二
一
六
〉

第
一
例
ハ
京
常
犬
ノ
腸
管
＝
「
ゴ
ム
襲
ヲ
縫
ヒ
著
ケ
タ
ル
モ
F

ナ
日
、
第
二
例
乃
至
第

九
例
ハ
空
腸
単
純
閉
塞
7

設
置
シ
タ
ル
毛
ノ
、
第
十
例
乃
歪
第
十
二
例
戸
十
二
指
腸
南
端

閉
塞
ヲ
第
十
＝
一
例
乃
至
第
十
七
例
ハ
空
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
、
第
十
八
例
乃
至
第
二
十
例
ハ
廻

腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
p
。
同
時
－
ニ
疹
山
山
物
内
／
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
検
シ
、

「
ト
日
プ
シ
ン
ヲ
設
明
シ
得
ル
モ
ノ
ヲ
〈
＋
）
ト
シ
、
設
明
シ
得
ザ

ル
モ
ノ
ヲ
〈
一
）
ト
シテ

記
載
へ
穆
出
物
ヲ
「
7

ウ
ス
」
或
ハ
小
犬
ユ
一
注
射
シ
、
毒
物
ヲ
設
明
uv

得
9

ル
モ
ノ
ヲ
〈
＋
）

ト
シ
、
殺
明
シ
得
ザ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
（
一
〉
ト
シ
テ
記
載
ス
円
閉
塞
腸
管
ヲ
肉
眼
的
＝
検
シ
、
何

等
ノ
獲
化
ナ
ク
僅
カ
－
ニ
非
務
ナ
繊
維
素
膜
ガ
衆
液
膜
ヲ
蔽
フ
モ
ノ
ヲ
（
一
〉
ト
シ
、
臨
筑
波
膜

及
ピ
粘
膜
＝
軽
皮
ノ
充
血
ア
P
テ
惨
出
物
ハ
笛
カ
ニ

一掴
淘
セ
ル
モ
ノ
ヲ
〈
＋
）
ト
シ
、
粘
膜

中
等
皮
＝
充
血
シ
、
暗
紅
色
γ
曇
シ
、
同
時
三
腹
版
淘
濁
ヲ
見
、
衆
液
膜
品
モ
従
ツ
テ
充

血
増
加
シ
、
穆
出
物
ハ
輸
潟
、
溺
セ
ル
モ
ノ
ヲ
（
U
Cト
ナ
シ
。
粘
膜
ノ
麗
版
、
潤
濁
、
充
血

甚
シ
タ
ナ
リ
、
従
ツ
テ
紫
波
膜
－
一
モ
著
明
ユ
充
血
シ
、
粘
膜
品
ハ
時
々
ハ
峰
山
晴
樹
ヲ
見
ル
ガ

未
ダ
肉
眼
的
ユ
ハ
穿
孔
ヲ
認
メ
4

ル
モ
ノ
ヲ
〈
叫
川
）
ト
ス
。

第

三

筒

所

見

概

腸
管
閉
塞
症
－
一
一
於
ケ

Y
細
菌
ノ
腸
壁
透
過
性
－
一
関
ス
U
Y

貫
験
ノ
結
果
ヲ
概
括
ス

Y

－一、

（
二
、
正
常
犬
二
「
ゴ
ム
し
嚢
ヲ
縫
ヒ
着
ヶ
、
「
ゴ
ム
」
嚢
一
一
集
マ
リ
ノ
シ
穆
出
物
ヲ
検
ス

Y

－一、
二
十
四
時
間
或
A

四
十
八
時
間
後
－
一
採
取
シ
タ

y

毛
ノ
ニ
モ
細
菌
ガ
腸
壁
ヲ
通
過
シ
、
腹
腔
へ
出
デ
タ

Y
モ
ノ
ナ
シ
。
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
モ
通
過
セ
ズ
。
叉
腸
壁
－
一
充
血
、
腫
脹
ヲ
惹
起

ス
w
y

ヨ

ト
ナ
シ
。
故
－
一
「
ゴ
ム
」
嚢
A

腸
壁
－
一
割
シ
著
ジ
キ
刺
戟
ヲ
奥
ヘ
ズ
。

士
二
、
勝
管
単
純
閉
審
症
ニ
於
・
ア
A

二
十
四
時
間
後
－
一
採
取
シ
タ

Y
穆
出
物
A

無
菌
的
ナ

y
、
時
間
ヲ
経
過
ス

Y
ニ
従
ヒ
細
菌
数
多
ク

ナ
グ

。

然
シ
乍
ラ
腸
壁
－
一
鐙
化
著
シ
イ
場
合
－
一
三
一
十
四
時
間
後
一
一
モ
既
ニ
細
菌
ヲ
接
見
ス

Y

コ
ト
ア
リ
、
叉
第
八
例
、
第
九
例
ノ
如
ク
可
ナ

y
末

期
ニ
於
－
プ
モ
細
菌
ガ
腸
壁
ヲ
通
、過
シ
－
プ
腹
腔
内
へ
出
デ
ザ
Y

コ
ト
ア

7
0
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
モ
穆
出
物
内
二
誼
明
サ
レ
ナ
ィ
、
穆
出
物

ニ
毒
物

ヲ
説
明
シ
得
ザ
Y
場
合
ニ
モ
細
菌
ヲ
後
見
ス
。

（
三
）
、
腸
管
雨
端
閉
塞
症
－
一
於
－
プ
A

末
期
二
近
グ
キ
腸
管
ノ
盤
化
ガ
著
明
－
一
ナ
レ
バ
、
細
菌
ガ
腸
壁
ヲ
通
過
シ
ア
腹
腔
へ
出
Y

量
モ
多
ク
ナ

η
ノ
、
同
時
－
一
寸
ト
リ
プ
シ
ン
L
モ
亦
腹
腔
へ
問
デ
、
腹
腔
内
惨
出
物
A

毒
力
ガ
張
グ
ナ
U
F
O

例
外
モ
存
在

ス
Y
ガ

一
般
的
ニ
A

細
菌
及
ピ
「
ト

リ
ノ
プ
シ
ン
」
ノ
腹
腔
内
へ
ノ
遊
出
ト
惨
出
物
ノ
毒
カ
ノ
増
加
ト
A

互
－
一
並
行
シ
ア
進
行
ス

Y
毛
ノ
ナ
リ
。

第

五

章

所

見

繕

括

反

ビ

考

察

（
一
）
、
正
常
犬
ノ
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
取
ジ
タ
血
清
ヲ
中
等
大
強
健
ナ
M
F

「
？
？
ス
」
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
M
F

時
二
A

、
通
常
「
？
？
ス
」
樫
重
一

揺



O
克
品
吋
ノ
キ
三
・

O
耗
マ
デ
A

無
害
ナ
リ
。
サ

レ
ド
試
験
動
物
－
一

ヨ
リ
ノ
抵
抗
力
A

同

一
ェ
非
ズ
シ
ア
、

二
・六
耗
－
一
－
プ
擁
レ
タ
Y
場
合
毛
ア

9
0
故
ニ
余
A

腸
管
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y
以
前
二
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
し
v
、
究
品
閉
塞
設
置
後
腸
間
膜
静
脈
ヨ
リ
採
血
ジ
、
雨
者
ヨ
リ
血
清

ヲ
分
離
シ
、
コ

レ
ヲ
「
マ
ウ
ノ
ス
」
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
雨
者
ノ
毒
力
ノ
相
違
ヨ
ク
血
清
内
ニ
毒
物
／
有
無
ヲ
判
定
セ
η
ノ
。

三
一
）
、
犬
ニ
宰
腸
或
A

十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
七
十
二
時
間
或
A

九
十
六
時
間
後
閉
塞
部
－
一
近
接
セ
U
F

空
腸
或
A

十
二
指
腸
ノ
腸
間

膜
静
脈
ヨ
リ
採
取
ジ
タ

Y
血
清
ヲ
「
マ
ヲ
ス
」
－
一
注
射
ス

Y

ニ
、
閉
塞
前
－
一
採
取
シ
タ

Y
血
清
ヨ
リ
モ

0
・
六
乃
至
了
五
括
ダ
ケ
少
量

－
一
注
射

ス
Y

モ
「
マ
ヲ
ス
」
ヲ
姥
シ
、
封
照
ノ
動
物
A

生
存
ス
。
然
M
Y

ユ
コ
ノ
致
死
量
ト
同
量
或
A

コ
レ
以
上
－
一
注
射
シ
－
プ
モ
「
マ
ヲ

ス
」
－
一
何
等
ノ

障
害
ヲ
認
メ
ザ
Y
場
合
モ
ア
リ
、
採
血
モ
二
十
四
時
間
乃
至
七
日
ノ
間
二
貫
施
シ
タ
Y
毛
、
依
然
ト
ジ
ア
毒
物
ヲ
謹
明
セ
ザ
Y
場
合
モ
一腰々

見司ブ
Y

、
ト
イ
プ

コ
ト
A

注
意
ス
ペ
キ
コ
ト
ナ

y
。

（
三
〉
、
犬
二
一
於
ア
宰
腸
及
ピ
廻
腸
軍
純
開
業
一
ヲ
設
置
シ
、
「
へ

Y

ユ
ア
」
嚢
内
へ
腸
管
ガ
脱
出
ジ
タ
w
y
d
N

如
キ
服
態
－
一
閉
塞
腸
管
ノ
末
梢
部
ヲ

「
プ
ム
」
嚢
内
へ
入

ν
、
同
時
－
一
「
ゴ
ム
」
嚢
ヲ
腸
管

－
一
固
定
シ
タ
Y
時
－
一
、
「
ゴ
ム
」
嚢
内
へ
集
積
す
V

シ
湾
出
物
ヲ
採
取
シ
、
血
清
y

場
合
ト

同
様
三

l

？
？
ス
」
ユ
注
射
シ
タ
Y

－
二
毒
物
ヲ
謹
明
シ
得
Y
場
合
毛

ア
η
ノ
。
サ
レ
ド
血
清
－
一毒
物
ヲ
説
明
シ
、
血
清
注
射
量
ヨ
リ
多
量

－
一
惨
出

物
ヲ
注
射
ス

Y
モ
毒
物
ヲ
謹
明
シ
得
ザ
Y
場
合
モ
ア
リ
。
故
－
一
望
純
閉
塞
一
一
於
ケ
Y
腹
腔
内
陸
出
物
ノ
毒
物
ノ
量
λ

、血
清
内
ニ
於
ヶ
Y

ヨ

リ
モ
少
量
ナ
Y
ヵ
、
或
A

同
一
量
ニ
－
プ
決
シ

－ア
血
清
ヨ
リ
ノ
多
量
一
－
一
合
マ
レ
ズ
。
時
間
的
閥
係
ヨ
リ
イ
ヘ
バ
、
末
期
－
一
採
取
シ
タ
Y
穆
出
物
－
－

A

初
期
z
採
取
ジ
タ
Y

毛
ノ
ヨ
リ
多
量
ナ
Y
毒
物
ガ
合
有
サ
U
F

。

（
四
）
、
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
症
－
一
一
於
ア
A

「
ゴ
ム
」
嚢
ヲ
使
用
セ
ズ
ジ
ア
腹
腔
－
一
集
マ

Y
穆
出
物
ヲ
採
取
シ
、
安
腸
及
ピ
廻
腸
南
端
閉
塞
症
－
一
一
於

－プ
A

「
プ
ム
L
嚢
内
へ
集
マ
リ
ノ
ジ
惨
出
物
ヲ
採
取
ジ
、
コ
レ
ヲ
「
マ
ク
ス
」
一
一
注
射
ス

Y

－一
初
期
－
一
採
取
ジ
タ

y
f
t
／
A

無
毒
ナ

y
、
叉
同
時
－
－

採
取
シ
タ
Y
腸
間
膜
静
脈
血
清
毛
無
毒
ナ
リ
ノ
。
夏

－
一
病
症
進
行
シ
タ
w
y

モ
ノ
A

穆
出
物
及
ピ
血
清
ニ
少
量
ノ
毒
物
ノ
存
在
ア
認
メ
得
っ
末
期

－
一
於
ア
A

血
清
内
ニ
A

殆
ン
ド
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ザ
Y

－
一
穆
出
物
－
二
急
激
－
一
毒
物
ノ
量
ガ
増
加
ス

。而
シ
ア
十
二
指
腸
両
端
閉
塞
－
一
於

ア
A

昼
腸
南
端
閉
塞
－
一
於
ケ
U
F

ヨ
y
モ
毒
物
ノ
増
加
念
激
ナ

9
0

第
五
容

F可

原

き

牛

岡

七
丸

（
第
式
競

二

一
七
〉



第
五
巻

F『

原

著
........ 

牛

国

，，、。
第
戒
娩

二
一
八
）

（
五
）
、
定
腸
車
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
末
期
－
一
一
於
ア
空
腸
腸
間
膜
静
脈
及
ピ
股
動
脈
ヨ

y
採
血
γ
、
一
頭
ヨ

y
得
シ
全
血
液
ヨ

y
血
清
ヲ
分
離

シ
、
コ
ノ
血
清
ヲ
生
後
大
凡
五
十
日
ヲ
経
過
シ
タ
Y
小
犬
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
ス
グ
’
ニ
、
七
例
ノ
中
デ
二
例
A

中
毒
症
朕
ヲ
呈
シ
、
二
十
四
時

間
以
内
ニ
死
む
ス
。
血
清
注
射
量
A

鰻
重
ノ
十
分
ノ
一
乃
至
二
十
分
ノ
一
ノ
問
ニ
シ

4

プ
可
ナ

9
大
量
ヲ
使
用
シ
タ
リ
。
正
常
犬
ノ
血
清
ア
夏

－
一
大
量
－
一
注
射
ス

Y

モ
毒
性
無
シ
。

（
六
）
、
宰
腸
及
ピ
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
末
期
－
一
採
取
ジ
タ
Y
腹
腔
内
惨
出
物
ヲ
小
犬
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
ス

Y

－
一
、
小
犬
ノ
健
重
ノ

二
十
分
ノ
一
量
ノ
注
射
ニ

ヨ
リ
コ
レ
ヲ
鑓
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
時
ト
ジ
ア
八
十
三
分
ノ
一
量
ヲ
注
射
ス
Y

モ
倫
之
レ
ヲ
航
路
ス
コ
ト
ヲ
得
吾郎
チ

南
端
閉
塞
症
ニ
於
ケ
U
F

腹
腔
内
惨
出
物
ノ
毒
性
A

空
腸
軍
純
閉
塞
症
－
一
一於ケ
Y
血
清
ノ
毒
性
ヨ
リ
そ
一
蓬
カ
ニ
著
明
ナ
リ
。
コ
ノ
結
果
A

「
マ

ヲ
ス
」
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合
ノ
結
果
ト
一
致
ス
。
宰
腸
車
純
閉
塞
症
－
｝
於
－
プ
採
取
ジ

タ
Y
腹
腔
内
穆
出
物
A

小
犬
－
一
一
割
シ
毒
性
ヲ
有
セ
ズ
。

（
七
）
、
以
上
ノ
所
見
ヲ
総
括
ス
レ
バ
次
ノ
如
ジ
。

（
甲
）
、
腸
管
車
純
閉
塞
症
ζ

於
ア
A

（
イ
）
、
初
期
－
二
腸
間
膜
静
脈
血
清
、
腹
腔
内
惨
出
物
何
レ
ユ
モ
毒
物
ヲ
謹
明
セ
ズ
。

（
ロ
）
、
中
間
期
ニ
於
’
プ
A

血
清
二
少
量
ノ
毒
物
ア
謹
明
ジ
、
惨
出
物
－
二
毒
物
ヲ
読
明
セ
ズ
。

（A

）
、
末
期
ニ
A

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
毒
物
ヲ
謹
明
ス
レ
ド
其
量
A

共
－
一
少
量
－
一
ア
、
惨
出
物
内
ノ
毒
物
ノ
量
A

決
シ
ア
血
清
内

ノ
毒
物
ノ
量
ヲ
凌
駕
セ
ズ
。

（
乙
）
、
腸
管
雨
端
閉
塞
症
品
於
－
7
A

（
イ
）
、
初
期
－
一
A

腸
間
膜
静
脈
血
清
、
穆
出
物
何

ν
ニ
モ
毒
物
ア
誼
明
セ
ズ
。

（
ロ
）
、
中
間
期
－
二
血
清
及
ピ
惨
出
物
ノ
南
者
－
一
少
量
ノ
毒
物
タ
謹
明
ス
。

会
）
、
末
期
－
二
血
清
内
－
二
少
量
／
毒
物
ヲ
謹
明
ス
w
y

カ
或
A

コ
V

ヲ
誇
明
セ
ズ
。
コ
レ
－
一
反
シ
ア
穆
出
物
内
ニ
A

遁
カ
テ
多
量
ノ
毒
物

ヲ
謹
明
ジ
得
Y
ナ
9
。
腸
壁
ノ
病
麓
進
行
ジ
、
穿
孔
性
腹
膜
炎
ヲ
起
シ
タ

Y
場
合
A

論
外
ナ

y
。



初
期
、
中
間
期
、
末
期
ノ
区
別
A

閉
塞
設
置
ヨ
？
終
末
マ
デ
ノ
期
間
ヲ
三
等
分
シ
タ

Y
モ
ノ
ナ
リ
。
閉
塞
ノ
部
位
、
閉
塞
ノ
種
類
及
ピ
佃
々

ノ
動
物
－
一
ヨ
リ
ノ
閉
塞
設
置
ヨ
リ
終
末
マ
デ
ノ
期
間
ニ
A

甚
ジ
キ
相
違
ア
Y

ニ
ヨ
リ
、
コ
ノ
三
期
間
ノ
長
デ
モ
亦
長
短
ア

y
。
究
ニ
南
端
閉
塞
症

二一於－プ
A

大
凡
コ
ノ
三
期
間
ヲ
経
過
ジ
ア
終
末
－
一
達
ス
y
d
N

、
車
純
閉
塞
症

－
一
於
ア
A

必
ズ
ジ
モ
然
日
プ
ズ
ジ
ア
血
清
及
ピ
惨
出
物
－
一

毒
物
ヲ
謹

明
セ
ザ
Y
時
期
－
一
一
於
ア
既
－
一
終
末
ト
ナ
M
Y

モ
ノ
ア

y
、
斯
様
ナ
場
合
－
一
A

初
期
或
A

中
間
期
品
於
－
ア
死
む
ジ
タ
リ
ト
イ
フ
ペ
キ
モ
ノ
デ
、
コ
ノ

時
二
川
毒
物
ガ
存
在
ス
M
F

モ
極
メ
－
プ
少
量
デ
コ
レ
－
一
－
ア
死
因
ヲ
設
明
ス
U
F

ヲ
得
ズ
。
郎
チ
中
毒

－
一
非
ズ
ジ
ア
其
他
－
一
死
悶
ト
ナ
U
Y

要
素
ア
η
y
ト

信
ズ
。

（
入
）
、
「
イ
レ
タ
ス
」
－
一
於
ケ
Y
腸
管
ノ
殴
牧
機
能
λ

腸
粘
膜
－
一
擾
化
ノ
著
ジ
カ
ラ
ザ
Y
時
期
－
一
於
－
プ
モ
既
ζ

著
シ
ク
減
退
セ
U
Y

コ
ト
A

出ロ
デ

O
H

－2
5仏
国
。

Z
雨
氏
ノ
注
意
シ
タ
w
y

所
ナ
リ
。
余
ノ
「
内
ノ
ラ

ユ
ン
」
吸
牧
試
験
－
一
ヨ
レ
バ
股
静
脈
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
へ
移
行
ス

y

「・
7
3ノ
ユ
ン
」
量
A

末
期
－
一
近
グ
ク
ニ
従
ヒ
減
少
ジ
、
旦
出
現
時
間
ガ
遅
滞
λ

。
コ

ノ
コ
ト
A

蹴
－
一
報
告
シ
タ
u
y

所
ナ
リ
。
若
シ
モ
「
イ
レ
ヲ

ス
」
ノ
毒
物
ガ
斯
カ

Y
朕
態
ノ
下
一
一
吸
牧
セ
ラ

Y

、
ト
ス
レ
バ
非
常
ナ
矛
盾
ヲ
来
ス
ニ

ヨ
リy
説
明
－
一
大
ナ

Y
困
難
ヲ
戚
ズ

Y

次
第
ナ
9
0

4
E写｝
0

・
mg
g
z三
H
W
O
B
Z
E
氏
等
ノ
説
明
ニ
ヨ
レ
バ
、
毒
物
A

粘
膜
－
一
ヨ
リ
ノ
製
造
セ
ラ
レ

、
一
部
分
A

直
チ
－
一
血
管
内
へ
吸
牧
セ
ラ

ν
、
一
部
分
A

腸
管
内
へ
排
柵
サ
レ

Y

－一ヨ

y
、
閉
塞
腸
管
内
容
ガ
吸
牧
セ
ク
u
y

、
モ
ノ
ユ
非
ズ
ト
イ
フ
。
杉
戸
清
重
氏
－
一
ヨ
レ
バ
腸
粘
膜

上
皮
ノ
壊
死
ノ
際
一
一
ノ
ミ
毒
物
A

血
液
一
一
吸
着
ジ
－
プ
運
バ
レ
、
健
康
ナ

Y
上
皮
ヨ
リ
ノ
A

吸
牧
セ
ラ

Y

、
モ
ノ

ニ
非
ズ
ト
イ

プ
浜
町
レ
非
、
閉
塞
一

腸
管
内
ニ
腐
敗
ジ
タ
グ
内
容
ガ
増
加
ス
レ
バ
先
グ
小
ナ

Y
静
脈
－
一
一
撃
血
ヲ
来
シ
、
血
管
ヨ
リ
ノ
惨
出
作
用
増
加
ジ
、
更
二
一
甚
シ
ク
ナ
レ
バ
静

脈
ニ
血
栓
ヲ
ツ
ク

y
、
腸
粘
膜
上
皮
－
一
壊
死
ヲ
件
プ
ニ
至
－
フ
ジ
ム

Y

コ
ト
A

翫
－
一
第
一

章

一
一
於
－
プ
遮
ペ
hp

y
所
ナ
リ
。
斯
様
－
一
循
環
障
害
ア

伴
ヘ
バ
血
流
ニ
一
欝
滞
ヲ
来
ス
ニ
ヨ
リ
毒
物
ノ
吸
牧
量
干
減
退
ス
ペ
キ
筈
ナ
レ
バ
、
巧
E
E
L
O
氏
等
及
ピ
杉
戸
氏
ノ
設
A

満
足
ス
ペ

キ
説
明

ヲ
輿
ヘ
メ
。

mrvC52g・
氏
A

南
端
閉
塞
症
－
一
一
折
、
ア
A

腸
管
内
容
ガ
腸
壁
ヨ
リ
穆
出
シ
、
腹
腔
－
一
出
デ
ア
腹
膜
－
一
ヨ
η
ノ
ア
吸
牧
セ
タ

Y

、
ト
主
張
ス

レ
ド
モ
、
氏
ノ
報
告
－
二
湾
出
物
ノ
毒
物
ノ
時
間
的
鐙
化
－
一
閥
ス

Y
研
究
及
ピ
コ
レ
ト
血
液
ノ
毒
性
ト
ノ
比
較
研
究
ナ
グ
、
叉
単
純
閉
塞
症

第
五
念

F『

原

箸
'--' 

牛

回

三
八
一

（
第
庶
務

二
一
九
〉



第
五
島
哲

F『

原

~ 

牛

回

三
八
二

（
第
戒
競

ニニ
O
〉

ノ
血
液
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
－
一
就
ア
ノ
研
究
屯
ナ
ジ
。

民ロ
J
S
E
L
F
S
E
南
氏
－
一
従
ヘ
バ
正
常
犬
ノ
勝
内
へ
閉
塞
腸
管
内
容
ヲ
注
入
シ
、
内
容
ノ
歴
カ
ヲ
水
銀
柱
デ
八

O
粍
ト
ナ
ス
時
－
一

二

動

物
A

六
時
間
後
死
己
ジ
、
胸
管
ヨ
リ
採
取
シ
タ
淋
巴
ヲ
第
一
一
ノ
動
物
－
一
注
入
ス
Y
時－－
A

有
毒
ナ

y
シ
ト
イ
フ

dm
－一内
腿
ノ
高
マ

レ
U
F

場
合
－
一
A

粘
膜
上
皮
ノ
壊
死
ナ
ク
ト
モ
一
段
牧
可
能
－
一
シ
ア
、
杉
戸
氏
ぎ
内
腿
上
昇
ス
ト
モ
健
康
ナ
Y
上
皮
ヨ
y

A

吸
牧
テ
レ
ズ
ト
言
へ

M
F

鮎
ニ
動
揺
ヲ
来
ス
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。

（
九
三
余
ノ
腸
管
単
純
閉
塞
症
及
ピ
雨
端
閉
塞
症
－
一
於
ケ
Y
血
液
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
ノ
毒
性
－
一
闘
ス
Y
比
較
研
究
ノ
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
、
車
純

閉
塞
症
ノ
場
合
－
一
一
於
－
プ
ハ
初
期
－
一
A

血
清
及
ピ
穆
出
物
－
一
毒
物
ナ
キ
モ
、
中
間
期
－
－
4

7

A

血
清
ノ
ミ
ニ
少
量
ノ
毒
物
語
明
セ
ラ
レ、
末
期－一

4

7

A

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
少
量
ノ
毒
物
詩
明
セ
ラ

y
。
故
－
一
回
単
純
閉
塞
症
－
一
於
ア
A

主
ト
ジ
ア
血
管
－
一
ヨ
リ
毒
物
吸
牧
セ
ラ
y
、

毛
、
末
期
－
一
至
ラ
バ
腸
管
ヨ
リ
ノ腹
腔
へ
棒
出
ジ
ア
腹
膜
ヨ
リ
モ
吸
牧
セ
ラ
Y

、
ト
イ
プ
コ
ト
エ
ナ
w
y

。
南
端
閉
塞
症
ノ
場
合
－
一
一
於
－
7

A

初
期

二

A

血
清
及
ピ
惨
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
毒
物
ヲ
謹
明
セ
ズ
、
中
間
期
－
一ア
A

血
清
及
ピ
惨
出
物
ニ
少
量
ノ
毒
物
ヲ
誇
明
シ
、
末
期
エ
ア
A

湾
出

物
ユ
A

甚
ダ
多
量
ノ
毒
物
ヲ
読
明
ジ
、
血
清
内
－
一
A

少
量
ノ
毒
物
ヲ
謹
明
ス
Y

カ
或
A

殆
ン
ド
コ
レ
ヲ
諾
明
セ
ズ
。
故
ニ
南
端
閉
塞
症
ノ
中

間
期
一
一
於
－
7

A

毒
物
A

少
量
ナ
w
y

毛
血
管
及
ピ
腹
膜
－
一
ヨ
リ
ア
殴
牧
セ
ラ
レ
、
末
期
－
一
近
ヅ
ク
ユ
従
ヒ
腹
態
内
へ
湾
問
ス
Y
量
A

念
激
－
一
一
増

加
シ
、
血
管
一
一
ヨ

Y
吸
牧
A

存
在
ス
Y

モ
甚
ダ
少
量
ト
イ
ア
コ
ト
ニ
ナ
Y

。

従
ッ
ア
余
ノ
貫
駿
ノ
結
果
一
一
ヨ
レ
バ
寸
イ
レ
タ
ス
」
－
一
於
ケ
Y
毒
物
ノ
吸
牧
A

閉
塞
ノ
種
類
及
ピ
時
期
－
一

ヨ
リ
ア
、
或
Y
場
合
－
二
血
管
ノ

ミ
ニ
ヨ
リ
ノ
、
或
U
F

場
合
－
一
A

主
ト
シ
ア
腹
膜
ニ
ヨ
リ
、
又
他
ノ
場
合
－
－
A

南
者
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
行
A

レ
、
決
シ
－
ア
唯
一
ノ
方
法
ノ
ミ
ニ

ヨ
リ
ノ
ア
吸

コ
レ
未
グ
何
人
モ
注
意
セ
ザ
Y
ト
ヨ
ロ
ニ
ア
、
コ
レ
ニ

ヨ
リ

「
イ
レ
ヲ

ス
」
ニ
於
ケ
Y
毒
物
ノ
吸
牧
経
路
ガ

牧
セ
ラ
w
y

、
モ
ノ
ニ
ア
タ
ズ
。

明
ラ
カ
ニ
ナ
レ
リ
ノ
ト
信
ズ
。

ヨ
ノ
毒
物
扱
政
経
路
ノ
相
違
A

腸
管
内
膜
ノ
高
低
ト
、
ヨ
レ
ニ
附
随
ス
Y
腸
壁
ノ
擾
化
－
一
ヨ
リ
惹
起
セ
ラ
山
戸
、
モ
ノ
ト
考
ヘ

ラ
U
F

O

郎
チ

軍
純
閉
塞
症
－
一
一
於
ア
プ
内
容
ガ
増
加
ス

Y

毛
、
逆
行
シ
ア
胃
二
連
uv
恒
吐
セ
ラ
グ
’
、

－ご
4

4

9

－
プ
、
内
歴
ノ
充
進
ガ
軽
減
セ
ラ
肘
戸
、
閉
塞
部
位



ガ
十
二
指
腸
ノ
如
ク
上
方
ニ
存
在
ス

Y
場
合

一
A

、
内
容
A

胃
内
ニ
充
満
ス
U
Y

毛
十
二
指
腸
－
一
A

少
量
品
存
在
ス
w
y

ノ
ミ
、
故

－一
内
腿
ノ
充

進
A

極
微
ナ
リ
。
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ニ
ア
A

十
二
指
腸
／
分
泌
旺
盛
ナ
U
F

ガ
鴻
メ
ニ
内
容
ノ
増
加
甚
シ
ク
、
従
ツ
ア
内
勝
ノ
充
進
著
明
ナ

9
0
内
腿
ノ
低
キ
時
一
A

腸
壁
ノ
血
行
障
害
聴
微
ナ
Y

－一
ヨ
リ
、
毒
物
A

主
ト
シ

d

ア
血
管
－
一
ヨ
リ
ア
吸
牧
セ

ラ
レ

、
内
腰
元
進
ス
M

戸
時
－
一
《

血
行
障
害
著
明
ナ
Y
ガ
故
ニ
、
毒
物
A

血
管
－
一

ヨ
y
運
バ

レ
ズ
シ
ア
、
非
薄
ト
ナ
リ
シ
腸
壁
ヨ

y
惨
出
シ
、
腹
腔
へ
出
Y

モ
ノ
ト
考
へ
－
フ

v
o
 

人
間
ノ
腸
管
単
純
閉
塞
症
ト
犬
－
一
於
ケ
Y
貰
験
的
腸
管
車
純
閉
塞
症
ト
A

同
一
ニ
非
ズ
、
師
チ
犬
－
一
於
4
7

A

閉
塞
部
位
ガ
高
位
－
一
ア
レ
バ

腸
内
容
ガ
容
易
－
一
胃
内
へ
逆
行
シ
、
閉
塞
腸
管
ノ
内
腿
ノ
充
準
A

軽
微
ナ
リ
。
然
w
y

ニ
人
間
ニ
於
－
Y

A

幽
門
輸
A

犬
一
一
於
ケ

w’ガ
如
ク
容
易

－
一
内
容
ノ
逆
行
ヲ
許
サ
ザ
ey
－
－
ヨ
ソ
、
腸
管
単
純
閉
塞
症
四
一
於
ア
モ
内
腿
λ

可
ナ

y
充
進
ス
。
叉
犬
ノ
腸
管
A

人
間
ニ
比
ス
レ
バ
短
ク
、
従

ヅ
ア
閉
寒
一
部
ガ
低
位
－
一
ア
Y

モ
腸
管
内
容
ノ
逆
行
ガ
容
易
ナ
レ
ド
、
人
間
－
一
於
－
プ
A

閉
寒
一部
ガ
低
位
－
一
ア

Y
程
充
満
シ
タ
Y
内
容
ノ
逆
行
ガ

困
難
ト
ナ

y
、
内
腿
盆
々
允
進
ス
。
故
－
一
人
間
ノ
軍
純
閉
塞
症
－
一

－ア
A

内
座
ノ
充
進
著
明
ニ
シ
夕
、
犬
ノ
南
端
閉
塞
症
－
一
近
似
ノ
航
態
ヲ
呈

ス
。
従
ッ
ア
人
間
ノ
車
純
閉
塞
症
一
一
於
ケ
Y
毒
物
吸
牧
A

末
期
－
一
至
リ
内
座
充
進
ス
レ
バ
、
血
管
－
一
ヨ
リ
吸
牧
サ
wy

・
毒
物
ノ
量
ガ
減
少
ジ

ァ
、
腸
壁
ヨ

リ
惨
出
ジ
腹
膜
－
一
ヨ
リ
ョ
ア
吸
牧
サ
ノ山
戸
、
量
ガ
増
加
uv
居
Y
ト
見
倣
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
Y
ペ
シ
。

（
十
）
、
余
ノ
「
ク
ラ
エ
シ
」
扱
牧
試
験
ノ
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
肉
眼
的
ュ
腸
粘
膜
－
一
著
シ
キ
盤
化
ヲ
認
メ
ザ
Y
場
合
一
一
毛
、
閉
塞
腸
管
ノ
吸
牧
機
能
A

著
シ
ク
減
退
ス
。
然
Y

－
一
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
静
脈
血
清
ト
穆
出
物
ト
ノ
毒
性
試
験
ノ
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
、
肉
眼
的
ニ
腸
粘
膜
－
一
著
シ
キ
援
化

ヲ
訟
メ
ザ
Y
場
合
－
一
モ
血
清
及
ピ
穆
出
物
三
毒
物
ノ
存
在
ヲ
認
メ
、
末
期
一
一
近
グ
ク
ユ
従
ヒ
ア
一
般
－
ニ
毒
物
ノ
増
加
ス

Y
ヲ
認
ム
。
コ
レ

「
内
ノ
ラ
ニ
ン
」
吸
牧
試
験
ト
全
ク
反
封
ノ
結
果
ナ
リ
。

故
－
一
閉
輩
格
腸
管
内
へ
注
入
ジ
タ
Y
種
々
ナ
Y

試
験
液
ノ
吸
収
試
験
ノ
結
果
－
一
ヨ
リ
ア

「
ィ
レ
タ
ス
」
毒
物
ノ
吸
牧
賊
態
ヲ
知
山
戸
コ
ト
能
A

ズ
ト
イ
フ
結
論
一
一
ナ
グ
。
然
Y

－
一
多
数
ノ
皐
者
ガ
沃
度
加
里
、
硝
酸
「
ス
ト

y
キ

ニ
ー
ネ
」

食
聴
等
ノ
扱
牧
試
験
ノ
結
果
ヨ
η
ノ
毒
物
吸
牧
ノ
本
態
ヲ
説
明
セ
ン
ト
シ
、
不
可
解
ナ
Y
結
果
－
一
到
達
セ
シ
コ
余
ノ
研
究
結
果
－
一

ヨ
レ
バ
寧

ロ
営
然
ノ
事
柄
ナ
リ
、
コ
ノ
貼
一
一
開
ジ
－
プ
モ
注
目
セ
シ
人
ア
Y
ヲ
知
ラ
ズ
コ

第
五
巻

F、
原

善、」

牛

回

A 

（
第
＃
削
減

二
二
一
〉



第
五
容

r園、
原

著

牛

国

，，、
四

〈
第
戒
披

二一一一一）

（
十
一
）
、
十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
軍
純
閉
塞
ニ
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
A

末
期
－
一
近
グ
ク
ニ
従
ツ
ア
増
加
シ
、
腹
腔
内
惨
出
物

ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
債
モ
亦
増
加
ス
。

十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
南
端
閉
塞
症
ニ
於
ケ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
債
A

殆
ン
ド
麗
化
セ
ザ
Y
ガ
、
腹
腔
内
法
出
物
ノ
「
ア
ン
チ

ト
u
ノプ

シ
ン
」
債
λ

増
加
ス
υ

（
十
二
）
、
十
二
指
腸
及
ピ
宰
腸
ノ
軍
純
及
ピ
雨
端
閉
塞
症
一
一
於
ケ
Y
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
血
紫
ヲ
「
ク
ロ
ロ
ア
オ
Y

ム
」
－
一
ア
慮
置
シ
、
「
ァ

シ
チ
ト

y
プ
ジ
ン
」
タ
消
滅
サ
セ
、
コ
レ
ニ
合
7
y
、
「
ト
ソ
プ
シ
ン
」
ヲ
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
一
一
ヨ
リ
ノ
ア
定
量
シ
タ
Y

－
一
、
正
常
ノ
場
合
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
、
腸
管
閉
塞
設
置
後
採
取
シ
タ
U
F

血
按
内
ニ
モ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ア
接
見
セ
ズ
。

中
村
種
一
氏
A

「ト

y
プ
シ
ン
」
量
－
一
比
シ
多
量
－
一
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
存
在
ス
Y
血
清
－
一
何
等
ノ
慮
置
ヲ
施
テ
ズ
ジ
ア
、
直
チ
ニ

「
カ
ゼ
イ
ン
」
溶
液
ヲ
加
へ
、
「
カ
ゼ
イ
ン
」
ガ
消
化
セ
一
フ
U
F

、
モ
ノ
ナ
リ
ト
報
告
セ
リ
ノ
。
町
三
円
｛Imさ
彦
氏
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
ヲ
質
施

ス
Y
時－一

多
量
ノ
血
清
ヲ
用
フ
レ
バ
、
酷
酸
「
ア
Y

コホ

Y
」
ヲ
加
ア
w
y

モ
「
カ
ゼ
イ
ン
L
ガ
沈
澱
セ
ザ
W
y

－
－
ヨ
リ
、
「
カ
ゼ
イ
ン
」
ガ
消
化
セ
ラ
レ
タ
リ
ト

誤
認
ス

Y

コ
ト
ア
山
て
一
ヨ
ソ
、
中
村
氏
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

恐
－
フ
ク
コ
レ
・
一
起
因
ス

Y
人
工
的
産
物
ナ
ラ
ン
ト
思
考
セ
ラ
Y

。

（
十
三
可
十
二
指
腸
及
ピ
宰
腸
軍
純
閉
塞
症
ェ
於
ケ
w
y

腹
腔
内
穆
出
物
内
ニ
λ

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
謹
明
ス
Y
能

川
ズ
、
然
シ
乍
－
フ
雨
端
閉
塞
症

ノ
末
期
－
一
於
ア
採
取
ジ
タ
Y
惨
出
物
内
ニ
A

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
説
明
シ
得
。
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
症
一
一
般
ケ
グ
腹
腔
内
惨
出
物
－
二
宰
腸

南
端
閉
塞
症
ニ
於
ケ
Y

ヨ
リ
ノ
モ
早
期
－
一
一
然
モ
多
量
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
説
明
シ
得
。
さ
ら
号
5
2
2

氏
A

腸
管
南
端
閉
塞
症
ノ
早
期
一
一
於
ケ

M
Y

穆
出
物
内
ニ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ア
謹
明
ジ
タ
リ
ト
雄
、
同
氏
A

「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
如
何
様
ニ
鹿
置
ジ
タ
カ
ニ
就
ア
記
載
セ
ズ
、
且
定

性
的
二
検
ジ
タ
Y

ノ
ミ
ナ
レ
バ
、
業
結
果
ヲ
信
ズ
Y
ヲ
待
ズ
。

（
十
四
）
、
勝
液
ヲ
暁
置
シ
ア
空
腸
及
ピ
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
ヲ
設
置
ス
w
y

毛
、
腸
間
膜
静
脈
血
内
ニ
毒
物
ヲ
謹
明
シ
得
Y
場
合
モ
ア

y
－一
ヨ
リ

「
イ
レ
タ
ス
」
毒
物
A

牌
液
ガ
存
在
セ
ズ
ト
モ
脅
生
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
ト
イ
フ
ペ
キ
ナ
リ
。
コ
ノ
コ
ト
A

当
E
電－
o
及
ピ
其
共
同
研
究
者
ガ
蹄

液
、
臆
汁
、
胃
液
、
食
物
蔑
潰
ヲ
合
有
ス
グ
’
コ
ト
ナ
キ
腸
管
内
ュ
「
イ
レ
タ
ス
」
毒
物
ガ
費
生
ス
ト
報
告
セ
w
y

貼
－
二
致
ス
。



（
十
五
）
、

F
Z
N
b
s
z
E
4

・。2
0吋

回
目
口

Y
4

・Eg
g
s
氏
等
エ
ヨ
レ
バ
「
イ

ν
舟
ノ
ス
」
ノ
竿
数
－
一
A

腹
樫
内
－
一
細
菌
ノ
存
在
ヲ
謹
明
シ
得
Y
ト

ィ
ァ
。

余
ノ
空
腸
軍
純
閉
塞
症
、
十
二
指
腸
、
宰
腸
及

F
廻
腸
南
端
閉
塞
症
ニ
一
於
ケ
Y
腹
腔
内
惨
出
物
ノ
細
蘭
検
査
ノ
結
果
－
一
ヨ
レ
バ
二
般
－
－

A

閉
塞
ノ
末
期
一
一
ア
毒
物
及
ピ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ヲ
謹
明
シ
得
Y
穆
出
物
－
二
細
菌
毛
亦
謹
明
セ
ラ

y
、
コ
ト
多
ク
、
同
時
－
一
腸
粘
膜
ノ
腫

脹
、
調
濁
、
充
血
モ
亦
著
明
ナ
リ
y
。
腸
管
南
端
閉
塞
症
－
一
於
－
プ
A

惨
出
物
内
へ
細
菌
及
ピ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
出
現
ス
w
y

コ
ト
、
、
毒
カ
ノ
増

加
並
ニ
腸
粘
膜
ノ
盤
化
ト
A

大
凡
相
並
行
ん
て
ア
存
在
ス

Y

7
認
ム
レ
ド
、
車
純
閉
塞
症
ノ
場
合
－
二
必
シ
モ
並
行
セ
ズ
。

穆
出
物
ヲ
六
十
度
一
一
『
時
間
加
熱
シ
滅
菌
ス
U
F

モ
有
毒
ナ
Y

－一
ヨ
η
ノ惨
出
物
ノ
毒
性
A

細
菌
ノ
ミ
ユ
蹄
因
セ
ズ
。
但
し
V

穆
出
物
ニ
「
ト
リ
ノ

プ
シ
シ
」
及
ピ
細
菌
ノ
存
在
ス

Y

コ
ト
A

毒
物
ノ
多
量
－
一
合

7
y
、
コ
ト
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
例
外
ト

シ
ア
A

穆
出
物
内

二
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」

ヲ
謹
明
ジ
細
菌
ヲ
読
明
セ
ザ
w
y

コ
ト
、
、
細
菌
ヲ
讃
明
ジ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
読
明
セ
ザ
Y
場
合
ト
ア
リ
n
叉
惨
出
物
由
一
細
菌
ガ
謹
明
セ
ラ
U
F

、
モ
肉
眼
的
ニ
A

腸
管
ノ
穿
孔
及
ピ
腹
膜
炎
ノ
症
候
ヲ
認
メ
ズ
。

（
十
六
）
、
「
イ
レ
ヲ
ス
」
毒
物
ノ
接
生
地
ト
シ
ア
A

閉
塞
腸
管
以
外
一
一
求
ム
ペ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
又
毒
物
ノ
本
態
ト
シ
ア
A

「
プ
ロ
ア
オ

1
ゼ」、

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
、
「
ヌ
ク
レ
オ
プ
ロ
ア
イ
ド
」
等
種
々
ノ
モ
ノ
ガ
列
奉
セ
－
y
y
、
ガ
、
何
レ
モ
蛋
白
質
ノ
高
扱
分
解
産
物
ナ
ソ。

閉
塞
腸
管
内
容
内
ニ
テ
蛋
白
質
ヲ
分
解
ス
W
F

モ
ノ
A

主
ト
シ
ア
細
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ナ
η
ノ
。
「
ト
リ
プ
ジ
ン
L

A

十
二
指
腸
及
ピ
宰
腸

軍
純
閉
塞
、
両
端
閉
塞
ノ
腸
管
内
容
内
ニ
接
見
セ
ラ
U
F

、
ガ
、
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
合
量
A

種
々
ナ

y
。
而
シ
ア
蹄
液
ヲ
暁
置

ス
U
Y

モ
血
清
内

ニ
「
イ
レ
ヲ

ス
」
毒
物
ヲ
読
明
シ
得
Y
場
合
ア
M
Y

－
－
ヨ
リ
、
「
ト

y
プ
ジ
シ
」
A

「
イ
レ
ウ
ノ
ス
」
毒
物
費
生
一
二
重
要
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
イ

フ
ペ
キ
ナ

y
。
細
菌
A

健
康
朕
態
一
一
－
ア
A

十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
上
部
－
一
A

極
メ
ア
少
キ
モ
、
腸
管
箪
純
及
ピ
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y
ト
、
腸

管
内
容
内
ユ
多
数
－
一
接
見
セ
－
y
y
、
ニ
ヨ
ソ
、
細
菌
A

「
イ
レ
タ
ス
L
毒
物
脅
生
－
一
重
要
ナ
w
y

モ
ノ
ナ
Y

ペ
シ
。
而
シ
ア
毒
物
ノ
種
類
A

細
菌

ノ
種
類
ガ
異
グ
－
一
従
ヒ
擾
化
ス
U
F

モ
ノ
ト
推
察
サ
y
、
ガ
、
要
ス
U
F

二
食
白
質
ノ
高
級
分
解
産
物
－
一
層
ス
M
Y

ト
考
プ
w
y
d
p

至
嘗
ナ
ラ
ン
。

第
六
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第
五
傘

F『
原

著
u 

牛

同

一
八
六

（
第
京
競

二
二
四
）

（
一
）
、
急
性
腸
管
閉
塞
症
＝
於
ア
閉
塞
腸
管
腸
間
膜
静
脈
血
液
及
ピ
腹
腔
内
惨
出
物
ヲ
採
取
シ
、

性
ヲ
検
ス
w
y

－一

（
甲
）
、
腸
管
車
純
閉
寒
一症
一
一
於
ア
A

（
イ
）
、
初
期
－
一
A

腸
管
膜
静
脈
血
清
、
腹
腔
内
陸
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
毒
物
ヲ
謹
明
セ
ズ
。

（
ロ
）
、
中
間
期
ニ
於
－
プ
A

血
清
－
一
少
量
ノ
毒
物
ヲ
読
明
シ
、
湾
問
物
－
二
・
毒
物
ヲ
鐙
明
セ

ズ
。

（
こ
、
末
期
ェ
於
－
ア
A

血
清
及
ピ
穆
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
少
量
ノ
毒
物
ヲ
諸
明
ス
レ
ド
、
湾
出
物
－
二
血
清
ヨ

y
モ
多
量
－
一
毒
物
ノ
合
マ
M
F

、

コ
ト
ナ
シ
。

（
乙
）
、
腸
管
南
端
閉
塞
症

－
一
於
ア
A

（
イ
）
、
初
期
－
二
腸
間
膜
静
脈
血
清
及
ピ
腹
腔
内
穆
出
物
ノ
何
レ
ニ
モ
毒
物
ヲ
讃
明
セ
ズ
。

（
ロ
）
、
中
間
期
－
二
雨
者
ニ
少
量
ノ
毒
物
ア
読
明
シ
得
二

（
A

）
．
末
期
－
一
－
プ
A

血
清
内
－
一
A

少
量
ノ
毒
物
ヲ
謹
明
ス
Y
カ
或
A

コ
レ
ヲ
謹
明
セ
ズ
。
コ
レ
ニ
反
シ
ア
惨
出
物
－
一
A

多
量
ノ
毒
物
ヲ
讃
明

シ
得
。

コ
ν
ヲ
「
マ

ヲ
ス
」
及
ピ
小
犬
－
一
注
射
シ
、
毒

（
二
）
、
急
性
腸
管
閉
塞
症
ニ
於
ア
A

一
般
二
末
期
－
一
近
グ
ク
ニ
従
ヒ
初
期
－
一
於
ケ
w
y

ヨ
y
モ
多
量
ノ
毒
物
ヲ
腸
間
膜
静
脈
血
清
及
ピ
腹
腔
内

海
出
物
内
－
一
讃
明
シ
得
。
コ

ν
閉
塞
腸
管
内
へ
異
物
ヲ
注
入
し
て
ア
得
タ
U
F

吸
牧
試
験
ノ
成
績
ト
金
ク
反
劉
ノ
結
果
ナ
リ
。

（
三
）
、
十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
車
純
閉
塞
二
一
炉
、
ヶ
Y
血
清
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
債
A

末
期

一一
増
加
ス

v
r、
雨
端
閉
塞
ノ
場
合
－
二
殆
ン
ド

縫
化
セ
ズ
。
腹
膝
内
穆
出
物
ノ
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
ジ
ン
」
償
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
増
加
ス
レ
ド
、
血
清
ノ

「ア

ン
チ
ト
ソ
プ
シ
ン
」
債
ヲ
凌
駕

ス
U
F

コ
ト
ナ
ジ
。

（
四
）
、
腸
管
車
純
及
ピ
雨
端
閉
塞
症
エ
於
ケ
w
y

腸
間
膜
静
脈
血
柴
ニ
A

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ア
謹
明
セ
ズ
。
腸
管
車
純
閉
塞
症
－
一
一
於
ケ
M
F

腹
腔
内

穆
出
物
－
一
毛
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
謹
明
セ
ズ
。
然
Y

ニ
雨
端
閉
塞
症
ノ
末
期
－
一
一
於
ケ
M
F

腹
腔
内
惨
出
物
－
一
A

少
量
ノ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
司
ノ
謹
明



ふ理主。
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時
h
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E
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華
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’
喜
望
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聾
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κ
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個
取
臣
室
制
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~
塑
甥
~
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rR:
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代
k
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評
黒
ふ
’

E
醤
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鎚
主
主
主
ヘ
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組

W
除
草
F黒

代
。

引
く
）
’
「
ャ
斗
弘
代
」
ヘ
柑
奪
く

E
繍
臣
室
御
rR:

1）
：
お
れ
累
個
関
知
盤
判
長
ヘ

~!E更
1J

Ill 
'""' 

'"' ~
出
州
代
ミ
嗣
担
制
ヘ
但
器
善
命
敏
樹
容
ホ
ミ

y
b
。

（中）’－＜
~
1
）：起＇＂＇く露地n•-R4< 

rn 
'""' 
w
帰
宅
入
’
同
盟
霊
堂
血
虚
偽

.-R
霊
m:'.fl'-

~
摺
親
代
ミ

n
ム
4<

11 定
、
~

fl1 
r、、

印
国
講
義
ホ
ミ

h
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11 ：匙

ふ
ミ
墜
事
掛
寝
E
繍
｛
巣
く
掛
包
4<

ヘ
盛
岩
戸
陸
韓
密
輸
頃

11
~
県
庁
叩
ヘ
リ
ふ
＇
＂
＇
.. ~
単

rR:l!l割
ヘ
1~車

部
く
糊
罫
ホ
p、
。
音
量
れ
れ
憎
奪
取
4覇者伴ヘ，，，

1) 
fl1 

＇＂＂＇~討さ己中
If\
斗
同
ふ
h
’
量
豊
制

m
'""'jg基

盤
rR:

（
鎚
缶
ふ
’
主
主
主
盛

II
「n
＇＂＂＇鼠さ挙中爪

k
’
捌
く

4<
ヘ
E幹
事
~
~
織
。
1
$芝
、
~

Ill 
'""' 

W
鰻

t
J
~

酬
ホ
ミ

., 
~
占

#Ir
(
Iハ
ミ

0
~
「
取
ミ

.I\~
代
」
ヘ
署
北

－＜
mg
ヘ
~
~
！
！
［
陸
曹
E
繍
倒

11 ：
匙
＇
＂
＇
く
蜜
是illlrR:~割

く
1
歯
科
親
代
ミ

1)
Ill
官、豊重量

S
’l

fl1 
~
柑
~
ヘ
重
点
主
言
、
同

II *1
咽
ホ
ミ

Y
什

nι
穏
鍾
』
！
繰
快
眠
只
。

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
u
n
g
.
 

E
s
 
gibt 

zahllose, 
klinische 

u
n
d
 
experimentelle 

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
 
uber 

die 
Autointoxikati

o
n
 b
e
i
m
 lieus, 

u
n
d
 <loch 

W
巴
iss

m
a
n
 n
o
c
h
 
nicht 

sicher, 
w
a
s
 die 

U
r
s
ac
h
e
 dieser 

traurigen 
Vergiftungsersc

h
e
i
n
u
n
g
e
n
 
ist. 

In 
d
e
r
 
H
o
f
f
n
u
n
g
,
 
diese 

U
r
s
a
c
h
e
 
z
u
 
finden, 

h
a
b
e
 
ich 

folgende 
V
e
r
s
u
c
h
e
 
a
n
 
H
u
n
d
e
n
 angestellt. 

V
 er
s
u
c
h
s
a
n
o
r
d
n
u
n
g
.
 

r) 
D
e
r
 D

a
r
m
v
e
r
s
c
h
luss 

w
u
r
d
e
 
w
i
e
 
folgt 

bewerkstelligt: 

a) 
B
e
i
m
 
einfachen 

D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
w
u
r
d
e
 
d
a
s
 
aboralste 

E
n
d
e
 
des 

D
u
o
d
e
n
u
m
s
,
 des 

J
e
j
u
n
u
m
s
 
b
z
w
.
 de
s
 
I
l
e
u
m
s
 

durchgeschnitten 
u
n
d
 die 

beiden 
Sti.impfe 

einzeln 
geschlossen. 

b) 
B
e
i
m
 
d
o
p
p
e
l
sei

tigen 
D
a
r
m
v
e
町

hlusse
w
u
r
d
e
n
 z

同
rst

d
a
s
 
g
a
n
z
e
 
D
u
o
d
e
n
u
m
 o
d
e
r
 
3
0
 c

m
 J
e
j
u
n
u
m
-

b
z
w
.
 
I
l
e
u
m
-

schlinge 
ausgeschaltet, 

die 
beiden 

E
n
d
e
n
 geschlossen 

u
n
d
 
J
a
r
a
u
f

 eine 
Gastrojejunostomie 

o
d
e
r
 
Seit-zu

・Seita
nast

o
m
o
s
e

d
e
s
 
D
a
r
m
e
s
 angelegt. 

2) 
D
a
s
 G
i
氏

i
m

B
l
u
t
s
e
r
u
m
 
u
n
d
 Peritonealexsudat 

b
e
i
m
 lieus 

w
u
r
d
e
 auf folgende 

W
e
i
s
e
 n

a
c
h
g
e
w
i
e
s
e
n
.
 

総
i同
~

【国語
柳
】

サー
田

ll
i

 
<
 .

μ 
（
総
幅
緩

11 
llf司）



総
同
~

【国語
榔】

まト
毘

111<< 
（
事
提
訴
醤

1111-10 

a) 
U

m
 da
s
 
Blut 

zu 
e
n
t
n
e
h
m
e
n
,
 
w
u
吋
e

zuerst 
die 

B
a
u
c
h
h
叶

巾
geoffnet

u
n
d
 
die 

betre
仔
ende,

aufgetriebene 
D
a
r
m
-

schlinge sorgfaltig hervorgezogen. 
D
a
r
a
u
f
 w
u
r
d
e
 ein feines, spitziges M

e
s
s
e
r
 
in 

die 
gestaute 

Mesenterialvene 
eingestochen 

u
n
d
 das 

irr. 
Strahl 

hervorspritzende 
Blut 

in 
ein 

grosses 
R
e
a
g
e
n
z
g
l
a
s
 
a
u
f
g
e
n
o
m
m
e
n
.
 

Bei 
einigen 

Fallen 
g
e
s
c
h
a
h
 
diese 

B
l
u
t
e
n
t
n
a
h
m
e
 a
u
s
 
d
e
r
 Cruralarterie. 

b) 
U

m
 d
a
s
 
Peritonealexs

吋
at

zu 
erhalten, 

legte 
ich 

w
i
e
 bei 

der 
D
a
r
江

町
hlinge

i
m
 B

r
凹

h
s
a
c
k

die 
3
0
 c

m
 la

昭
e

zufi.ihrende 
o
d
e
r
 ausgeschaltete 

D
a
r
m
s
c
h
l
i
n
g
 in 

einen 
5
 c
m
 breiten, 

1
9
 c

m
 langen

,
 du
n
n
e
n
,
 
d
e
h
n
b
a
r
e
n
 
G
u
m
m
i
s
c
h
la
u
c
h
 

u
n
d
 
fixierte 

d
e
n
 
S
c
h
l
a
u
c
h
 
d
u
r
c
h
 
einige 

N
a
h
t
e
 a

n
 die 

D
a
r
m
w
a
n
d
.
 

D
泊

i
m

S
c
h
l
a
u
c
h
e
 a

n
g
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 
E
x
s
u
d
a
t
 w

u
r
d
e
 

n
a
c
h
 verschiedenen 

Zeiten 
h
e
r
a
u
s
g
e
n
o
m
m
e
n
.
 

B
e
i
m
 
doppelseitigen 

D
u
o
d
e
n
a
l
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
 
n

九
h
m

ich 
d
a
s
 
E
x
s
u
d
a
t
 
o
h
n
e
 

V
e
r
w
e
n
d
u
n
g
 eines 

S
c
h
l
a
u
c
h
e
s
 direkt 

a
u
s
 
d
e
r
 B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
.
 

c) 
D
a
s
 
B
l
u
t
s
e
r
u
m
 
u
n
d
 
Peritonealexsudat 

w
u
r
d
e
n
 in 

die 
B
a
u
c
h
h
叶

巾
v
o
n

M
孟

山
e
n

u
n
d
 
f-hindchen 

ei
暗

e
s
p
巾

zt,
u
m
 

die 
M
e
n
g
e
 zu 

b
est

i
m
m
e
n
,
 
w
e
l
c
h
e
 
die 

Ma.use 
u
n
d
 
H
u
n
d
c
h
e
n
 inn

e
rhalb 

2
4
 S
t
u
n
d
e
n
 
zu 

toten 
v
e
r
m
a
g
.
 

3) 
D
i
e
 F

e
r
m
e
n
t
e
 
in 

D
a
r
n
 

a
)
 T
r
y
p
s
i
n
 
i
m
 D

a
r
m
i

『ihalt
n
a
c
h
 der 

modifizierten 
F
u
l
d
-
G
r
o
s
s
s
c
h
e
n
 
Kaseinrnethode. 

b) 
Antitrypsin 

n
a
c
h
 
d
e
r
 modifizierten 

v. 
B
e
r
g
叫

n
n

u
n
d
 M

e
y
e
r
s
c
h
e
n
 
M
e
t
ho

de. 

c) 
U

m
 d
a
s
 
T
r
y
p
s
i
n
 
i
m
 
Blut 

u
n
d
 
E
x
s
t
 
at 

zu 
b
e
s
t
i
m
n
 

reinerr
】
C
h
l
o
r
o
f
o
r
m

2
0
 Minttten 

J
a
n
g
 
u

『id
zentrifugierte 

darauf d
a
s
 
C
h
l
o
r
o
f
o
r
m
 
ab. 

S
o
 stand 

m
ir

 d
a
s
 
s
o
 
antitrypsinfrei 

g
e
w
o
r
d
e
n
e
 P
l
a
s
m
a
 o
d
e
r
 E

x
s
u
d
a
t
 zur 

V
e
r
f
U
g
u
n
g
,
 
u
n
d
 ich 

b
e
s
t
i
m
m
t
e
 
das 

Trypsin 
n
ac
h
 der 

modifizierten 
F
u
l
d
-
G
r
o
s
s
s
c
h
e
n
 

K
a
s
e
i
n
m
e
t
h
o
d
e
.
 

4) 
B
a
k
t
e
r
i
e
n
u
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 
i
m
 
Peritonealexsudat: 

E
i
n
e
 
Platinose 

E
x
s
u
d
a
t
 
w
u
r
d
e
 
auf 

Schiefagar 
gleichmassig 

ausgεstrichen 
u
n
d
 
n
a
c
h
 
2
4
 stiindiger 

Z
u
c
h
t
u
n
g
 
i
m
 B
r
u
t
s
c
h
r
a
n
k
 
v
o
n
 
3
7
°
C
 die 

K
o
l
o
n
i
e
n
z
a
h
l
 
festgestellt. 

Resultate. 

r) 
D
i
e
 M

e
昭

e
d
e
r
 
giftigen 

S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
i
m
 B
l
u
t
s
e
r
u
m
 
u
n
d
 
P
e
山

onealexs
吋

at
b
e
i
m
 
lieus 

w
a
r
e
n
 
w
i
e
 
folgt :

 

a) 
B
e
i
m
 
einfachen 

D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
sind 

die 
gi
町
g
e
n

S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
i
m
 A

 nfa
昭

sstadium
w
e
d
e
r
 i

m
 B
l
u
t
s
e
r
u
m
 
n
o
c
h
 

i
m
 Peritonealexsudat 

z
u
 
finden. 

I
m
 mittleren 

S
t
a
d
i
u
m
 
w
e
r
d
e
n
 ihrer 

n
u
r
 
w
e
n
i
g
e
 
i
m
 
B
l
u
t
s
e
r
u
m
 
u
n
d
 
i
m
 
S
p
a
t
s
t
a
d
i
u
m
 

eine 
geringe 

M
e
n
g
e
 
i
m
 
S
e
r
n
m
 
u
n
d
 
E
x
s
u
d
a
t
 
konstatiert. 

D
i
e
 
G
i
f
t
m
e
n
g
e
 
i
m
 
E
x
s
u
d
a
t
 
uberschreitet 

niemals 
die 

i
m
 



Blutserurn. 
E
s
 ist 

b
e
m
e
r
k
e
n
s
w
e
r
t
,
 
d
a
s
s
 
m
a
n
 a
b
 u

n
d
 
z
u
 
bis 

z
u
m
 E

n
d
e
 
d
e
s
 
e
i
n
f
a
c
h
e
n
 
D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
s
 
i
m
 
B
l
u
t
s
e
r
u
m
 

o
d
e
r
 i

m
 
E
x
s
u
d
a
t
 
k
e
i
n
 
Gift 

konstatieren 
k
a
n
n
.
 

b
)
 

R
e
i
m
 
cloppel

s
ピ
itigc

n
D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
附

e
w
e
r
d
e
n
 
die 

giftigen 
S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
a
m
 A
n
f
a
暗

n
i
e
m
a
l
s

w
i
e
 b

e
i
m
 e
i
n
f
a
c
h
e
n
 

D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
i
m
 Bluts

巳
r
u
m

u
n
d
 
F
x
su

d
-J
t
 ge
f
u
n
d
e
n
,
 
a
b
e
r
 
w
i
r
d
 
i
m
 mittleren 

S
t
a
d
i
u
m
 
in 

b
e
i
d
e
n
 
e
i
n
e
 
g
e
r
i
n
g
e
 
M
e
n
g
e
 

Giftst
o
ff 

k
o
n
statie

rt. 
I
m
 
S
p
江
tstadiurn

n
i
m
m
t
 
d
e
r
 
Giftgehalt 

d
e
s
 
E
x
s
u
d
a
t
e
s
 
in 

u
b
e
r
r
a
s
c
h
e
n
d
e
r
 W
e
i
s
e
 zu, 

w
a
h
r
e
n
d
 d
e
r
 

d
es

 B
l
u
t
s
e
r
u
m
s
 
b
e
i
n
a
h
e
 
u
n
v
亡
r:i
n
d
e
rt

bleibt. 

c) 
U
i
e
 J¥es

り
rpti

o
n
山

higkcit
d
e
s
 
D
a
r
r
n
e
s
 
bei 

lieus 
ist 

i
m
 Spatstadit 

erheblich v
e
r
m
i
n
d
e
r
t
,
 
w
i
e
 d
a
s
 s
c
h
o
n
 E
n
d
e
r
l
e
n
 

u
n
d
 
Hotz・ 

u
s
w
.
 
g
e
n
a
u
 
festgestellt 

h
a
b
e
n
.
 

N
a
 ch
 
rneiner 

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
 
w
e
r
d
e
n
 
die 

giftigen 
S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
 
i
m
 B

l
u
t
s
e
r
u
m
 

u
n
d
 Perito

問
a
l
e
x
s
u
d
a
t

u
m
 so 

m
e
h
r
 konstatiert, 

je 
w
e
i
t
e
r
 
d
e
r
 
K
r
a
n
k
h
e
i
t
s
p
r
o
z
e
s
s
 
fortgeschritten 

ist. 
D
i
e
s
 
ist 

ein 
rnerk-

w
u
r
d
i
g
e
r
 
W
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
.
 

2) 
D

亡
r

A
n
t
i
t
r
y
p

胃inv、
verschlusses, 

w
詰
h
r
e
n
d

er 
b
e
i
m
 
doppelseitigen 

D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
fast 

u
n
v
e
r
孟
n
d
e
r
t

bleibt. 
D
e
r
 
A
n
t
i
tryp'ii

n
w
e
r
t
 
d
e
s
 

E
x
su
d
a
t
e
s
 
v
e
r
m
e
h
r
t
 
sich 

i
m
 S

p
a
tstad

i
u
m
 d

e
s
 ei

n
f
a
c
h
e
n
 
u
n
d
 d

o
p
p
e
lseit

ige
n
 Darmverschlus・

、es.

3) 
D
as 

T
r
r
p
s
i
n
 
w
i
rd 

b
e
i
m
 
e
i
n
f
a
c
h
e
n
 
u
n
d
 d
o
p
p
e
l
s
e
i
t
i
g
e
n
 
D
a
r
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
e
 
I巾

m
a
l
s

i111 
B
l
u
t
p
la
s
m
a
 g
e
f
u
n
d
e
n
.
 A
u
c
h
 

w
u
r
d
e
 es b

e
i
m
 einfa

c
h
ピ
n

D
a
r
r
n
v
e
r
s
c
h
i
u
s
s
e
 i
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